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    第一章　世界最年少社長、誕生


    



    　会場は記者たちの熱気につつまれていた。


    　ホテルの大広間に臨時で用意された記者会見場には、ところせましとマスコミが詰めかけている。


    　俺は居並ぶ記者とテレビカメラをまえにして壇上にのぼっていた。


    　先日、いつのまにか速はや水み半導体工業――東とう証しよう二部上じよう場じよう企業の社長にされていた俺は、部室のまえで大量のマスコミに取り囲まれ、さんざんな目に遭あっていた。だから今の状態のほうが、マスコミの海に揉もまれるよりマシだ。


    　なんでも、一六歳での上場企業社長就任というのは、世界でも類を見ない前ぜん代だい未み聞もんの大ニュースだったらしい。「あたらしい時代がやってきたのだ」と、あらゆるメディアが騒ぎまくり、俺を追いかけ回す始末。


    　どこのテレビチャンネルをつけても、いつでも俺が映っていた。


    　どの新聞の一面にも、俺がカラー写真で載っていた。


    　あらゆる雑誌の表紙に、なぜか俺が掲載されていた。


    　グーグルで俺の名前を検索すれば、全世界で一〇〇〇万件もヒットした。


    　ネットニュースやブログには、俺の話題があふれていた。


    　皆が皆、俺のことを知りたくてたまらないらしい。俺の意志などおかまいなしにだ！　この暇ひま人じんどもが！


    　俺の気持ちがうち沈むのと反比例するように、勝手にまわりのマスコミや大衆が、何かに取り憑つかれたかのように盛り上がっていた。


    　だから、ここで記者会見を受けておかないと、俺はマスコミから永遠に解放してもらえないのである。報道陣を集めて洗いざらい質問に答えてしまえば、取り囲まれて身動きが取れなくなるような事態にはならないはずだ。


    　そもそもこんな状態に陥おちいったのは、莉り音おんが勝手に俺を上場企業社長に決めたからである。莉音に逆らえるわけが……いや仮に、逆らったところで、今さらどうなるというのか。


    　ここまできてしまったら、開き直らないと生きていけない。


    　俺を壇上の中央に置き、ステージのかたすみで莉音がマイクを持ち、テキパキと司会進行役をつとめていた。冒頭とラストにあいさつすることと、手を挙あげた記者を指名するだけの役目だ。


    　ときおり、莉音はニヤニヤした視線を俺へ向けた。記者たちには、この女の子が真のしかけ役だなどと想像すらできまい。


    　――まったく、とんでもない舞台に引きずり上げてくれたものだ……。


    　俺はつぎつぎと記者たちの質問をさばいていった。


    　三列目の記者が手を挙あげる。


    「朝あさ井い新聞、稲いな垣がきです。まずは世界最年少での上じよう場じよう企業社長就任、おめでとうございます！　さっそくですが今後の抱負などをお聞かせいただいてよろしいですか？」


    　漠然とした質問に俺は顔をしかめたが、気を取り直して適当に答える。


    「今後の目標は……そうですね……みなさんと手を取り合って、工業機械の分野でふたたび世界一の座に返り咲くことです」


    　――正直、速はや水みが世界一だったのかどうか知りません。


    　俺はこころのなかでひとりツッコミを入れた。


    　まぁそれっぽい応答ならなんでもいいのだ。


    　莉り音おんからは、テレビのまえの視聴者が喜ぶようなことを言えときびしく指導されていた。「記者会見と思うな。これは演劇の舞台なのだ」と。


    　そんなことを言われても俺は役者ではないのだが、これを乗りこえないと、記者たちはホーミングミサイルのように俺の後を追ってくる。だから救われるためには、ここで答えてしまうしかないのである。


    　朝井新聞の記者は質問をつづけた。


    「速水半導体工業は、減収減げん益えきをつづけていた会社でした。そんななか、どうして速水を標的にしたのか、お聞かせいただいてもよろしいですか？」


    「たしかに……減収減益だったかもしれません。しかし、速水は本質的にすぐれた会社なのです。なにより優秀な技術陣がいます。今は円高のため、きびしい競争環境に置かれていることは周知の事実でしたが、それでも速水なら乗りこえられると判断したのです」


    　――本当はどこでもよかったんですが、たんに買収しやすかったからだけです。


    　身を乗り出して俺は言った。その瞬間、図はかったようにカメラのフラッシュがたかれる。


    　速水半導体工業にお世辞を言っておけば、乗り込んだ後も社員たちから好意的に迎えられるだろう。


    「今回の速水買収劇は、経済界にとってひさびさの明るいニュースでしたよね。ズバリ、敵対的買収に勝利したキッカケはなんですか？」


    「敵対的だったとは思っていません。敵対するわけがないのです。私たちはつねに誠実な対応を心がけていますから。だからこそ、こうして円満な雰ふん囲い気きで記者会見を開くことができるのです」


    　――どう見ても敵対的でした。本当にありがとうございます。


    　つぎに莉音から指名されたのはテレビで見かけたことがある記者だ。


    　威勢よく立ちあがった記者はまくしたてる。


    「テレビ日につ本ぽん、杉すぎ村むらです。弱じやつ冠かん一六歳での上じよう場じよう企業社長というのは世界初の快挙です。これほどの偉業をなしとげることができたキッカケはなんですか？」


    　部室まえで記者たちに囲まれたときにさんざんされた質問だったから、俺は内心うんざりした。


    　視聴者は速はや水みという会社自体よりも、「若き社長」（俺）というワイドショー的なネタのほうに興味を持っているだろうと思っていたが、あらためて聞かれると苦にが々にがしい気分になる。


    「偉業はおおげさだと思いますが……そうですね、前向きに仕事に取り組んできたことがみなさんに評価していただけるキッカケになったと思います。どんな苦境にあってもあきらめない気持ちが大切なのではないでしょうか」


    　――もちろんウソです。莉り音おんに無理強じいされたせいです。


    　気持ちとは裏腹に、俺はあかるい表情をよそおった。


    　俺はチラと莉音に視線を走らせる。とっさに目が合い、莉音はニヤッと微笑ほほえんだ。


    「なるほど、すばらしい心がけですね。では、羽は月づき社長の好きな言葉はなんですか？」


    　一瞬、俺は中空を仰ぎ見て、なんとなく浮かんだ言葉を答えてみる。


    「……明めい鏡きよう止し水すい……ですかね……。一点のくもりもない心しずかな境地が、どんなに仕事が多た忙ぼうをきわめていても、なめらかに仕事を進める原動力になってくれます」


    　――ナンスカ明鏡止水って……。本当は「あとは野となれ山となれ」ですかね……。


    　なぜか記者は感じ入ったようにうなずいた。さらに質問をつづけてくる。


    「羽月社長の私生活が気になっている方は多いと思うのですが、お休みはどのように過ごされているのでしょうか？」


    「そうですね……読書もしますし、友人と映画を観たり……疲労のせいで映画の最中、眠ってしまうこともありますが……でも休日出勤が多い感じですね」


    　――休みなんてありません。しかし、どこのどいつだよ俺の私生活気にするヤツってのは。出てこいこんちくしょう。


    　息つくまもなくつぎの記者だ。


    「ウィークリースポーツ、宮みや本もとです。羽月社長が一六歳ということもあって、今回の買収は世界が注目しています。経営という舞台があたらしい時代に突入してきたのかと思わせるニュースです。世界の人たちに、何か言葉はありませんか？」


    　俺は言葉に詰まってしまう。


    「……。……ず、ずいぶん答えづらい質問ですね。世界の人たちとはまた壮大な……。ええと、とくに意識していないということでよろしいですか？」


    「そこをぜひ、何かひとこと！」


    　なぜか記者は押してきた。今日の記事の中心にでも据すえたいのだろうか。


    　とりあえず莉音が好みそうなことを言ってみる。


    「そうですね……今や社会は行きづまり、閉へい塞そく感がただよっています。こんなときこそ……今こそ維い新しんのときだと思うのです。変革はひとりの力でなしとげることはできません……が、しかし、世界のみなさんがいっしょに力を合わせれば、こんな世の中でも変えることができるはず。そのお手伝いをしてみたいのです」


    　ふたたびフラッシュがたかれ、会場は光につつまれた。おおげさなことである。


    　演技がかった口調で言ったが、心のなかでは棒読みなのに。


    「ありがとうございます。では、同世代の若者たちにも何かひとことお願いできませんか？」


    　世界の人たちと同世代の人たちでは何か違うのだろうか……そんな疑問を感じたが、ええい、どうせここはなんでもアリの演劇の舞台なのだ。


    「みなさん、いっしょにあたらしい時代を切り開きましょう！　若いぼくらが立ちあがらなくてはなりません！　ぼくもみなさんに負けないように、これからも努力を重ねます！」


    　――何を言っているんだ俺は……。


    　ふたたびカメラのフラッシュ。


    「今後、世界最年少記録という偉業が塗り替えられると思いますか？」


    「ぜひ塗り替えて欲しいと思います。金融大不況がさけばれる今こそ、若い人たちがどんどんチャレンジするべきだと思いますね。それが日本を、ひいては世界を革新する原動力なのだと思います」


    　――心底どうでもいいですハイ。まるで興味ありません。


    　記者は感謝の気持ちを述べて着席した。


    　つぎつぎと莉り音おんが指名する記者をさばいていると、時間だけが過ぎていく。一瞬、時計に目を走らせてみれば、あっというまに一時間が経過していた。


    　今日の夜のニュースは俺一色になってしまうのだろう。明日の朝刊にも俺の話題があふれるはずだ。いっそのこと、どこかで大事件でも起こってくれれば、そちらのほうに話題が向いてくれるのだが。


    　明日には日本中、もしかすると世界中に俺の顔が知られてしまいそうだ。望まずしてコスプレイヤーとしてネットで有名になってしまった沙さ織おりの気持ちが、身に染しみてわかる。


    　記者会見の間中、むなしいひとりツッコミだけが俺の心のささえだった。


    　やっと最後の記者をさばき終え、莉音がマイクを手に、司会者然として口にする。


    「さて、これにて時間です。最後に、速はや水みを買収した株式会社革命部社長として、ひとことごあいさつをしていただいて本会見を締めくくりたいと思います。それでは社長、どうぞ」


    　莉音はニヤニヤして俺へ近寄り、紙きれを渡してきた。


    　目を走らせると、なにやら文もん言ごんが書きつけてある。


    　うんざりして首を振ったところ、莉音は記者たちに構わず、俺の耳元に顔を寄せてささやく。


    「選ばせてあげる。死ぬのと、決めゼリフを言うのと、どっちがいい？」


    「い、いえっさー」


    　顔を引きつらせつつ、立ちあがって記者たちを見わたした。


    　そして莉り音おんがいつもしているように中空へ片腕をかかげ、あらんかぎりの声を振り絞る。


    「最後に宣言させてください！　我われ々われ革命部は人類最速で成功することを、ここに約束いたします！　革命部の旗の下もとに集つどえ！　人類の輝く未来のために！」


    　とたん、いっせいにカメラのフラッシュがたかれ、またたく間に光の奔ほん流りゆうが俺をのみこんだ。


    　目もくらむ煌きらめきの中に、世界のすべてが見えたような気がした。


    



    
      ◇

    


    



    「あたらしい代表取とり締しまり役やく社長は、羽は月づき巳み継つぐ氏です」


    　株主総会の席上、司会進行をつとめる速はや水み元社長が俺の名を呼んだ瞬間、会場から拍手が湧き上がった。


    　鳴りやまない拍手――。


    　俺の社長就任を歓迎ということらしい。


    　拍手は、いつまでもつづいた。


    　そりゃそうだろう。今回の一連の出来事のおかげで、速水の株価は高こう騰とうしていた。株主としては株価が何倍にもなれば、自分の資産が何倍にもなるわけで、その原因となった俺を歓迎するのは自然なことだ。


    　連日連夜にわたって俺の映像がテレビで映し出され、俺を祭りあげている。速水の会社の業績が回復したわけでもないのに、まるで急成長をとげている会社のような報道っぷりだった。


    　つづいて莉音の取締役就任も決定され、革命部による一〇〇億円の増資も決定。


    　悪く言えば乗っ取り、カッコ良く言えばＭ＆Ａ。


    　名実ともに、これにて作戦の完了である。しかも円満に行おこなわれたのだから、これ以上の戦果はない。


    



    
      ◇

    


    



    　速水半導体工業のすす汚れたビルを指差して、莉音は笑顔を向けてきた。


    「このビルね。なかなか哀あい愁しゆうただようビルでしょう？」


    「とってもすてきな建物だと思います！　真夜中にオバケが出てもおかしくありませんね！」


    　柚ゆずさんははしゃいだ。


    　――それはすてきとは言わない。まぁ柚さん的にはオッケーなのかもしれないが……。


    「でも、うちの部室よりずっとリッパだと思うわ」


    　ビルを見上げた沙さ織おりが言った。


    　今日は俺が速はや水みの社員をまえにして、社長就任のあいさつをすることになっている。そのついでに、革命部の面々がそろって速水を見学にやってきたのだ。沙織と恒こう太たと柚ゆずさんはまだ訪問したことがなかった。莉り音おんは口にする。


    「ここが革命部の子会社第一号ね。巳み継つぐが社長って言っても、日々の運営はじいさんが見るから、私たちが足を運ぶことはあまりないわよ」


    　じいさんとは速水元社長のことだ。


    　買収劇の最中、幾いく度ども折せつ衝しようを繰り返していたのは速水側からは速水社長、革命部側からは莉音だったから、このふたりは親しくなっていた。莉音によると速水社長は見た目通りにカタブツのガンコオヤジらしく、時代がかった演技と振る舞いをときどきうざく感じることもあるほどだと言う。そんなグチを言う莉音の口調には、親愛の情がにじみ出ていた。


    　ほこらしげに前髪をサラリとかき上げた恒太が、満足げにうなずく。


    「ほう、ここが俺の支配下に置かれる会社というわけだ。思っていたよりボロいビルだが……なに、俺の知ち謀ぼうを活かせば、すぐにでもマンハッタンに本社を移すことになるはずだ」


    「なんで速水がマンハッタンに移転するんだよ……。恒太おまえ、あんまり恥ずかしいことするなよ」


    　あいさつの席上できまり悪くなるのはこまるので、俺はクギを刺した。


    「おやおや、巳継までこの俺の神しん算さんに嫉しつ妬とというわけだ」


    「ところで、左目だけ赤くしてるのはどうしてなんだ？」


    　恒太の左目は真っ赤に染まっていた。


    「ふっ、こいつか」


    　恒太はそう言って左目を押さえ、眉まゆをひそめながら、意味深なふうに語り出す。


    「なぁに、心配ない。力の制御はまだ完全とは言えないが……」


    「はあ？」


    「俺は上じよう場じようを期に、ついに真しん眼がんギガスが目覚めてしまったようなのだ。財ざい務む諸しよ表ひようや株価のチャートを見ると、瞬間的にその企業の未来が見えてしまうのだよ……そのため、全世界のトレーダーが俺を狙ねらっている。だが、この眼に現れた赤い刻印を、隠し通すことはむずかしい……」


    「あんたねぇ……片目に赤いカラーコンタクト入れてるだけでしょ」


    　沙織がきびしい視線を恒太に向ける。


    「あいさつでは黙ってなさいよ。あんたのせいで私たちの品性まで疑われるのはカンベンして欲しいわ」


    「ほう……俺の眼がささやいているぞ。沙織はあいさつでコスプレをせよと！　メイド服はわすれずに持ってきたのだろうな？　株主としては、そのくらいのサービス精神を見せつけてやらねばなるまい」


    　恒こう太たが言い終わるが早いか、沙さ織おりは片足を振り上げる。


    　さんざん踏まれた恒太は学習しているらしく、すばやく足をひっこめた。


    　だが、沙織のアクションはじつはフェイント。沙織はつまさきで、おもいきり恒太のスネを蹴飛ばした。


    「ぎゃああああああ！」


    　あえなく恒太はアスファルトに倒れ伏し、地べたを転げまわった。


    　苦痛にあえぐ恒太を、あたりの通行人がジロジロ見ている。


    「おまえら、しずかにしといてくれよ……」


    　あきれて俺は首を振った。


    



    
      ◇

    


    



    　先日の訪問時と同様に、警備員の制服に身をつつんだ老人が、行ぎよう儀ぎただしく背筋を伸ばして受付に腰掛けていた。速はや水み元社長もカタブツなら、この老人も似たような人種であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん。


    　受付のまえに皆でそろってやってきて、まずは俺が老人に声をかける。


    「こんにちは」


    「こ、これは新社長!?　時間にはまだ早いようですが……」


    　老人は、一度会っているはずの俺に気付かないようだった。以前、買収を仕掛ける前に訪問したことがあるのに。先日やりとりしたのは莉り音おんだけだったし、俺は制服を着てうしろにひかえていたから、記憶していないのだろう。


    　莉音が笑顔で老人に声をかける。


    「こんにちは、おじさん」


    「あれ？　このまえのお嬢さん!?　どうして新社長とごいっしょに!?」


    「うん、だましちゃってごめんね。本当はね、このまえは偵てい察さつに来たの」


    　俺と莉音の間に視線を往いき来きさせた警備員の老人は、何かに思い当たったように口にする。


    「……なるほど。そういうわけでしたか。いや、いいんです。このたびは、速水をお救いいただきありがとうございました」


    　とつぜん、老人はすっくと立ちあがり、四十五度に腰を折り曲げた。


    　空気の読めない柚ゆずさんが、ほんわかした口調で言う。


    「こまっている人を助けるのは当然だと思うんです。私ももっと協力しなくちゃって思います」


    　やはり空気を読めない恒太も、人生の先輩である老人に向けて、胸を張って宣言する。


    「飢うえに苦しむ民たみ草くさを救ってやるのは王者の義務。俺の手元にあるこのボードゲームを見てくれ。俺の軍略を体現した『人生戦略ゲーム』というものだ。こいつに社員一いち丸がんとなって取り組めば、速水はすぐにでも世界一の企業に変へん貌ぼうをとげるであろう。ちなみに、本来一セット二万円のところ、貴様には特別に四千円で……」


    　すかさず沙さ織おりが『人生戦略ゲーム』なるものを恒こう太たからもぎ取った。


    「なっ、なにをする!?」


    「あんた、しばらくだまってなさいよ。めいわくだから。いいわね？　絶対だまってるのよ？　ちゃんと静かにしていたら、後で返してあげる」


    「くっ、くうう……俺の決死の営業努力を無むにするとは……。小娘は俺の最終標的フアイナルターゲツトに認定せねばならないようだな……」


    　目が点といった様子の老人へ向けて、あわてていいわけを探す。


    「騒がしくてすみません……皆仕事のしすぎでつかれていて……あまり気にしないでください。とくにこの男は要注意人物ですから、見つけたら通報してください」


    　そう言って、俺は恒太を指差した。


    「はあ……。あの、それ買いましょうか？　四千円ならまぁ……」


    「いや、やめてくださいほんと。変なモノ売りつけようとしてもうしわけなかったです」


    　莉り音おんが聞く。


    「おじさんは警備会社の人じゃなくて速はや水みの社員さん？」


    「はい。おじさんというより、もうおじいさんですが……。技術職を定年退職後、嘱しよく託たくという形でここで受付の仕事をさせてもらってます」


    「そうなんだ。これからよろしくね」


    「よろしくお願いします」


    　莉音と俺はそろってあいさつした。なにせ俺と莉音はこれから取とり締しまり役やくになるのだし、ひとりでも多くの速水関係者と良好な意思疎そ通つうを図らねばならない。


    　老人も恐きよう縮しゆくしたように頭を下げてくる。


    「こちらこそ。一時間後に社員にあつまってもらうことになっています。すこし早いですが、会議室にご案内します」


    「ううん、早く来たのは、このまえ会った広報部長とお話ししたいからなの。呼んでもらえる？」


    　すぐに事情を察した老人はうなずき、イスに腰掛けて内線電話を手に取った。


    



    
      ◇

    


    



    「水くさいじゃないですか。言ってくだされば協力したのに」


    　微笑と苦にが笑わらいが入り交じったような表情の広報部長は、俺たちをまえにして語った。


    　通されたのは先日、広報部長と面会したのと同じ会議室だ。


    　莉り音おんがペロリと舌を出して応じる。


    「うん、ごめんね。社員さんたちのスタンスがわからなかったから。社長に話を直接持ちこむか、それとも敵対的に行くか、判断がつかなかったの」


    「だまし討ちのようなことをしてもうしわけありませんでした」


    　俺も急いで頭を下げた。


    「いや、いいんですよ。だけどおどろいたなぁ！　はじめてテレビで見たときは仰ぎよう天てんしましたよ。しかも世界最年少ですよ！　すごいじゃないですか」


    「いや、ちっともうれしくないんですけどね……」


    「連日テレビ報道されたおかげで、うちの名前は一夜にして日本国民に知れ渡りました。そして世界にもね。広報部長としては興奮せざるをえない状況ですよ、ホントに。まちがいなく営業に良い影響があります」


    　唐とう突とつに恒こう太たが尊大な調子で口を挟む。


    「そうだろうとも。すべてはこの俺のクラウド化された頭脳からあみだされた戦略だったのだよ。このままだと俺は、さらなる異能に開眼してしまいそうだ……」


    「あんたは家帰って、まわりを冷却させるその能力に、勝手に名前でもつけてなさいよ」


    「そうだな……流派東とう方ほう不ふ敗はいの最終後継者たるこの俺がスキルを発動すると、敵のエントロピーを宇宙の原初状態までまきもどし、一方的に冷却攻撃できる仕組みだ。スキル名は超級覇は王おう突とつ極きよく氷河あたりか……ううむ、もうすこしヒネリが欲しい……」


    　沙さ織おりの表情が険しさを増す。


    「……さっき静かにしてなさいって言ったこと、聞いてなかったの？」


    「ダイヤモンドダストスーパークールサンシャイン。うむ、これにしよう」


    「さ、寒い……。急に寒くなってきちゃったわ……」


    「いかん、俺のギガスがうずき出した……。身につけたばかりのこの力、コントロールにまだ自信がない。今の俺には近寄るな！」


    　そう言って恒太は苦く悶もんの表情を浮かべ、赤いカラーコンタクトをはめた左目に手をやった。


    　本当に寒い。


    「俺のギガスは、最終標的フアイナルターゲツトに自動的に襲いかかる。だが、威力が絶大すぎて周囲八六キロにいる人間までまきこんでしまう。みんな、おりおりから離れろ！」


    　ふいに沙織が立ち上がり、大だい喝かつしながら恒太の足を踏みつけた。


    「おりおり、言うなー！」


    「ングォアァァァァァ！」


    　恒太は身を投げ出すようにして床を転げまわった。


    　目の前で展開される内輪バトルに広報部長はとまどったようだ。


    「だ……だいじょうぶ？　救急車呼ぼうか？　呼んだほうがいいよね……？」


    　携帯を取り出した広報部長を、俺はあわてて押しとどめる。


    「だ、だいじょうぶです。問題ありません。ぜんぜん気にしなくていいですから。すみません変なヤツを連れてきてしまって……一応、コイツも大株主のひとりなので見学だけはさせておこうと思いまして……」


    「はあ……なかなかおもしろい株主の方ですね……」


    　恒こう太たから話をそらそうと、俺は沙さ織おりと柚ゆずさんを指し示した。


    「それから、こちらのふたりも株主なんです。うちの革命部の役員でもあるんですが、まずこちら泉せん堂どう柚、それからこちらが折おり原はら沙織です」


    「よろしくお願いします！　私もがんばって協力しようって思います！」


    　柚さんは満面に笑みを浮かべた。


    「よろしくお願いします。すみません、変な男を連れてきてしまって……」


    　沙織は謙けん虚きよに、いかにももうしわけなさそうに恒太へ目を向けると、広報部長が口にする。


    「あっ、折原さんのことは知ってますよ！　『コスプレイヤーおりおり』さんですよね！　超有名人じゃないですか」


    　沙織が凍りついた。


    　しかし広報部長には悪気があるわけではないから、喰ってかかるわけにもいかない。


    　だから忌いま々いましげに地べたに転がる恒太をにらみ、そして足を振り上げ何度も踏みつけた。そのたびに恒太は短い悲鳴をあげる。


    　――なんというか……女王様にムチ打たれるＭな男を見ているようだ……。


    　まぁ『コスプレイヤーおりおり』の名前が世界に知れ渡ったのは恒太のせいである。激怒するのは致し方ない。


    「こ、小娘風ふ情ぜいが……この俺を足あし蹴げにするなどと……アリーヴェデルチさよならだ！」


    　しばらく床を逃げまわった恒太は、追い立てられるようにして部屋から飛び出していく。これで静かになるだろう。


    　沙織は肩で息をきらせながら、一仕事終えたような様子で満足げだった。


    　広報部長は沙織を見ながら口にする。


    「折原さんの存在ってベールにつつまれていて、いろんなウワサが飛び交ってますからね……。そんな大物がまさかうちの株主だなんて……。この情報、価値がありますよ。うまいタイミングでリークしたら、もっとマスコミが好意的にさわいでくれるはずです」


    　すぐに莉り音おんが応じた。


    「そうよねー。もし株価を上げる必要が出てきたらリークに協力してもらうかもしれないわ。そのときまで伏せておいてね」


    「わかりました。まかせてください。しかし実物はやっぱりきれいな人ですね……」


    　沙さ織おりは急にもじもじして、こまったように視線を泳がせた。


    「でしょう？　この子は私の自慢なの。世界一なんだから。革命部になくてはならないエースなのよ」


    「どうりで話題になるわけです……」


    　広報部長は感心してうなずいた。


    　ケータイの着信メロディが一瞬流れる。沙織のケータイだ。


    　沙織が携帯を取ると、恒こう太たの声が飛び込んでくる。


    「今日のあいさつでは、沙織がコスプレすることをゆるす。居並ぶ民たみ草くさをハレンチな服装で悩殺せよ。衣装は巳み継つぐのカバンに入れておいた。チェリオじやあな！」


    　直後、沙織はケータイを壁に投げつけた。
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    　速はや水み半導体工業の二階はめいっぱいの人で埋め尽くされていた。


    　がらんどうの二階は倉庫として活用されていて、壁かべ際ぎわにはコンテナ類が積み上がっている。殺さつ風ぷう景けいな場所だが、速水本社で社員全員があつまれるスペースはここしかなかった。


    　社員らは間近で俺を取り巻き、興味津しん々しんといった様子でこちらを見つめている。


    　マスコミからのはげしい攻撃や、大規模な記者会見を乗りこえた俺は、この程度のあいさつには動じなくなっていた。


    　速水社員、たかだか八〇人。テレビで放映されることと比べれば、どうということはない。


    　俺はスピーチを始めた。


    「はじめまして。このたび、速水半導体工業の代表取とり締しまり役やく社長に就任させていただいた羽は月づき巳継です。私は革命部の社長をつとめておりますが、けっして経営スキルがあるわけではありません。もちろん、経験も未熟です。さまざまな偶然の産物によって、社長をつとめているにすぎません」


    　そこまで言って、俺は莉り音おんに視線を走らせる。


    　莉音は俺の横で、澄すまし顔でたたずんでいた。革命部から速水の取締役に就任したのは俺と莉音だけだから、俺たちは顔見せを兼ねてスピーチをしなくてはならない。


    　沙織と恒太と柚ゆずさんは、倉庫のすみで社員たちから距離を取り、この様子をながめていた。


    「速水半導体工業は今、苦境に立たされています。原因は、諸しよ処しよの環境の変化にあります」


    　俺は間まを取って、社員たちの顔を見わたした。こういう息づかいには慣れてきたと思う。


    「みなさんは今まで、速水半導体工業をリッパに運営されてきました。本来、みなさんには力があります。しかし環境の変化はいかんともしがたく、対応がむずかしい問題でもあります。そこで私たちは速はや水み半導体工業を基き軸じくにして、新事業を開始するためにやってきました。速水の力と技術力を活かし、新平野を開拓するのです」


    　緊張さえしなければ、事前に用意した原稿通りのスピーチだから、意外と楽勝だ。


    「速水元社長にはこれまで通り、みなさんの陣頭指揮を執とっていただくことになります。体制に大きな変化があるわけではありません。しかし、あたらしい事業に乗り出します。ふたたび速水を盛り返すために」


    　俺は軽くせきばらいをする。


    「この苦境はきっと、みなさんと共に乗りこえていけると確信しています。みなさん、どうか力を貸してください。よろしくお願いします」


    　居並ぶ社員たちをながめてから、俺は頭を下げた。


    　倉庫には、社員たちの拍手が響きわたる。


    　役目を終えた俺は一歩下がった。


    　その後、速水元社長が短い訓辞を述べ、莉り音おんがまえへ進み出る。


    「はじめまして。このたび、羽は月づき巳み継つぐといっしょに取とり締しまり役やくに就任させていただいた羽月莉音です。今回の買収劇はさんざんテレビで報道されたため、すでにみなさんご存じのことと思います。みなさん、革命部グループへようこそ！」


    　莉音は、俺よりもずっと堂々としている。


    「原則として、今回の買収に伴う解かい雇こや給料の引き下げは行おこないません。また経営メンバーについても、速水元社長を中心にすることに変更はありません。当面、今まで通りの組織で業務を推進してください」


    　すでに伝えていることだったが、あらためて社員たちはホッとしたようだ。


    「ところでみなさん、自信をなくされていませんか？　……そうでしょうとも。みなさんの不安は正しい。速水半導体工業は今、苦境に立たされています。このまま行けば、速水の半導体事業は五年で潰ついえます。……しかし私たちは、半導体事業をどうにかしろと精神論を唱となえるつもりはありません」


    　息を吸い込んだ莉音は宣言する。


    「世界を変えるために私たちは来たの。革命部グループの目的は簡単よ。いまだかつてないあたらしい国家を創り上げる。マネーに支配されない社会、支配体制を打ち破るシステム、人が幸せに暮らせる世界――。予言してあげる。今から五年後、世界はあたらしい姿を見せている。だからつまりね、速水の半導体事業が五年後になくなるとか生き残れるとか、そんなことはどうでもいいの。大切なのは、私たちが世界を変えること」


    　速水社員たちは皆、面食らった表情を見せた。


    　自身の言葉に、莉音はみずから肩をすくめる。


    「ええそうね。こんな話、言葉だけでは信じられないわよね。だから、その目に見せてあげる。私たちが目指すのは、世界最大の企業グループ。革命部グループは国家を超越する力を手に入れる。速はや水みには、その先陣を切ってもらうわ。とりあえず、堅苦しいあいさつはここまで。さあ沙さ織おり、ちょっとこっち来なさい」


    　名指しされた沙織は目を見開いた。


    　キョロキョロとあたりを見まわし、所在なさげに立ちすくむ。


    　社員たちの視線が部屋のすみの沙織へいっせいに降りそそぐ。


    「どうしたの沙織？　こっちよ」


    　莉り音おんは社員たちの間を突っ切り、沙織の手をつかんで引っ張り出す。


    　沙織の隣にいた恒こう太たはニヤリと冷れい酷こくな笑みを浮かべた。


    　柚ゆずさんは見当ちがいの声援を送る。


    「がんばってください、沙織さん！」


    　呆ぼう然ぜんとした様子の沙織は、莉音に手を引かれるまま社員のまえに進み出た。


    「知ってる人も多いでしょ？　コスプレイヤーおりおり。じつはね、この子がこれから速水のマスコットキャラクターになってくれるの。この子の知名度は世界的よ。どう？　びっくりするほど可愛かわいい子でしょ？」


    　若い社員らが目を輝かせている。


    「さあ沙織、みんなにコスプレを披ひ露ろうしてあげましょう」


    「なっ……なに言ってるの!?　莉音までバカ言わないで！」


    　莉音は沙織の両肩に手を置くも、沙織は身体を揺すって抵抗した。


    　しかし莉音はスキを衝つき、すかさず沙織の頭に猫耳バンドをはめる。


    「ほらほら、恥ずかしがらなくてもいいのよ」


    「やっ、やだぁ！」


    　いつにも増して沙織は刃向かう。


    　俺は記者会見などを通してたくさんの人に直接相まみえる経験をしてきたが、沙織は有名といえどもおおぜいのファンをまえにしたことなどない。


    「ほら、着替えましょう。ちょっとだけでいいから、お願い！」


    「ちょっととか、そういう問題じゃない！」


    　沙織は間違っていない。キレて当然だ……。


    「りっ、莉音のバカぁ！」


    　そうさけんで、沙織は倉庫をひとり飛び出した。


    　窓から道路を見やると、猫耳バンドをつけたまま、目のあたりを押さえて走っている。


    　沙織はそのまま帰宅してしまうだろう。


    　せめて電車に乗るまえに、猫耳のことを思い出してくれればいいのだが……。


    　その後は、俺が今後の計画を述べて場をはぐらかし、社長就任の顔見せは終了した。
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    　革命部が一〇〇億円を増資したあとも、速はや水み半導体工業の株価はのきなみ上昇をつづけていた。テレビでさかんに取り上げられたためである。


    　増資では、速水半導体工業が発行する四八〇万株を革命部が一〇〇億円で引き受けた。そのため、もともとの速水の発行株数一一七〇万株と合わせて、株数は一六五〇万株に増加。


    　本来、株数が増えれば、一株あたりの価値が薄まり、株価は下がる。たとえば一〇〇万株を発行する会社の価値が一〇〇億円だったとすると、一株あたりの値段は一万円になる。


    



    ■ 会社の価値一〇〇億円　÷　発行株数一〇〇万株　＝　一株一万円


    



    　この価値一〇〇億円の会社が、新たに五〇万株を発行すれば、一株の価値が薄まる。


    



    ■ 会社の価値一〇〇億円　÷　発行株数一五〇万株　＝　一株六六六七円


    



    　だから常識的に考えれば、一一七〇万株が一六五〇万株に増加した速水半導体工業の株価は下がるはずなのだ。


    　それにもかかわらず、株価は上昇をつづけた。


    　一株あたり三六五〇円にまで達し、速水半導体工業の時価総額は六〇二億二五〇〇万円にまで膨ふくらんだ。


    



    ■ 発行株数一六五〇万株　×　一株三六五〇円　＝　会社の価値六〇二億二五〇〇万円


    



    　おかげで革命部の資産も急増した。俺たちは一〇〇億円の増資後、速水半導体工業株式の約八〇％を押さえているから、つぎのように計算できる。


    



    ■ 会社の価値六〇二億二五〇〇億円　×　持ち株比率八〇％　＝　俺たちの速水株資産四八一億八〇〇〇億円


    



    　すさまじい資産の急増だ。


    　報道の過熱は日が経つにつれ落ちついてきたが、それでも俺の話題はつづく。


    　今日の新聞紙面では「あなたは一六歳上じよう場じよう企業社長を歓迎しますか？　それとも反対しますか？」などというアンケートの結果が発表されていた。


    



    　歓迎！　　五七％


    　反対！　　二六％


    　わからない　一七％


    



    　どうでもいいことだ。


    　こんな記事を載せるくらいなら、もっと意義ある内容に紙面を割さいたほうがいい。


    　世の中には、暇ひま人じんが多すぎる。
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    　国語の授業中のこと――。


    　グッタリとした俺は、講義などうわのそらだった。


    　重労働による肉体疲労に気づかれがかさなり、今日も限界いっぱいで俺は机に倒れ伏しそうになる。


    　しかし、国語の中なか谷たには厳格なことで名を馳はせていて、武ぶ勇ゆう伝でんにも事欠かない。しかも、生活指導担当。生徒のこまごまとしたことを鬼のようにチェックする教師である。授業中の睡眠など許す男ではない。


    　だから俺はなんとか気を保たもっていたが、それでも授業開始三〇分を過ぎたころから、どうがんばっても意識が霞かすみがかるのに抗あらがえなくなってきた。


    　――もう、何もかもがどうでもいい……。


    　すでに意識もなくなりかけていたころ。


    　俺は揺すり起こされた。


    　ハッとして顔を上げると、目のまえには中谷である。


    「こ……こら。授業中に寝るのはよくないぞ羽は月づき……。気持ちはわからんでもないが……よくない……」


    　気のせいか中谷は、弱々しい声で言った。


    　以前なら、烈火のごとくつるし上げられるのがオチだったはずだが……？


    「す、すみません先生……」


    　すると中谷も恐きよう縮しゆくした様子で頭を下げてくる。


    「い、いえいえ……」


    　中谷はそそくさと歩き去り、ふたたび何事もなかったように授業を再開させた。


    　沙さ織おりが心配そうに俺を見つめている。俺がうなずくと、沙織は微笑してうなずき返してきた。


    　そのままなんとか正気を保ち、授業はとどこおりなく終了。


    　五分の休きゆう憩けい時間、トイレに行こうと席を立つ。


    　廊下に出ると、中なか谷たにから呼びかけられた。


    　――しまった。中谷が職員室に去ってから席を立つべきだった……。


    　注意されるだろうと身構えていると、俺にいかつい顔を寄せ、小声で口にする。


    「先ほどはもうしわけありませんでした……」


    「……は？」


    「なにぶん他の生徒の手前もありますから……。すみませんでした……」


    　俺は目が点になる。


    　頭を下げた中谷は、居心地悪そうにそそくさと去って行った。


    　いったい、何がどうしたというのか。
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    　朝のホームルーム。


    　いつも通りのつまらないやりとりがつづいたあと、最後に担任の今いま井いが口にする。


    「羽は月づきさん……いや羽月、それから折おり原はら、ホームルームが終わったら職員室に来てください」


    　ていねいなんだか命令なんだかわからない妙ちくりんな言葉づかい。


    　呼ばれる理由がわからない。まさか今さら、俺の社長業や、沙さ織おりのタレント活動の注意をするわけではないだろう。


    　俺と沙織は、図らずも顔を見合わせた。
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    　職員室へ出向いてすぐ、そのまま校長室に通された。


    　校長室には校長と、先客がふたり。


    　莉り音おんと柚ゆずさんである。


    「おはよー、巳み継つぐ、沙織」


    「おはようございます。巳継くん、沙織さん」


    　ソファに腰掛けていた莉音と柚さんは俺たちを振り返り、気楽な調子で声をかけてきた。


    　その真向かいに座っていた校長が立ちあがり、俺たちをむかえてくれる。


    「これは社長、お越しいただきありがとうございます。さ、どうぞどうぞ、座ってください」


    「はあ」


    　俺はあいまいな返事をし、莉音の隣に腰掛けた。沙織もつづく。


    　校長は始業式のときに姿を見かけたくらいで、直接話すのははじめてのことである。普通、校長といえば上から目線で生徒をながめるものだろう。それなのに……。


    「羽は月づき社長、いつもテレビで拝見しています。高校生とは思えない堂々とした態度に、いつも感心させられています。こうしてお会いできるのは光栄なことですね」


    　そのていねいな口調に面食らってしまう。


    「は？　はあ……。まぁ、あそこまでマスコミに追いかけ回されると、自然に度胸が据すわりますよ。インタビューに答えないといつまでも追いかけてきますから。慣れですね」


    「これはまたご謙けん遜そんを……」


    　謙遜しているのは校長だと思ったが、俺は話を合わせることにした。


    「ところで校長先生、ぼくらを呼んだのはどんな用件なんですか？」


    「そうでしたそうでした。お呼びしたのはほかでもない。こちらの四人は我が校はじまって以来の偉大な生徒さん方です。羽月巳み継つぐさんは世界初の最年少上じよう場じよう企業社長、羽月莉り音おんさんも取とり締しまり役やく、それから折おり原はら沙さ織おりさんは今や世界で勝負できる大女優、泉せん堂どう柚ゆずさんにいたっては、去年の数学オリンピック唯ゆい一いつの満点金メダリスト……これほどの逸いつ材ざいを同時に我が校の生徒としてむかえられたこと、光栄の極みです」


    　校長は、感きわまったように言った。


    　ちなみに沙織は女優ではない。


    「そこで我が校としては、みなさま方四人を、あらためて特待生という形でおむかえしたいと考えているのです」


    「……特待生？」


    　俺は首をかしげた。


    「じつはすでに、大学のほうとも協議しました。そこでこちらの四人については高校と大学を通して、全学費免除、単位不問という最優遇措そ置ちを取らせていただきたいと思っております」


    　校長の言葉に、すかさず莉音はうなずいた。


    「単位不問というと……極論だけど、学校に来なくても卒業できちゃうってことね」


    「まぁ私の口からハッキリと申し上げるわけにはいかないのですが……そういうことでもあります。といいますか、単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げますと、何があってもうちの学校を卒業していただきます。いや、卒業してもらわなくてはこまります」


    「ふーん、なるほど」


    　莉音は考える仕草をした。


    「大学のほうまでのこっていただけるなら、可能なかぎりのご要望をお聞きしたいと思っております」


    「どんな要望でも？」


    「可能なかぎり……」


    「でもねー、青せい海かい大学、悪くはないんだけど……正直、柚ちゃんクラスになると不足なのよね。どうしようかしら……？」


    「そこをなんとか！　泉せん堂どうさんはいずれ教授としておむかえすることもできるかと……！　泉堂さん、お願いします！」


    「私は莉り音おん部長におまかせしようって思います！　革命しなくちゃいけないんです」


    　柚ゆずさんは重要な人生の決断を、あっさり莉音に一任してしまった。


    「じゃあ要望、考えておいてもいいかしら？」


    「もちろんです。善ぜん処しよします」


    　校長は大きくうなずいて莉音に同意した。どうあっても、俺たちに大学までのこって欲しいらしい。


    　将来設計など具体的に考えていたわけではないから、俺は即答できなかった。


    　しかし、それでも全学費免除はありがたい。単位不問は破格の特典だ。


    　校長室をあとにして、ふと俺は気付いた。


    　――そういえば、恒こう太たのヤツだけ呼ばれてなかったな……。
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    　窓から外へ視線を向けると一面の雲。


    　はるか上空からながめる雲の絨じゆう毯たんは、太陽光が反射してキラキラ輝いている。


    　俺たちは日付変更線を越え、アメリカへ向かっていた。


    　隣の座席に座る沙さ織おりは、俺の肩に頭をあずけている。眠っているだろうから、起こさないようにしなくてはならない。


    　俺たちのまえには莉音と柚さんが座り、中央の座席には恒太が俺たちから孤立して座っている。莉音と柚さんはさかんに会話を楽しんでいた。


    　恒太は先ほどからずっと顎あごに手を当てて、意味深なおももちだ。また下らない謀はかりごとを巡らせているのだろう。


    　沙織が俺の耳元でささやく。


    「ねぇ巳み継つぐ……。ホテルに着いたら莉音たちと離れて、私たちだけで街を見に行こうね」


    「なんだ、眠ってなかったのか？」


    「うん。だって私、海外旅行はじめてだし……それに、こうして巳継といるだけでドキドキしちゃって……」


    　俺たちは、莉音と交わした「株式公開を達成したら一週間の休暇」という約束の下もと、アメリカへ旅行することになったのだ。莉音が「ただの一週間の休暇じゃつまらないから海外旅行へ連れていってあげる」と言い張り、結局みんないっしょに過ごすことになったのだった。


    　向かう先はアメリカ、ヴァージニア州。


    　ワシントンＤ．Ｃ．から車で三時間ほどの片かた田舎いなからしい。農村にこそ、本当のアメリカの姿があるのだと莉り音おんは言った。


    　なんでもそこに、莉音の友人が経営する宿があるのだという。


    　旅行費用はぜんぶ革命部の負担で、莉音曰いわく「がんばったボーナス」だそうである。タダで海外旅行に連れていってくれるなら、もとより断る理由もない。


    　まるで革命部の社員旅行だった。


    　速はや水み半導体工業のほうは、基本的に速水元社長を中心とした経営体制が変わるわけではないから、そちらはまかせておけばいい。俺は代表取とり締しまり役やくと言っても、しょせん名ばかり。有あり体ていに言えば、革命部からの出しゆつ向こう――いわば監視役のようなものである。『おりおん事業』がはじまらないかぎり、俺には速水で目立った仕事はない。


    　おりおん事業が本格始動すればふたたび多忙をきわめることになるだろうから、存分に羽を伸ばしておきたかった。


    「眠っておいたほうがいいぞ。ひさびさの休暇なんだ。今のうちに寝ておいて、向こうに着いたら遊びまわったほうがいいだろう？」


    「私ね、この旅行が決まったときからずっとガイドブック見て、巳み継つぐとどこへ行くか考えてたの」


    　沙さ織おりは顔を上げ、さらに俺の耳元に口を寄せて言った。


    　吐と息いきがくすぐったい。


    「でも勝手に行動したら莉音が怒るんじゃないか？　宿もいっしょだろ」


    「夜だけホテルに帰ればいいんだよ。昼間はずっと巳継と行動するんだから」


    「どこか行きたいところあるのか？」


    「いっぱい。スミソニアン博物館やナショナルオペラ、それからジョージタウン地区でブティックやレストラン巡りもしたいな。ちゃんとスケジュールも考えてたんだけど、それでも時間が足りないくらいだよ」


    「だったら、なおさら寝ておけよ。沙織の行きたいところに付き合ってやるから」


    「なんだか巳継といろいろ見てまわること考えると眠れなくて……。私、この旅行で心に決めてきたことがあるの」


    「なんだよ、なにを決めたってんだ？」


    「まだ内緒なんだから。でも、きっと巳継に言うからね」


    　そう言って、沙織は幸せそうに俺の肩へ顔をうずめた。
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    　ほぼ一日を費ついやし、俺たちはダレス空港に到着した。


    　アメリカの首都ワシントンＤ．Ｃ．の西四三キロ、成なり田たから直行便が就航している国際空港である。


    　ワシントンＤ．Ｃ．は首都と言っても人口は多くない。日本の東京のように、産業や政治、学術のすべてがあつまった都市ではないのである。ワシントンＤ．Ｃ．は行政機能に特化した都市であり、官かん僚りよう都市だ。


    　その代わり、強大な軍事力と政治力を有するアメリカの中心は、世界政治の中心と言っても過言ではなく、観光に訪れれば見るべきものはあまたある。ホワイトハウスやＦＢＩ本部などテレビや映画でもお馴な染じみのスポット、ナショナルギャラリーなどの美術館や博物館、ナショナル交響楽団やワシントンバレエ、それから日本から贈られたポトマック川の桜並木などだ。一週間の休きゆう暇かでは、飛行機での往復のスケジュールを考えると、アメリカに滞在できるのは四日ほどだと莉り音おんから言われていた。だから、時間の限界までめいっぱい観光を楽しみたい。


    　空港のロビーは人でごった返していた。


    　莉音の案内に従って混雑した空港を抜け、外へ出る。


    　今日は快晴。突き抜ける空はどこまでも蒼あおい。燦さん々さんと照りつける太陽が痛いくらいの陽気だった。


    　タクシー乗り場を通りすぎ、莉音の後を追うと、純白のロールスロイスが停車している。


    　ロールスロイスには、ＧパンとＴシャツのブロンド女性が無造作に寄りかかっていた。抜群のスタイルと洗練された顔立ちは、スクリーンから抜け出たようだ。


    　その女性がこちらに向けて手をあげる。


    「よっ、莉音」


    「おはよー、ジリヤ」


    　陽気に莉音は応じた。


    　アメリカでの宿は決まっているという話以外、莉音からは何も聞かされていない。このジリヤという女性と莉音は友達で、出むかえに来てくれているのかもしれなかった。ロールスロイスで繰り出してくるということは相当な金持ちだが、観光案内でもしてくれるのだろうか。


    「その子たちが例の、テログループのメンバーかい？」


    　――テ、テログループ……いったい、どんな話になっているのだろうか……。


    　アメリカは今、国を挙あげてテロへの非常警戒態勢を取っている。人があふれる空港でするような話ではない。


    　莉音は女性を指差し、顔をしかめて抗議する。


    「テロリストじゃないってば！　革命家よ。そこ、超重要だからまちがえないでおいてね」


    「ははは。たいしたちがいはないよ、どっちも。それに私、どっちかってーとテロリストのほうが好きだね。ま、革命もきらいじゃないが」


    「君はお金が儲もうかればなんでもいいんでしょう？」


    「おまけに楽しければ最高。アメリカ軍万ばん歳ざい」


    　ジリヤが冗談めかした口調で言うと、莉り音おんは眉まゆをひそめる。


    「ロシア人のくせに、いつからアメリカ国家に忠ちゆう誠せいを誓ったのよ？」


    「あ？　だって大クライアントだぜ。なんせ今じゃ年間三億ドルの仕事もらってるからさぁ。私はアメリカ様のナイトだって引き受けてやるね。忠誠を誓うのは当然」


    　莉音は大きなため息をつく。


    「仕事がもらえる間だけでしょ。しかも君、反米ゲリラにだって武器を売るじゃないの」


    「それも当然。アメリカ側だって関連産業が潤うるおってほくほくだよ」


    「……ったく、あいかわらずね」


    　そう言って、莉音は俺たちを振り向いた。


    「彼女、ジリヤね。こんなんだけど、私の友達。私たちの休きゆう暇かでは特別に世話になるから」


    　俺たちはそれぞれ手を差し出して握手する。


    「よろしくお願いします」


    「おいおい、こんなんはないだろう？　こっちじゃ、ちょっとは名も知れてんだぜ」


    　莉音に肩をすくめたジリヤは、俺たちへ向かって口にする。


    「まあ、とにかく乗っちゃいな。うんとサービスしてやるから」


    　指示通り、俺たちはロールスロイスへ乗り込んだ。


    　ジリヤが運転手に合図をすると、車はなめらかに走り出した。
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    「ずいぶん弱々しい子たちじゃないか。だいじょうぶなのか？」


    　俺たちをながめまわして、あきれたようにジリヤは言った。


    「ぜんぜんオッケー。ね、柚ゆずちゃん。私たち革命家だもんね」


    「はい！　早く革命しなくちゃって思うんです。革命家ってとっても大変ですけど、みなさんといっしょなら、どんなことでもがんばろうって思うんです」


    　唐とう突とつに、イスにふかぶかと腰掛けていた恒こう太たが口を挟む。


    「なかなか悪くない乗り心地だ。ロールスロイスでこの俺をむかえるとは上出来じゃないか」


    　そんな恒太の戯ざれ言ごとも、ジリヤはなんとも思わないようだった。大らかな人なのかもしれない。


    　しかし沙さ織おりが注意する。


    「あんたねぇ……これからお世話になる人にその言いぐさってなんなの!?」


    　ジリヤはしげしげと沙織を見やる。


    「おまえさんが折おり原はら沙織だな。莉音から聞いてるよ」


    　コクリ、と沙さ織おりはうなずく。


    「どうだ、ハリウッドに来てみないか？　私が後押ししてあげよう。おまえさんならスターになれるはずだぞ」


    「で、でも私、そういうの苦手で……」


    　恒こう太たがえらそうに口を挟む。


    「しかしハリウッドデビューには胸が足りない。致命的といってもいい。絶望的だ……おお、神よ……！」


    　なぜか恒太はお祈りを捧ささげる格好をした。


    　わなわなと怒りに震ふるえだした沙織は、悔くやしそうに言葉を絞り出す。


    「あんた……憶おぼえてなさいよ……遺ゆい言ごん、考えておいたほうがいいと思うわ……」


    「いや、おまえさんならあたらしい時代を切り開けるかもしれない。胸なんか飾りなんだ。ハリウッド、考えておいてくれ」


    　そう言うジリヤの胸元に、沙織は視線を落とした。その豊満さに絶句し、打ちのめされたように沈ちん鬱うつな表情を浮かべた。


    「そうそう、ジリヤのところの企業広告に沙織を使ってもらえるかしら？」


    　すかさず莉り音おんが営業すると、ジリヤは沙織を見つめながらうなずいた。


    「そうだな……そうさせてもらおう。歩ほ兵へい装備を身につけたこの子は、ギャップがあって似合いそうだぞ」


    「いいわね。モデル料は特別に安くしておいてあげる」


    「わかった。詳しいことは後で打ち合わせよう」


    　ジリヤが、今度は俺へ向けて問いかけてくる。


    「ところで、おまえが羽は月づき巳み継つぐか。最年少で上じよう場じよう企業の社長になっちまったっていう……」


    「ええ、まぁ。なりゆきですが。どうして知ってるんですか？」


    「そりゃ、こっちでもときどきテレビで流れたから。でもどうせ莉音が仕組んでるんだろ？」


    「そうです。手のひらで踊らされてる人形ですよ」


    　ジリヤは、莉音のことをよく知っているようだ。


    「おまえはよい面つら構がまえをしているよ。私の予想じゃ、そのうち莉音を越えてもふしぎじゃない。これでも、人を見る目だけはあるんだぜ」


    「私の従弟いとこよ。ちょっと手がかかってしかたがない子なんだけどね、これでも可愛かわいいところがあるの」


    「ふぅん。じゃあお姉さんも可愛がってあげよう。あとで私の部屋に来るんだ」


    「ジリヤ。巳継に手出したらぶっとばす」


    「あはは、冗談だよ冗談」


    　莉音の憤然とした抗議に、ジリヤは楽しそうに笑った。
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    　俺たちがロールスロイスに乗り込み一時間が経過した。


    　ワシントンＤ．Ｃ．の整然とした街並みを抜け、そろそろ建物がまばらになっている。


    　車はただ一本、まっすぐにつづくハイウェイを疾しつ駆くしていた。


    　いつ果てるとも知らないアメリカの大地。


    　街中なら絵になるが、荒野のハイウェイを行くロールスロイスというのはふしぎな構図だ。


    　莉り音おんとジリヤは車の最後尾に座席を移し、二人して小むずかしい国際情勢を話し込んでいる。タングステンやインジウムの価格が暴ぼう騰とうしているとか、どこそこの紛ふん争そうで何万人が死んだとか、つぎの大きな戦争はどの辺だとか、日本のテレビや新聞では語られないことばかりだった。


    　一方、恒こう太たと柚ゆずさんは睡眠中だ。俺たちは慣れない長時間のフライトだけでグッタリとつかれていた。だから俺も宿へ着くまで寝ておこうと思ったが、俺の隣に席を移した沙さ織おりがなかなか寝させてくれなかった。


    「巳み継つぐ、ほら見て。荒野のバーだよ。なんだかアメリカっぽいよね」


    　俺にピッタリと寄りそうようにした沙織は、うれしそうに、ぽつんとたたずむバーを指差した。


    「沙織もすこしは寝ておけよ。宿に着いてからつかれて寝ちまうぞ」


    　興奮しているからつかれを感じていないだけで、身体のほうは疲労しているはずなのだ。


    　しかし沙織は俺の腕に手を回し、頭を俺の肩に乗せてくる。


    「だいじょうぶ。だって巳継といっしょだもん。ワクワクするね」


    　こんなに楽しそうな沙織を見るのは久しぶりだった。
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    　俺は沙織に揺すり起こされた。いつのまにか眠っていたらしい。


    　時計を見ると、さらに二時間が経過していた。莉音が、宿はワシントンＤ．Ｃ．から三時間ほどの片かた田舎いなかだと言っていたから、そろそろ到着するはずだ。


    　沙織は心配そうな様子で言う。


    「ねぇ巳継、この車、どこに向かってるのかしら？」


    「……どこって、宿だろう？」


    「でもね、すこしまえから、建物とか見あたらないの」


    　あたりを見わたすと、何もない原野だった。どこまでもつづく地平線に家一軒ないのだ。


    「たしかに……岩山だらけだな……。でもアメリカは広いから……。隣街にでも向かってるんじゃないか？」


    「そうなのかしら……すれ違う車も見なくなったし……ううん、なんか装甲車？　みたいなのと一台すれ違っただけ……」


    「装甲車？　見まちがえだろ」


    「でも……あんなにゴツゴツした乗用車ないと思うけど……」


    　ちょうどそのとき、ロールスロイスは小さな谷を越えた。


    　その瞬間、眼下に広がる巨大な……なんだろうか。


    　沙さ織おりはポツリとつぶやく。


    「街？」


    　一瞬、俺もそう思ったが、しかしどうも違う。高い塀で取り囲まれ、入り口が検問所のような仰ぎよう々ぎようしい様相を呈していた。


    　中央には、横に長いビルが威風を放っている。比較的あたらしい建物のようで、陽光に照らされ輝いて見えた。


    　何かの訓練場らしき施設や、軍事基地のような建物もある。


    　またさらに向こうには、アラブ様式の街並みを切り抜いて持ってきたような小さな都市……たとえれば、大規模な撮影スタジオのようなものが垣かい間ま見えた。


    　塀で取り囲まれた一帯は広く、まるでひとつの王国のようだ。このまえ革命部で見学に行った猿さる島しまが一〇〇個くらい入ってしまうのではないかと思われた。


    「いや、たぶんひとつの施設だ。フェンスで囲まれてるだろう。それに、入り口はひとつみたいだし……」


    　ロールスロイスは徐々に施設に近づいていった。


    　施設の入り口は、サブマシンガンで武装したふたりの警備員――というより軍人（？）が両脇を固めている。


    　車のナンバーをチェックしたらしい迷彩服のふたりは、陽気に手を挙あげて合図した。そしてあっさりと車を中に通してくれる。


    　検問所を通ると、装甲車が何台も整然と並ぶ。先ほど沙織が見かけたという装甲車は、見まちがいではなかったらしい。


    　施設内はどこまでも広い。


    　ロールスロイスが通りすぎると、迷彩服の軍人やＴシャツの整備員らしき男たちが晴れやかに手を上げてくる。口笛を吹きながら気楽に行動しているかと思えば、整然と銃器を担かついで並んで走る訓練中の一団もいた。バズーカ砲のようなものをかかえてせわしなく通路を駆けていく兵士の姿も見える。上空にはヘリが一機。


    　――軍の基地か？　しかし軍事施設にしては、軍人（？）が陽気に思える……。


    　物々しいヘリが整然と並ぶすぐ間近、中央のビルにロールスロイスが横付けされる。


    　施設に入るまえに見かけた、威風を放つビルだ。四階建ての、横にどこまでもつづくビル。一見して、ペンタゴン（アメリカ国防総省）を長方形にしたような印象があった。


    　ビルの上には鷲わしをあしらったのであろう大きなロゴマークがかかげてある。その下には施設名だろうか、センス良いイタリック体で「ブラックフォースワン」と刻まれていた。


    　すばやく莉り音おんとジリヤが車を降りる。


    　莉音は扉を開け、俺たちへ向けて顔を突き出してきた。


    「さあ、降りなさい。やっと着いたわ」


    　恒こう太たと柚ゆずさんを揺すり起こし、俺たちはぞろぞろと外へ出る。


    　長時間のフライトとドライブで、身体がガチガチだった。そのため車を降りた瞬間、張りつめていたものが途切れたような開放感を味わう。


    　俺は大きく伸びをした。


    　晴天の陽気が気持ちいい。


    　ビル入り口へ仁に王おう立だちしたジリヤは、俺たちをながめまわして口にする。


    「ようこそ、民間軍事会社ブラックフォースワンへ！　今回はたった四日の訓練コースだけど、おまえたちをいっぱしのテロリストに鍛きたえ上げてやるぜ」


    「はい？」


    　思わず俺は頓とん狂きような声をあげた。


    　莉音もつづく。


    「さあみんな、せっかくの休きゆう暇かなんだから、有効的に使いましょう。四日間だから本格的な戦闘訓練はできないけど、一通りの銃器の扱い方や、戦闘での心構えを手ほどきしてもらえるからね」


    　莉音の言葉に、雷かみなりが直撃したような衝撃が走る。


    　その瞬間、俺はすべてを理解した。


    　――り……莉音にだまされた……。なにが……一週間の休暇だよ……。


    　ちょうどそのとき、ビルの裏手側で何かが爆発し、大きな音が響いた。


    　地震のように地面が揺れ、地鳴りが起こる。


    　俺は息をのんだ。日本にいたら間近で爆撃に遭遇する機会などない。


    　ジリヤはチラと背後を振り向いて言う。


    「今のは迫はく撃げき砲ほうの訓練だよ。心配ない」


    　俺と沙さ織おりが唖あ然ぜんとするのを余よ所そに、柚さんと恒太は飛び上がらんばかりに喜んだ。


    「とってもすてきな休暇ですね！　私はひ弱だってよくみなさんに言われるので、ちゃんと訓練して強くなりたいって思ってたんです！」


    「ククク、休暇としては悪くない。むしろ、俺にこそふさわしい過ごし方だと言える。いやしかし、はじめから戦闘訓練だと言っておいてくれれば、俺専用のアームスレイブを用意してきたのだが……」


    　俺は莉り音おんに抗議した。


    「ちょっと待ってくれ莉音。骨休めじゃなか……」


    　その瞬間――。


    　みぞおちに莉音の正拳が突き刺さっていた。


    　俺はその場で片ヒザをつく。


    「がはあ……」


    「楽しみだった、そうでしょう？」


    「は、はい……今から楽しみすぎてヒザが震ふるえてしまいますね」


    　立ち尽くした沙さ織おりが、困惑したように言葉を絞り出す。


    「どういう……ことなの……？」


    「決まってるでしょ。戦闘訓練よ。私たちはこれから、たくさんの戦争を乗りこえていかなくちゃならないでしょう？　だから訓練しておくのはあたりまえじゃない」


    「だだだだって……お休みだったはずでしょ!?」


    「そうよ。だから休暇一週間。せっかくのお休みなんだし、有効活用しないともったいないからね」


    　沙織は両手をさかんに上下に動かし、はげしく抗議した。


    「あんたねえ！　幼なじみだからってやっていいことと悪いことがあんのよ！　信じらんない！　せっかく、楽しみにしてたのに……莉音の、バカぁ……」


    　言いながら、瞳に涙を浮かべていく。


    　こんなアメリカの陸の孤島まで拉ら致ちされてしまっては、逃げるところもない。沙織のショックは察するにあまりある。


    　柚ゆずさんはこまったように問いかける。


    「ど、どうしたんですかぁ、沙織さん？」


    「ククク、沙織に迷彩服を着せて本物の武器でも持たせておけば、あたらしいファン層を開拓できるかもしれないぞ。コスプレのレパートリーに加える良い機会だ」


    　いつもなら恒こう太たの軽口に反論するはずなのに、そんなことはどうでもいいとばかりに、沙織は応じる素振りすら見せなかった。
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    　俺たちはミーティングルームへ通された。


    　ジリヤはどこかへ行ってしまったので、代わりに莉音が一方的にブラックフォースワンの説明をし始める。


    　ブラックフォースワンは世界でも最大規模の民間軍事会社。


    　世界三七か国に支社があり、九〇〇〇人もの社員――つまり兵員を従えている。そしてジリヤは、この巨大な民間軍事会社のオーナーらしい。


    　民間軍事会社とは通称ＰＭＣと略される。


    　正式名称はプライベートミリタリーカンパニー（private military company）。


    　アメリカ軍は昔から、戦争や紛ふん争そうに民間の力を活用することが多かった。ここ最近はアメリカ軍の兵員の縮小に伴い、必要な兵数を確保することがむずかしい情勢であるそうだ。


    　そんななか、一躍脚光を浴びはじめたのがＰＭＣである。


    　ＰＭＣは民間企業に所属する軍人、つまり傭よう兵へいのようなものを派は遣けんして正規軍の手助けをする。


    　たとえば現在イラクには、アメリカ軍は一六万八〇〇〇人が駐兵しているが、ＰＭＣから派遣されている社員――つまり民間戦闘員が二万人もいるのである。


    　これはアメリカを除外したあらゆる国家がイラクに派遣している兵員数よりも多い。


    　ちなみに日本は最大八〇〇人、イタリアが最大三〇〇〇人、オーストラリアが最大九二〇人、そしてアメリカに最大限協力したイギリスでさえ九〇〇〇人だ。世界の紛争や戦争は今や、ＰＭＣなくして成り立たなくなりつつある。


    　民間の兵員といっても、質はけっして低くはない。


    　いや、ピンからキリまでさまざまな軍人が所属していると言えるだろう。


    　たいていの優秀な軍人は主要国の特殊部隊から移い籍せきしてきた軍人だ。アメリカ軍のデルタフォース、レンジャー部隊、グリーンベレー、シールズや、イギリス軍のＳＡＳ、ＳＯ14、ＳＢＳなどからＰＭＣに移ってくる軍人は引く手あまたで重ちよう宝ほうがられており、高額の報ほう酬しゆうが支払われている。多くの場面で彼らは正規軍よりはるかに精強で、高い戦果を期待できた。


    　一方で、有う象ぞう無む象ぞうの質の悪い軍人もいて、その場合、報酬はきわめて低い。完全に能力が報酬を左右する。


    　また、このブラックフォースワンはさまざまなサービスを提供しているそうだ。民間企業や警察組織、それから軍関係や政府組織にまで訓練メニューを提供している。


    　今、俺たちがいる広大な場所は訓練場でもあって、ジャングル戦や市街地戦など、あらゆる戦闘の訓練が積めるようになっている。この施設内には、中近東の街並みをそっくりそのまま模したビルや学校が建ち並び、市街戦を体験できる訓練場まで用意されているのだという。


    　アメリカでは軍より民間のＰＭＣのほうが、質の高い訓練を受けられるという認識も広がっているらしい。


    　そんなわけで、世界各国から訓練生がここにあつまってくるそうだ。


    　今まで俺は、戦争と言えば国民が一致団結して敵国と戦うという認識を持っていた。だが、そういった認識は過去のものになりつつあるようだ。


    　いつの日か、国家を超えた軍事組織が誕生する世界が来るのかもしれない。


    　……まさか莉り音おんは俺たちにその一員となることを求めて訓練に連れてきたのだろうか？


    　しばらくしてジリヤが屈強な男を伴って現れた。


    　いかにもごつい体付きの男は、表で見かけたどの軍人よりも図体が大きかった。


    「紹介しよう。教官をつとめているジョージだ。元デルタフォース出身。シールズやグリーンベレーの連中といっしょに、この組織を立ち上げた創設メンバーのひとりだよ。ブラックフォースワンは一年まえに私が買収したばかりだけに、ジョージのほうがいろいろと詳しい」


    　教官は大おお仰ぎように一歩進み出て、いかつい顔を崩さず口にする。


    「ジョージだ。ブラックフォースワンへようこそ。ほかでもないジリヤの客人だ。特別待たい遇ぐうで質の高い訓練を提供させてもらおう」


    　――特別待遇……うれしいのか悲しいのか……いや、断じてうれしくない。


    　教官が俺たち四人を見すえる。


    「ジリヤから話は聞いている。貴様ら、クーデターを企たくらんでいるそうだな。なかなかにけっこう。骨のある若者は大好きだ。貴様らの指導教官は私がつとめる」


    　――いったいどんな話が伝わっているのだろうか……。


    「さて、貴様らの部屋や迷彩服は用意した。場所はジリヤが案内してくれる。荷物を置いて着替え、三〇分後にここへ集合しろ。以上！」


    　教官が命令してきた。


    　どうしていいかわからず突っ立っていると、莉り音おんがうながす。


    「さ、時間がもったいないわ。たった四日だけだから、ガツガツ鍛きたえてもらいましょう」


    「莉音は？」


    　俺の問い掛けに、莉音は首をかしげる。


    「私？　私はたいていの銃器や火砲は使えるし、歩ほ兵へい戦闘もゲリラ戦闘も夜間戦闘も、なんでもこなせるから。これでも軍用ヘリだって操そう縦じゆうできるし。今回は君たちのために特別に用意してあげたのよ？」


    　――ああそうなんだ……。


    「ほら、こっちだよ。ついてきな」


    　ジリヤの合図に、すごすごと後をついていった。
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    　迷彩服に着替えた俺たちは、教官のまえに整列していた。


    　教官は、崇すう高こうな質問でもするように、俺を見やって問うてくる。


    「聞こう。戦争とは何だ？」


    「人間同士の戦い……でしょうか」


    　俺の答えに、教官は表情を崩さずうなずいた。


    「うむ。それはひとつの見方として間違っていない」


    　つづいて教官は沙さ織おりを指差す。


    　しばらく中空を見やって考えていた沙織は、たどたどしい口調で言う。


    「こ、怖いことだと思います……」


    「うむ。その通りだ」


    　教官は唇くちびるを引き結び、大きくうなずく。


    　それから教官は柚ゆずさんを指差すと、柚さんは待ってましたとばかりに威勢よく答える。


    「はい！　革命のことだと思うんです」


    「ほう……。これは興味深い見方だ。たしかに、そういう側面はあるだろう」


    　意外そうな顔で教官は柚さんを見た。


    　最後に教官は恒こう太たを顎あごでしゃくる。


    「ククク、戦争とは政治の延長線上の行為にすぎない」


    「ほほう、クラウゼヴィッツだな。よく勉強しているようだ」


    　気を良くした恒太が、えらそうにつづける。


    「俺にとって戦争とは芸術。この俺の戦闘指揮スキルは、『ゲルニカ』を描いたピカソに匹敵する鮮やかさだ。なんなら、今すぐ指揮を見せてやっても」


    「シャラップ！　そういうことは歩ほ兵へいとしていちどでも役に立ってから言うことだ！」


    　教官は目をつり上げ、はげしく怒鳴りつけた。


    　大だい喝かつされた恒太は目を丸くして硬直する。


    　本物の軍人のまえで素人しろうとが戦争を語るのは、あまりにもマズイ。


    　教官は問もん答どう無む用ようで一声浴びせる。


    「返事！」


    「な、なん……だと……この俺をだれだと思って……この俺は春かす日が恒太なのだぞ……人は俺を蒼あおい巨星と」


    「シャラップ！　貴様には耳が付いていないのか!?　返事！」


    　しばらく憤ふん懣まんやる方ないといった様子の恒太だったが、小さな声で不満を隠さず口にする。


    「……いえっさー」


    「聞こえん！　返事！」


    　さらに大きな声で教官は叱しかりつけ、恒太に向けて一歩進み出た。


    　巨漢を見上げるように後じさった恒太は、声を張り上げる。


    「いえっさー！」


    　教官は剛ごう胆たんな笑みをうかべた。


    「とんでもない勘かんちがい坊やがいるようだ。その性しよう根ねから叩たたきなおしてやる必要がありそうだな。ひさびさに腕が鳴るよ」


    「く、くうう」


    　ひとり恒こう太たは歯がみしたが、逆らうことはしなかった。


    　教官は説明をつづける。


    「いいか、戦争には数多くの側面がある。貴様たちが言った通りだ。しかし、数多くの戦闘行為において見み逃のがせない点は『無む秩ちつ序じよ』である。たいていの人間は戦闘状態に陥おちいったとき、パニックになることを避けられない。通信は途絶え、命令系統はずたずたに引き裂かれ、味方は死傷し、補給はこない。おまけに作戦はめちゃくちゃだ。まさに、どうしようもない状態に陥ることになる」


    　俺たちはだれも口を開かず、言葉を聞く。


    「本来、歩ほ兵へいとして前線に立とうとする者は、どんなに最低でも六か月の期間は必要になる。だが、貴様らの訓練期間はわずか四日。だから貴様らにはこの四日で、基本的な火器の扱い方と、戦闘状態に陥ってもパニックにならないだけの心構えの二つを叩き込む」


    　とんでもない休きゆう暇かになってしまったようだ。


    「もう昼をすぎている。だから基本的な銃器――拳銃、サブマシンガン、ライフル、マシンガンの撃ち方を身体に叩き込んで今日は終わりだ。そして明みよう朝ちようから三日間が本番になる。みっちりしごくからそのつもりでいろ。起き床しようは朝六時、それから二〇時までじっくり訓練だ」


    　そこまで言って教官は押し黙った。


    　つぎの言葉を待っていると、教官はさけんだ。


    「返事！」


    「さー！　いえっさー！」


    　柚ゆずさんがひとり、意気揚よう々ようと声を張り上げた。


    「貴様ら三人、返事はどうした!?」


    「いえっさー！」


    　今度は全員で応じる。


    「よし、着いて来い！」


    「いえっさー！」


    　俺たちは駆け足で教官の後につづく。


    　それから、地獄のような特訓がはじまった。
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    　銃器の扱い方を教わった初日の夜。


    　訓練が終わった後は私服に着替え、他にだれもいないだだっ広いレストルームで、莉り音おんとジリヤが買ってきたさまざまな食材を摘つまむ。


    　だが俺たちはあまり食欲もなく、疲労困こん憊ぱいしていたので、言葉も交わさず早々と部屋に引き上げた。


    　俺たちは、ビル内に宿舎を二つ割り当てられていた。俺と恒こう太たで一部屋、沙さ織おりと柚ゆずさんで一部屋である。莉音はジリヤと同じ部屋で寝るそうだ。


    　ビジネスホテルのような簡素な部屋で、ベッドが二つ。


    　だがハウスキーパーがベッドを整えるのとちがい、毛布をキャビネットから取り出して、自分で整えなくてはならなかった。必要最低限の生活ができるよう設計された兵士向けの宿舎だ。


    　恒太はおもむろに毛布を引っ張り出したかと思うと、何も語らずベッドに倒れ伏し、そのまま気絶したように眠りについてしまった。おおゆうしゃよ、しんでしまうとはなさけない。


    　眠るまえに、沙織と柚さんの部屋へ向かう。部屋は隣だ。いやいやながら訓練に参加することになった沙織が心配だった。


    　ノックをすると、なかから「どうぞ！」と柚さんの声が聞こえる。


    　部屋に入ると、沙織がベッドまえでしゃがみ込んでいた。柚さんは横に屈かがみ込み、心配そうにのぞきこんでいる。


    「巳み継つぐくん、来てくれて良かったです。呼びに行こうかと思ってました。泣きっぱなしなんですよ。私がこっそり持ってきた黒たまねぎドリンクもいらないって言うし……」


    　――飲んだら泣きやむかもしれないが、別のダメージを負おうので、それだけはカンベンしてください……。


    　俺はベッドを背もたれにして腰掛けた。沙織を、俺と柚さんで挟み込むような格好になる。


    「沙織、だいじょうぶか？」


    　つとめて優しく問い掛け、落ちつかせようと引き寄せた。


    　沙織は俺の胸に顔をうずめてくる。沙織はそのまま、なにも語らない。頭を何度もゆっくりと撫なでやった。


    　俺は柚さんに顔を向ける。


    「柚さんは軍事訓練、楽しそうにこなしてたよね」


    「はい！　勉強になります！　でも、とってもつかれちゃって、みなさんについていくのも大変だったんです」


    　柚さんはつねにヨロヨロしていた。運動神経が相当に鈍にぶく、力も弱い。


    　サブマシンガンを構えるだけでも精一杯な有様で、撃った弾たまが目標に当たるどころか、柚さん自身が反動ではじき飛ばされないか不安なほどだ。


    　それでも柚さんが、俺たちのなかでは一生懸けん命めいであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。持てる力以上の努力をしたはずで、俺たち以上につかれているにちがいないのだ。


    「柚ゆずさんはもう寝たほうがいいよ。沙さ織おりが泣きやむまで、俺はここにいるから」


    　しかし柚さんは場を離れない。


    「沙織さん、だいじょうぶでしょうか？」


    「うん。沙織はこの旅行を楽しみにしてたからさ。それが、まさかの軍事訓練でショックが大きいんだよ」


    「沙織さん、軍事訓練がおきらいなんでしょうか？」


    　好ききらいの問題ではないと思う。


    「きらいっていうより、観光旅行をしたかったんだ。東京にいるときから、今回の旅行をずーっと楽しみにしてたし、この休きゆう暇かのためにいろいろ耐えてきたところもあったからさ。だから、その反動が大きいんだよ」


    「でも、訓練とっても楽しいですよ。こんなに楽しい旅行をセットしてくれた莉り音おん部長ってさすがです。教官もきびしいですが、とってもリッパな人だと思うんです」


    「教官も、柚さんのがんばりをいちばん買ってくれてたと思うよ」


    　教官が柚さんを見る目は温かかった。


    　何をやるにも手て際ぎわが悪くて鈍どん感かんだったが、教官が柚さんに大声で怒鳴ることはいちどもなかったのだ。柚さんは息を切らしながらも、あかるい声で応答し、訓練に熱中していた。そんな前向きな姿勢に心を打たれたのだろう。一方、俺と恒こう太たは怒られてばかりだった。


    　ちなみに沙織はいちどだけ叱しかられた。マシンガンの撃ち方を習う際、立ちつくし、体がうごかなくなってしまったのだ。そのとき「何のためにここへ来たんだ！　戦争じゃだれも助けてくれないんだぞ！　死にたくなかったら銃を取れ！」と怒鳴られ、すくみあがった沙織は指示に従うようになった。


    　十じつ中ちゆう八はつ九く、教官は俺たちが軍事訓練だと知らずにやってきたとは思っていないはずだ。


    　それでも教官が沙織を怒鳴る口調には遠慮が混じっていたから、女の子には強く当たるつもりはないのだろうけれど。


    　柚さんは口にする。


    「でも私、足も遅いですし、力もないですし……それに肝心なところでいっつもミスばかりしちゃって……。みなさんの足手まといになるのは、とっても悲しいです。莉音部長みたいなすごい人が近くにいるのに、どうして私ってのろまなんだろうって……」


    「いいや、柚さんは十分すごいよ。柚さんがいなかったら革命部は成り立たない。俺たちのなかじゃ、莉音と並ぶくらいすごい人だと思う」


    　本心から言うと、柚さんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    「ありがとう巳み継つぐくん。お世辞でも、とってもうれしいです。足手まといにならないように、もっとがんばっちゃいますね」


    「あんまりがんばりすぎないでね。とくにこの訓練は、無理することないんだ。そもそも女の子のやることじゃない」


    「いいえ、やらなくちゃいけないんです。私、革命家ですから」


    　すっかりその気になっていた。


    「柚ゆずさん、お風呂入った？」


    「はい。でも沙さ織おりさんがまだなんです」


    「そっか。沙織、シャワーだけでも浴びちゃおう。沙織？」


    　しずかになったと思ったら、いつのまにか沙織は眠りについていた。


    「寝ちゃってる。よっぽどつかれてたんだな」


    「とってもがんばっていましたから。私も沙織さんに早く追いつきたいです」


    　沙織は怒鳴られるのが怖くてこなしていたにすぎない。それでも要領が悪いわけではないから、指示されたことには無難に対応していた。柚さんにとっては、十分に憧あこがれの対象になるのだろう。


    「明日の朝、すこし早く目覚ましかけてもらっていいかな？　今日はもう沙織をベッドに寝かしちゃうから、朝起きてから風呂に入ってもらおう」


    「はい。わかりましたぁ。任せてください」


    　俺は沙織の頭を撫なで、お姫様だっこして持ち上げた。


    　柚さんがたどたどしい手つきでシーツを敷いてくれ、その上に寝かしつける。楽しい夢でも見ているのだろうか、沙織は微笑ほほえみを浮かべていた。


    　俺は毛布を被かぶせてやり、柚さんにおやすみを言って部屋をあとにする。


    　明日は早い。


    



    
      ◇

    


    



    　いよいよ訓練の本番。


    　訓練メニューは二つのパートに分かれていた。学習、そして実戦である。


    　まずは三〇分ほど、教室でスライドやビデオを使ってこれから使用する銃砲の種類や特性について頭に叩たたき込まれる。その後は近くの射撃場まで隊列を組み駆け足で向かい、学んだ銃砲について一時間ほど猛訓練を重ねるのだ。それが終わればふたたび隊列を組み、教室へ戻る。


    　俺たちは、それを一日に七～八回ほど繰り返した。


    　取り扱い銃器は、ライフルなどの小火器、バズーカなどの重火器、さらには迫はく撃げき砲ほうや地じ雷らいにまでおよんだ。


    　実戦訓練では、さまざまな銃撃の威力や防御手段を自分の目で確認した。たとえば、拳銃で簡単に車のドアを撃ち抜けることを知った。ドラマや映画などの銃撃戦で、主人公が車のドアに隠れたりすることは、現実では役に立たない。


    　逆にコンクリートや鉄筋、木材の陰が、それぞれどの程度の銃器に対してまで遮しや蔽へい物として役に立つか、実地で知った。


    　防ぼう壁へきとして、とりわけ役に立つのは砂袋。


    　この陰なら、たとえ高速度ライフルで狙ねらわれても、弾だん丸がんの回転力を砂が吸収するため、防弾性能がきわめて高いのだ。砂がギッシリ詰まっていれば、何発撃たれても防壁能力は衰おとろえない。袋さえあれば、砂袋などどこでも作れる。


    　地じ雷らいの学習パートでは、地雷の種類や仕組み、設置のしかた、地雷原を乗りこえる方法などを学ぶ。地雷はわずか一〇〇〇円から手に入る、もっとも費用対効果が高くて悪質なものであることを知った。対人地雷は、世界中に七〇〇〇万個が埋まっている。


    　実戦パートでは、地雷原を乗りこえる練習だ。音と煙が出るだけの架空の地雷地帯を、俺たちは匍ほ匐ふく前進で注意深く進む。ペンや針金で地面を突き刺し、地雷が埋められていないか確認しながら、確認を終えた場所にマークを付けつつ進んでいくのである。この気の遠くなるような作業を着実に繰り返して、地雷原の外へ脱出するわけだ。


    　このような訓練を、朝から晩までめいっぱいである。


    　昼食は軍用の補給物資が割り当てられたが、食欲は湧わかなかった。
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    　最終日は、これまで学んできた要素を使っての総合演習である。


    　二チームに分かれ、市街地を模したエリアや、平原、森、沼地などで戦いを繰り広げるのだ。


    　教官は言った。


    「貴様らはド素人しろうとだ。まったく何もかもがデタラメだ。しかし、与えられた期間はわずか四日間。最終日は実際の戦闘訓練を行おこなってもらう。俺たちから見たら子供の遊びだが、それでも経験しているのとしていないのとでは雲うん泥でいの差があるだろう」


    　訓練用ライフルと装備を支給され、俺たちはチームに分かれて戦場へ散った。


    　ライフルや拳銃から実際の弾たまは出ないが、デジタル信号によって相手に当たったと判定されると、サイレンが鳴る仕組みになっている。地じ雷らいを踏めばサイレンが鳴り、手投げ弾やバズーカの爆風にまきこまれたと判定されればサイレンが鳴った。


    　教官が審判役や解説役をつとめ、戦場の中央で俺たちの行動をチェックしている。


    　相手チームを制圧するごとに教官のまえに集合し、どういう動きが良かったとか、どんなミスを犯したのだとか、詳しく解説してくれた。


    「いいか貴様ら。戦闘はスポーツではない。積極果か敢かんな行動で、華はな々ばなしい戦果を求めれば即死あるのみ。仲間と連係し、注意深く行動せよ。ひとつもミスを犯さないことだけが、戦場で生きながらえる秘ひ訣けつなのだ」


    　おそらく三〇戦くらいはしただろうか。


    　最初の一～二戦くらいはサバイバルゲームのようで楽しさを感じたのだが、徐々に装備の重さが身に染しみてくる。そのうち身体はグッタリし、動くだけでも重労働だった。


    　しまいには、ただ相手を早くやっつけて、この苦境を一秒でも早く脱したくなった。戦闘訓練の合間のわずか五分の休きゆう憩けいと水分補給が恋しくてたまらない。混乱した戦場で、コップ一杯の水のために敵を殺す人間の気持ちが、ほんのすこしだけわかるような気がした。


    　男の俺がこれだけクタクタなのだから、沙さ織おりや柚ゆずさんはもっと疲労を感じているはずだ。それでも柚さんだけは、いつもハキハキと教官に返事をし、一生懸けん命めいさが変わることはなかった。


    　ちなみに、かならず柚さんがいるチームが負けた。二対二だから、それはしかたない。


    　たまに教官も参加し、俺たち四人対教官ひとりというチームで演習をしてみることがあった。しかし、何度やっても俺たちは、たったひとりの教官を打ち負かすことはできなかった。


    　最終日の俺たちの訓練は、夜よ更ふけまでつづいた。
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    　猛訓練の四日間はあっというまに過ぎ去った。


    　俺たちは言葉を交わす暇ひますらなく、連日奴ど隷れいのようにしごかれ、泥どろのように眠った。


    　鬼のようなハードスケジュールの訓練で、振り返ってみれば、効率よく一通りの基本兵器を取り扱えるようになったと言えるだろう。短期間のことだから実戦でうまく使えるとは思えないけれど。


    　最後の夜、やっと地獄の訓練が終わったという解放感を抱きながら俺たちは部屋へ引き上げた。身体が疲ひ弊へいし尽くし、節ふし々ぶしが痛い。


    　恒こう太たは何も語らず、毛布に覆おおい被かぶさるようにして眠りに落ちてしまった。


    　俺も眠ろうとベッドに入り込むも、今日の総合演習の興奮と、やっと解放されるといううれしさから、なかなか寝付くことができなかった。明日の今ごろは、日付変更線の上あたりを飛んでいるだろう。


    　毛布に潜り込みじっとしていても、眠れない。


    　目が冴さえ、俺は四日間世話になったビル内を散策しておこうと部屋を出た。


    　すでに夜間だが、フロア内は煌こう々こうと照明が照らされているし、まだ仕事中の社員もいる。全世界規模のＰＭＣだし、ほぼ地球の反対側のイラクへ所属軍人を大量派は遣けん中だったから、二四時間体制でつねにだれかが働いていた。広大なビル施設だけに、他の社員とすれ違うことはほとんどなかったのだが。


    　俺たちの下のフロアには、常時、ニュース専門チャンネルのＣＮＮが流れっぱなしの広いリクライニングルームがある。休暇中の兵士たちが本を読んだり話し込んだりしているスペースだ。俺は眠くなるまでそこでモニタをながめながら過ごそうと思い、階下へ向かう。


    　リクライニングルームへ入ると、ずっとすみのほう、円形状にソファが設置してあるところで莉り音おんとジリヤが話し込んでいた。他にはだれもいない。


    　俺に気付いた莉音が声をかけてくる。俺たちの訓練期間、莉音はたまに顔を出したが、ほとんどの時間をジリヤと仕事の打ち合わせに使っていた。


    「巳み継つぐ！　まだ眠れないの？」


    「ああ。今日で終わりだと思うと寝付けなくてさ」


    　俺は大声で応じた。部屋が広すぎて、声を張り上げないと向こうまで聞こえないのだ。


    「そう。だったらこっち来なさい」


    　俺はうなずいて、ふたりの下もとへ向かった。


    　ソファに腰掛けると、ジリヤが興味津しん々しんといったふうに俺をのぞきこんでくる。


    「少年、訓練は楽しかったかい？」


    「今までの生活とは別世界だったんで……良い経験になりました。でも……今でも耳元で銃声が響くと身体がすくみ上がってしまいますね」


    「自然なことだよ。最初はだれだってそうさ。気にすることはない」


    　せっかくの機会だし、かねてからの疑問を俺は聞いてみる。


    「ジリヤさんは、どういうキッカケで民間軍事会社を経営するようになったんですか？」


    　代わりに莉り音おんが応じた。


    「ジリヤの本業は武器ブローカーよ。こっちの傭よう兵へいを派は遣けんする民間軍事企業は副業みたいなものね。ジリヤは軍事の総合商社って感じかしら」


    「まぁな。今は武器流すより、こっちの民間軍事会社のほうが儲もうかるんだぜ。イラク戦争のおかげだ。一時的な傭兵バブルさ」


    　ジリヤはワイルドな女性だが、それでも女性が軍事関係の会社を経営しているとは、なかなか結びつくことではない。


    「どうしてこの世界に？」


    　ふたたび莉音が解説する。


    「ジリヤは元国連の上級職員よ。しかも軍ぐん需じゆ品密輸を監視する役目だったの」


    「そうそう、もともと私の研究分野だから。この世界にだれよりも詳しかったんだ。世界中の軍需企業とのコネクション、各国の武器売買に関する法体系、軍の腐ふ敗はい度合い、情報機関の関与、なんでもござれ。これでも私、世界一の専門家だって自認してたね」


    「元国連職員……。どうして軍需品売買を監視する人が、みずから売買に手を染めるようになったんですか……？」


    　ジリヤは大おお仰ぎように肩をすくめた。


    「私、莉音みたいに理想は持ってないんだ」


    「よく言うわね。だれよりも理想を持ってたって言ってたくせに」


    「おっと、昔話はナシ。しょっぱい思い出なんだからさ」


    「このブラックフォースワンだけでも、年商五億ドルですよね？　民間軍事会社で最大規模って……尋じん常じようじゃないと思うんですが……」


    　ブラックフォースワンは上じよう場じようしているわけではないが、財務内容が公開されていて、だれでもオープンに財務資料にアクセスできるらしい。


    　年商五億ドル――日本円にして約五〇〇億円――とは、先日ランチに莉音が同席したときに、俺に教えてくれたことだった。


    　たしかに、これだけのスケールの敷地や訓練設備を有しているのだから、当然の数字だ。


    「武器売買だけで年二〇億ドルは上げてるな。国家ぐるみの大口の話とかあれば、五〇億ドルを越えることもある。それと各国の情報機関への情報提供なんかもやっていて、いくつもの国の情報機関と契けい約やくしてるんだ。衛星からのデータを売りつけたりな。中堅国は独自で情報収集するより、私らから情報を買ったほうが安くあがる。私らが管理してる軍事衛星もひとつや二つじゃないんだ」


    「他にもいろいろやってるわよね。セキュリティコンサルティング、射撃訓練センター、麻薬犬の訓練指導、海事安全保障……よく飽あきずに手を広げるものよねぇ」


    「今はどこの国の警察予算より、民間の警備予算のほうがずっと規模が大きいのさ。アメリカはもちろんだし、日本だって民間のほうがはるかに経済規模が大きいんだ。興味があれば調べてみなよ。お国が用意した警察や軍隊に守ってもらう時代は終しゆう焉えんに向かいつつある。遠くない将来、国民国家のナショナリズムは過去の遺い物ぶつになるだろう」


    　国民国家とは、一六四八年のウェストファリア条約によって確立された主権国家の単位――国家そのものや概がい念ねんのこと――である。


    　ナショナリズムとは民族主義、国家主義、国民主義などとも訳やくされ、最近では愛国心と同じ意味で使われることも多い。


    　ジリヤはつまり、一六四八年から現在までつづいているこの体制が、終わりのときをむかえているのだと言っているのだろう。


    「それって、ジリヤさんが世界の軍事方面でもっとも影響力がある人になるかもしれないってことですか……」


    「そこまでおおげさじゃない。私だってしょせん、頂点の手のひらで踊ってるコマさ。別に不満はないけどな」


    　ここまでの軍事グループに、さらに上があるのか……。


    「ジリヤさんってまだお若いですよね？　これだけの企業群を傘さん下かに持つのは、並大抵の資金力じゃない……。もともと大金持ちだったとか？」


    「まさか！　大金持ちの国際公務員なんて悪い冗談だよ」


    　ジリヤは憮ぶ然ぜんとしてみせる。


    「そりゃスポンサーがいるんだ。スタインバーグ、知ってるだろ？」


    「名前だけは……」


    「世界で二番目に大きい財ざい閥ばつ。数多くの巨大な銀行や多た国こく籍せき企業を傘さん下かに収めてるの」


    　莉り音おんが解説してくれた。


    　スタインバーグといえばだれもが知っている多国籍企業の実質オーナーだ。石油ビジネスに強いとは聞いていたし、実質的に世界の石油を支配しているのは、莉音が今指摘した世界二大財閥だというのは公然の事実だった。


    「スタインバーグ家には良くできた娘がいるんだ。私とその娘、ハーバードの同じ学部で学んでね。私が博士号取った同じ年、三つ下のそいつも飛び級で博士号取ったんだ。これがまたムカつく英才でさぁ」


    　ジリヤは顔をしかめて、過去を振り返るように視線を上げた。


    「私が国際公務員を辞めるとき、自分のノウハウや人脈をフル活用して武器ブローカーをはじめたいって相談したら、すぐに資金を出してくれたよ。ほんの一〇〇億ドルだけどな」


    「一〇〇億ドル……」


    　日本円にすれば一兆円に相当する。それを一個人の創業にポンと出すのだから、スタインバーグはケタちがいの資産家だ。


    　逆の見方をすれば、それだけの金を引き出したジリヤの実力――知識、経験、人脈などなど――は相当なものだと想像できた。


    「その資金で私、武器を調達して売りさばいたんだ。そのあともいろいろ手広くな。おかげでこのブラックフォースワンも手に入れたし、軍ぐん需じゆ工場も数か国に持っているし、米軍や大学と軍事技術を共同研究する会社もある」


    　ふと思いついたようにジリヤはつづける。


    「スタインバーグの娘、紹介してやろうか？　とてつもないスポンサーになってくれるぞ」


    「うーん、今のところ必要ないわね」


    「まぁ必要があったら言ってくれ。今じゃその娘が、スタインバーグのキーパーソンだからな。私と違って信念があるスゴいヤツなんだ。そうだな……たとえれば莉り音おんみたいなヤツだから、もしかしたら仲良くなれないかもしれない」


    「それ、わかる気がするわ」


    「天才的なヤツだよ。莉音だってかなわないと思うね」


    「それはどうかしら……」


    　莉音はあいまいに答え、ジリヤをしずかに見すえる。


    「ところで……私とスタインバーグが事を構えたら、君はどっちにつく？」


    「……そいつはおもしろいなりゆきだな。まぁ順当にいってスタインバーグ側じゃないかね。私の大スポンサーなんだし……そりゃ当然だと思ってくれないか」


    「ふーん、正直者ね。命の恩おん人じんより、スポンサーを取るわけだ」


    「おいおい、貸し借りの話はなしにしてくれよ相棒」


    「ふん、調子いいんだから」


    　言葉とは裏腹に、莉音はにこやかに笑った。


    「莉音とジリヤさんは、どんな関係なんですか？」


    「今、莉音が言ったろ？　命の恩人さ。私が武器ブローカーとして駆け出しのころ、コロンビアの反政府組織にちょっとした武器を流したんだ。だけど代金を支払ってくれなくて……現地に乗り込んで傭よう兵へいたちを従えて交こう渉しようしようとしたら、先手を打たれて捕まっちまってね。ちょうどそこに、なぜか莉音たちがいたんだよ」


    「うん、私と父さん。その反政府組織の支配地域を通らなきゃならなくて、交渉中だったのよ」


    　そう言って、莉音はニヤリとした。


    「引き立てられてきたジリヤったらなかったわ。涙を流して泣きわめいてたわね。もうお金いりませんとか言って命いのち乞ごいしちゃって。写真撮っておけばよかった」


    「あー、うるせえ……。私も若かったんだよ……。あのときはとりなしてくれなきゃ私死んでたね。しかも、死ぬより辛つらい目に遭あった後でな」


    「そういえば……あの反政府組織、なくなってるわね。どうなっちゃったのかしら」


    「滅ほろぼしたよ。アパッチ二〇機繰り出して、歴戦の傭よう兵へいも一〇〇人派は遣けんしてな。用意周しゆう到とうに仕組んだ完かん璧ぺきな奇襲でさ、こっちはひとりも戦死者出なかったんだ。この界かい隈わいじゃ、語り継がれてる作戦なんだぜ。結局、代金は受け取れなかったんだけど、その分だけ何百倍にもして返してやった。ざまぁ」


    　ジリヤは腹をかかえて笑った。


    「やっぱり君だったのね。そうじゃないかと思ってたのよ」


    「業界のルールだよ。それで築いた悪名のおかげで商売がやりやすくなった。ところで、一かず馬まは元気なのか？」


    「ええ、父さん、今は南極に行ってるところ。そろそろ帰ってくるんじゃないかと思うけど」


    「その作戦には一馬も傭兵で参加したんだぜ。私は断ったんだけど、どうしてもやりたいって」


    「なにそれ……聞いてない。そういえばたしかに……父さんが『近隣の村々から無差別に略りやく奪だつするあの反政府組織は許せない』とか言ってたけど……」


    「奇襲作戦の立案も一馬だよ。もともと一馬はあの辺の地勢を実地で見て、だれよりも精通していたからな」


    「……なにやってるのかしら」


    　やれやれといった様子で莉り音おんはソファに身体を沈み込ませた。


    「一馬さんが傭兵なんて想像つかないな」


    　俺は莉音を見やって言った。


    　莉音の父さんが防衛大学校を出て、防衛省に四年ほど在ざい籍せきしていたことは知っている。しかし、自衛隊の士官候補と傭兵というのは、俺にはどうしても結びつかなかったのだ。


    「父さん、私や巳み継つぐが生まれるまえは、いろんな国で戦争に参戦してたみたいだからね。私も、そのときのことは知らないわ」


    「一馬なら結婚してもいいな。あんなカッコいい男はいないよ」


    「ジリヤが私のママってわけ？　それはカンベンして欲しいところね」


    「なんだよ、心強い味方だって言ってくれないか？　これでも軍事業界ではちょっとしたものなんだぜ」


    「だって、身内だったとしても信用できないもの」


    「あっはっは、ちがいない」


    　ジリヤと莉音は顔を見合わせて笑った。


    



    
      ◇

    


    



    　ブラックフォースワン社をあとにしようとする日の朝――。


    　俺たちの教官をつとめたジョージが、他の訓練の合間をぬって、見送りに出てきてくれた。


    「教官ッ！」


    　まっさきに恒こう太たが教官に抱きついた。


    　ジョージがいかつい手で恒太の頭を撫なでる。


    「恒太、よくがんばったな」


    　柚ゆずさんも教官に駆け寄っていく。


    「ありがとうございます教官！」


    　きびしかったが、良い教官だった。


    　俺たちのようなわけのわからない集団――素人しろうとを相手にするのは、プロとしてうんざりすることもあったはずだ。しかし、手取り足取り懸けん命めいに指導をしてくれた。


    　だまされるように莉り音おんに連れてこられなければ、俺や沙さ織おりも、もっと気持ちよい後味で今日をむかえられたにちがいない。


    　俺と沙織は抱き合う三人のところまで歩いて行き、お礼を述べる。


    「ありがとうございました」


    「あ……ありがとうございました……」


    　教官は、あつまった俺たちに向かって言う。


    「いいか、最後に言っておく。貴様らが受けたのはたった四日間の訓練だ。こんなものは戦闘の初歩ですらない。貴様らはひよっこだ。それをわすれるな。そして、けっして死ぬんじゃない」


    　恒太と柚さんは喜色満面に応じる。


    「まちがいなく俺は、孫そん子しやギレン・ザビに並ぶ一流の軍略家として名を馳はせるだろう。いや、そのまえに最強の歩ほ兵へいとしてな！　教官、そのときまで、俺の名をわすれないことだ」


    「革命を成功させます！　私、いちばん足手まといですけど、もっとがんばろうって思います！」


    「ふふふ、楽しみにしているよ。では諸君、革命の成功を祈る！」


    　教官が敬礼すると、恒太と柚さんはすかさず敬礼する。


    　場の雰ふん囲い気きに強制されるように、俺と沙織も同じようなポーズを取った。


    　なんとも奇妙な光景である。


    



    
      ◇

    


    



    　来たときと同じロールスロイスに俺たちはジリヤといっしょに乗り込み、空港まで連れてきてもらった。


    　ジリヤはすこし後の便で、営業活動のためサウジアラビアへ飛ぶそうである。


    　あいもかわらずジリヤはＴシャツにジーパンだ。ぴちぴちのＴシャツは、ジリヤの豊満な胸をもっとも強調するスタイルだと思う。こんなラフな格好でだれと交こう渉しようするというのだろうか。


    　俺たちはジリヤと別れの握手を交わす。


    　莉り音おんが別れ際ぎわ、ジリヤに口にする。


    「ジリヤ。私の建国、手を貸してくれる？」


    「ああ、貸すぜ、もちろん」


    　気楽な調子でジリヤは応じた。


    　あまりの即答に、莉音は拍ひよう子し抜けしたようだ。


    「早ッ。君が金かね勘かん定じようもしないで即答なんて、ちょっと信じられないわね」


    「だって、おもしろそうじゃん。もちろん、お金は回収するけどさ」


    「資金は作ってる最中だからだいじょうぶよ。どんな国家だって凌りよう駕がしてみせる」


    「アメリカ様よりも……か？」


    「やり方次第じゃないかしら」


    「おもしろい。人生まだまだ楽しめそうだ」


    　ジリヤは微笑ほほえんだ。


    「楽しんでもらえるはずよ」


    「期待してる」


    　そしてジリヤは俺を見やってくる。


    「ボーイ、莉音のことをよろしく頼むぜ」


    　それだけを言い残し、自分の乗る便へ向かっていった。


    



    
      ◇

    


    



    　帰りの飛行機に乗り込むや否いなや、恒こう太たと柚ゆずさんはすぐに寝入ってしまった。


    　俺の隣に腰掛けた沙さ織おりも、離陸してすぐ俺の肩に頭をあずけて眠ってしまう。来るときはあんなにはしゃいでいたのに、帰りは静かなものだった。


    　通路を挟んだ中央に座る莉音の座席にチラと目をやると、何事か考えを巡らせるように真剣な顔つきだった。建国の作戦でも練ねり直しているのだろうか。


    　そんな莉音の横顔を見ながら、俺もしずかに眠りについた。


    



    
      ◇

    


    



    　数日ぶりの日本。


    　電車を乗り継ぎ、やっとのことで成なり田たから地元駅に着いてすぐ――。


    　駅前のカニ専門店へ俺たちは直行した。


    　というか、またもや莉り音おんに無理やりだ。カニ食べ放題という約束を守りたかったのかもしれない。


    　しかし俺は、家で寝たかった。いくら飛行機で寝ても、つかれはとれない。自宅の布ふ団とんがいちばんいい。


    　そんな俺の希望に構わず、莉音は座席に腰掛けた。


    　そして、やってきた仲なか居いさんに手早く注文を出し、気勢を上げる。


    「さあみんな、カニの食べ放題よ！　じゃんじゃん食べましょうね！」


    「はい！　とってもうれしいです！　たくさん食べようって思います！」


    　柚ゆずさんはいつも通りだ。


    「もうクタクタだよ。明日から学校なんて、いくらなんでも辛つらすぎる……カニよりも、早く帰りたい」


    　俺の言葉に、珍しく恒こう太たもつづく。


    「つぎつぎと襲いくる銃弾をかわすために、脳のクロックアップを酷こく使ししすぎたようだ……。いかん……すべてがゆっくり見える……。今、敵から攻撃を受けたら地球を守れない……」


    　戯ざれ言ごとにまっさきに反応するはずの沙さ織おりも、沈黙して机に突つっ伏ぷしていた。


    　莉音はあきれ顔で言う。


    「柚ちゃんを見習って欲しいわねー。じゃあみんなに力を入れてもらうために、さっそく発表しちゃおうかしら。本当は明日、部室で言おうと思ってたことなんだけど……」


    　そう言って、莉音はガサゴソと自分のカバンを漁あさり、何かの束たばを取り出した。


    　ドサリとテーブルの上に置き、トランプカードのように並べはじめる。


    　それはなんと……迷彩服で身を固めた沙織の写真の数々だった。


    　スティンガーミサイルを構えているものや、Ｍ２０３グレネードランチャーを発射している姿などなど。


    　――まさか、これでまた写真集でも作るつもりか!?


    　それを見た沙織はとつぜん立ちあがり、テーブルの上の写真を盛大に弾はじき飛ばしながらさけんだ。


    「なんで？　どうして莉音はいっつも私ばかりいじめるの!?」


    　沙織は手近の写真の束をつかみ取り、ビリビリと引き裂く。


    　まさにマジギレ。


    「あっ、私の写真！　なっ、何するの沙織!?」


    　あわてて莉音は目の前の写真をかき集めはじめた。


    　破った写真を莉り音おんに投げつけ、沙さ織おりは金切り声でさけぶ。


    「莉音のバカッ！　大ッきらい！　私、もう辞める！　絶対やめてやるんだから！」


    　沙織は座敷を飛び降り、ひとり店を飛び出していってしまった。


    　沙織はいまだかつて見せたことがないほど顔を真っ赤にして激怒していた。今まで何度か「やめる」と言ったことがある沙織だが、今度こそ本気なのかもしれない。


    　部費、五一二億六〇〇〇万円也なり。

  



  
    第二章　経営再建


    



    　学校の昼休み。


    　いつもはまっさきに俺のところへやってくる沙織が、今日はうつむいたように机に腰掛けたままだ。


    　だから今日は俺から近づき、声をかけた。


    「沙織、メシ食べに行こうぜ」


    「……うん」


    　顔を上げた沙織は、こまったように微笑ほほえんだ。


    　元気がない。


    　莉音のせいだろうか。


    　昨日、カニ専門店からの帰りに沙織の家へ寄ってみたのだった。こんなとき、なぐさめてやるのは俺の役目である。しかし沙織は部屋に引きこもってしまい、会うことができなかったのだ。


    　しかも、応対してくれた沙織のお母さんまで沈んでいるようだった。アメリカへ行っていたから、沙さ織おりのお母さんと話すのは一週間ぶり。ずいぶん変わった様子に見えた。どうしたというのだろうか。


    　そして今朝は、つかれてギリギリまで寝ていたから、沙織は登校してしまった後だった。


    　だから昼休みにゆっくり話をしたいと思っていたのだ。


    　売店で昼食を選び、屋上へ向かう。


    　俺たちが座るのは、校庭が一望できる場所。毎日同じ位置に腰掛けているから、いつのまにか俺たち専用の特等席になっていた。


    　ここなら部室まで見わたせる。柚ゆずさんが自動販売機の補充を終えた後、ボーッと自販機のまえに立ちつくす姿をながめながら昼休みを過ごすのだ。


    　しかし今日の沙織は言葉少なく、食もほとんど進まなかった。


    「なんだか元気ないな？」


    「そうかな……あはは」


    　沙織は無理に笑顔を作った。


    「……悩み事、俺に相談できないのか？」


    　そう聞くと、沙織は視線をそらして押し黙った。


    　俺は沙織が話し出すのを、コロッケパンをほおばりながら、待ってみる。


    　沙織は躊ちゆう躇ちよしつつ、しずかに口を開く。


    「あのね……」


    　しかし、そのまま視線を落としてふたたび沈黙してしまった。


    「悩んでることって、昨日の部活辞める宣言か？　俺も莉り音おんはやりすぎだと思う。ごめんな……。もし本当の本当に辞めたいなら、俺がちゃんと伝えておくぞ」


    「う、ううん……そうじゃ……なくてね……」


    　何かほかにあるのだろうか。


    　俺は沙織の言葉をじっと待つ。


    「……私やっぱり……巳み継つぐといっしょにいたいの。すこしでも長く。だって、もしかしたらね……」


    　沙織は言葉を詰まらせた。


    「部活じゃないとすると……俺に言えないことか？」


    　すぐに俺へ視線を戻した沙織は強く否定する。


    「違うの、そうじゃなくてね……」


    「うん」


    「……一週間ぶりに家に帰ったらね、お父さんとお母さんがケンカしてたの……」


    「そいつは珍しいな。何があったんだよ」


    　沙織の家の夫婦仲はきわめて良好だ。沙織の家には子供のころから出入りしている俺だが、ただのいちども夫婦ゲンカなど見たことがなかった。


    「……なんかね……お父さんの会社が危ないらしくて……。借しやつ金きんが三〇億円とか言ってた」


    「そんなバカな。何かのまちがいだろう？」


    　株式会社銘めい広こう社しや――沙さ織おりの父さんが経営する会社だ。


    　年商四〇億円、社員五〇人の、中堅広告代理店だ。


    　主に取り扱っている広告は、地方のテレビ局やラジオ局のものであり、地方に広告を出しゆつ稿こうしたい企業に営業をするのが仕事だった。


    　一〇〇年に一度と言われる金融大不況の影響で、年商数十億クラスの中堅代理店はのきなみ経営が悪化し、倒産が相あい次ついでいる。


    　だがそのなかでは、銘広社は堅実な会社だった。


    　銘広社の中心になっているクライアントは宗教団体と公こう益えき法人だ。最大の取引先だった宗教団体は傘さん下かに数多くの企業をかかえ、不況であっても業績は好調。


    　それにくわえて、とある特殊事情も絡んでいた。


    　東京に本ほん拠きよを構えるテレビ全国ネットは放送基準がきびしく、宗教団体系の広告は規制されるケースが少なくない。しかし、地方の民放局なら放送基準がゆるく、宗教団体の広告でも楽に通すことができるのだ。だから、東京の民放では宗教系のテレビＣＭはほとんど見かけないが、地方へ行くと普通に宗教系のＣＭを見ることができる。


    　そんなわけで宗教団体の地方局への広告出稿は優良な仕事であり、利権のようなものだった。よほどのことがないかぎり、銘広社の経営がいちじるしく悪化するような事態にはならないだろうと予想できていたのだ。


    　沙織はたどたどしく口にする。


    「あんまり詳しくはわからないの。でも、倒産するかもしれないって言ってた。お家うちも銀行から借りたお金の担たん保ぽに入っているから……もう住めなくなるかもしれないって……。私、巳み継つぐと離れたくないよ……」


    「……三〇億か。沙織が持っている速はや水みの株を売れば、今なら株価も上がってるし、ギリギリで届くかもしれないぞ」


    「……そうなの？　私まだ株とかよくわからなくて」


    　おどろいたように沙織は俺を見つめた。


    　沙織には速水をＭ＆Ａした一連の出来事など、夢のなかの出来事であったのだろう。自分がどれほどの資産を持っているのか、ほとんどわかっていないようだ。


    　俺は元気づけようと力強くうなずく。


    「絶対だいじょうぶだからな。まずは莉り音おんに相談してみよう。ダメなら……俺がなんとかするよ」


    「う、うん」


    「さあ、行こうぜ」


    「え？　だって今お昼休みだし、もうすぐ授業……」


    　俺は立ち上がって沙さ織おりの手をつかんだ。


    



    
      ◇

    


    



    「三〇億ね。沙織の家の危機なんだから、なんとかしましょう」


    　莉り音おんに相談すると、すぐにこころよい回答が返ってきた。


    　昨日の「辞める」宣言など、気にしていないのだろうか。


    　沙織は困惑した声を上げる。


    「え……？」


    「じゃあ革命部のお金を回していいんだな？」


    　俺が確認すると、莉音は応じた。


    「でも革命部の預金は一五億くらいしかないの。念のためその預金はすぐ動かせるようにしといて、手を打っていきましょう。一五億円ともなれば、適当に動かしたら背はい任にん行為になるからね。放課後、恒こう太たと柚ゆずちゃんが来たら取とり締しまり役やく会を開いて、沙織んちの会社に貸し付けるよう取締役会で決議しましょう」


    　会社のお金は個人のものではない。あくまで会社のもので、その運営には取締役が責任を負おわなくてはならない。


    　だから、個人の勝手な都合で会社のお金を右から左に動かすと、会社に対する犯罪――背任行為（自分の地位を悪用して本来の任務や信任に背そむくこと）になるのである。


    　革命部にとって一五億円は大きな資金だから、会社に責任を持つ取締役が集まって相談し、会社の総意として動かさなければならないのだ。


    「……ほ、本当なの莉音？　私、部活やめるとか言っちゃったのに……」


    「何言ってんの。あたりまえでしょ。私たちは子供のころからずっといっしょの家族じゃない。沙織の危機は私たちの危機よ。沙織の家を守るためなら、一五億くらいどうってことないわ。革命部の預金だけじゃ足りないし、まずはおじさんに話を聞きましょう」


    　莉音は立ちあがって、沙織の腕をつかんだ。


    「さあ、今から行ってみるわよ」


    「どこへ？」


    「おじさんの会社に決まってるでしょ。まずは話聞かないと」


    　銘めい広こう社しやは新しん宿じゆくにある。地元駅から電車で一時間とすこし。


    　俺たちは授業をすっぽかし、駅へ向かった。


    



    
      ◇

    


    



    　おじさんはやつれていた。


    　最後に俺が会ったのはほんの二週間まえだったのに、人が変わったようだった。


    　ほおがこけ、疲労困こん憊ぱいといった様子で、俺と莉り音おんに弱った笑顔を向けてくる。


    　俺たちが学校をサボってやってきたことなど気にも留めずにおじさんは言う。


    「やあ莉音ちゃん、巳み継つぐくん。活躍はいつもワクワクして見ているよ。いつのまにか、リッパになった」


    　社長室のソファにふかぶかと腰掛けたおじさんは、腰を上げるのも辛つらいといった様子だ。両腕をだらりとたらし、生きることをあきらめた重傷の兵士のような顔をしている。


    　莉音が聞く。


    「おじさん、どうしちゃったの？　そんな話、初耳よ」


    「そんな話って？」


    「さっき、沙さ織おりから聞いたんです。三〇億の借しやつ金きんがあって、会社が危機に陥おちいっていると」


    　俺の言葉を沙織が補足する。


    「学校でね、巳継と莉音に相談したの。そしたら協力してくれるって……」


    「ああ……そうか……。じつはそうなんだ。なんとか会社を生き残らせようと、今、銀行と交こう渉しようしてるところなんだが……」


    「何があったの？　やばかったら、話してくれれば良かったじゃない」


    「それが……俺のほうもとつぜんでね……」


    　ため息をついてつづける。


    「すべて俺の判断ミスだ。いいわけのしようがない。悔くやしいが……悔しいが……目先の利り益えきにつられた俺がバカだった……」


    　おじさんは両手で顔を覆おおう。


    　莉音が立ちあがり、沙織の手を取った。


    「沙織、悪いけど、ちょっと席外してくれる？」


    「えっ？」


    「後は私と巳継に任せなさい。新しん宿じゆくをぶらついててもいいし、学校に戻ってもいいから」


    「ど、どうして？　だって……」


    　莉音はぐいぐい沙織の手を引っ張り、社長室の扉を開けて外に追いやる。


    「いいから。お姉さんの言うことをちゃんと聞きなさい」


    「ちょっと莉音？」


    　莉音はばたりと扉を閉め、なかからカギをかける。


    　沙さ織おりは扉を何度かノックしたが、ムダだと知ったのかすぐに音はやんだ。


    　莉り音おんがソファに戻って、ふたたび俺の隣に腰掛ける。


    　おじさんは微笑ほほえんだ。


    「気を遣つかわせちゃったね。ありがとう」


    「いいのいいの。さ、話してくれる？」


    　おじさんはうなずいて、歯がみしながら状況を話しはじめた。


    「三〇億円の借しやつ金きんといっても、もともとは一七億円ほど資金繰りのために銀行から借り入れをしてて、そっちは問題なかった。問題は、一三億円なんだ……」


    　ふたたびため息。


    「じつはね、あるクライアントと一三億円の契けい約やくを交わしたんだけど、仕事が終わっても一銭も払ってもらえなくて……。いくら払ってもらえなくたって、うちはテレビ局やラジオ局に支払いをしないといけない。広告代理店としちゃ商売がつづけられなくなるからね」


    「どうして払ってもらえないんです？　仕事に失敗したとか？」


    　ふしぎに思って俺は聞いた。


    「いいや、うちは正当に仕事もしたし、テレビにも雑誌にもそこの広告が掲載された。でも、ぜんぶ終わった後でまったく支払ってくれないんだよ……。仕組まれていたってわけさ……。つまり、計画的に支払ってもらえないんだ」


    　おじさんは苦く渋じゆうの表情でつづける。


    「うちだけじゃなく、他の広告代理店ものきなみ被害に遭あってきたらしい。うちのまえは日につ済さい新聞系列の広告代理店が二〇億やられたらしくて。この不況で、おいしい仕事だと思って飛びついた俺がバカだったんだよ……」


    「なんて相手？　一三億の仕事っていうことは、けっこう大手なんでしょ？」


    　おじさんは肩をすくめる。


    「ＧＬＫアカデミー。ちょっとは名の知れた全国チェーンの学習塾だよ」


    　ＧＬＫアカデミーと言えば、学習塾としてそこそこ名の知れたところだ。テレビＣＭも見かけたことがあった。今でも雑誌などに広告を打っている。東京を中心にして、全国の地方都市に教室をかかえている学習塾中堅大手の一角だ。


    　莉音は眉まゆをひそめる。


    「でも一三億ってちょっと行き過ぎじゃない？　取引を重ねてる間に、途中であやしいって気付かなかったの？」


    「ＧＬＫアカデミーとは取引二年目でね。一年目に四億円の取引をしたんだけど、それを全額、即金で払ってきたんだよ。だからうちも、こんな不況に最高の取引先を獲得できたって喜んじゃって……。二年目に、うちが本気で向き合ったときにやられた……」


    「なるほどね。はめられたってわけか」


    「それにＧＬＫアカデミーの社長の親族がなかなか力のある市会議員でね……。いや、何を言ってもいいわけにしかならんな……」


    　おじさんは口くち惜おしそうに頭を振った。


    「回収は試こころみたの？」


    「もちろん手は尽くした。だけど、調べれば調べるほど、回収は無理そうだ。……実はこっち系だそうだよ」


    　おじさんはほおに指をサッと走らせた。つまり、暴力団系ということだ。


    　――まさか、ＧＬＫアカデミーがそういうところだったなんて……。


    　はじめて聞く話に俺は愕がく然ぜんとした。世の中には、まだまだ知らないことが多そうだ。


    「裁判をしても回収できないんですか？」


    「ムダムダ。時間とお金のムダよ。最初から悪いことだと知ってて計略を張りめぐらすような相手じゃ、回収なんてできないの」


    　莉り音おんが俺を向いて手を振った。


    　おじさんも追従する。


    「仮に裁判で勝っても、何の意味もないだろう。それに、彼らを相手に民みん事じ訴そ訟しようを起こす人間なんていないよ」


    　たしかに、暴力団相手に訴訟なんて自殺行為にはちがいない。


    　日本の民事裁判は、ダラダラと何年もかかる。訴訟に取り組んだところで、存そん亡ぼうの危機にある会社が、それまで生きていられるはずがない。判決が下るはるか以前に、目の前の支払期日がやってくるのだから。それに、仮に勝訴の判決が出たところで、お金が回収できるとはかぎらないらしい。


    　本で読んだことがある。日本で民事裁判を起こすのは、きわめてマゾヒスティックな行為だと。苦労や時間や金銭ばかりかかって、得るものはほとんどないのだ。


    「うちのような薄はく利り多た売ばいの代理店には、一三億は痛つう恨こんの痛手だよ。テレビ局やラジオ局には早く支払わなくちゃならないんだけど、手元に現金がない。銀行から新たに借りるよう交こう渉しよう中だけど、それも無理そうだ……。それどころか、事態を知った銀行は一七億円の回収にかかってきてて……今の自宅にも住めなくなる……。すべては自分の判断ミスだが……悔くやしくてな。もう手詰まりで……」


    「通常のクライアント、それからテレビ局やラジオ局との信頼関係は万全？」


    　莉音が聞くと、おじさんはうなずく。


    「それは問題ないが……なにせ二〇年の付き合いになるから。だからこそ、彼らにはめいわくをかけられない……」


    「仮によ、今までの取引、すべてをあたらしい会社に移動させたとしたら……クライアントや局はついてきてくれると思う？」


    「……うーん、それは問題ないと思うが……」


    「じゃあこうしましょう。おじさんにはまず、すぐに新会社を作ってもらう。そして今までの取引先すべてに、業務を新会社へ移動してもらうよう説得してまわってくれる？」


    「つまり……銘めい広こう社しやをもぬけのカラにして、問題のない部分だけあたらしい会社へ移すということかい？」


    　あっけに取られた顔でおじさんは言った。


    「難局を乗り切るには、まず支障のない部分を切り離すしかないの。新会社設立か会社分ぶん割かつかどっちかだけど……取引先に理解してもらえるなら、新会社設立のほうがスマートね」


    「しかし、そんなことをしたら銀行が激怒すると思うよ……。お客さんをごっそり新会社に移しちゃって、銀行だけは旧会社に残すわけだろう？」


    「いや、だからそのために新会社へ移行するの。銀行と有利に交こう渉しようを進めるためよ。銀行には負ふ債さいを減額してもらうとか、月の返済額を少額にしてもらう折せつ衝しようをするわけ」


    「しかし……」


    「心配しないで。そうやって手を打ちながら、一三億円を回収しましょう」


    「か、回収って……バックは東とう丈じよう会かい系だよ。知ってるかな？　日本で二番目に大きい指定広域暴力団なんだ。同業者に聞いたら、やっぱり皆泣き寝入りだよ。一社も回収できてないそうだ」


    「じゃあ私たちが初成功ね。思い知らせてやりましょう」


    　自信に満ちた表情で莉り音おんは言い切った。


    　俺は肩をすくめて口にする。


    「今度は暴力団と戦争か？」


    「私たちは革命家でしょ？　そんな組織のひとつや二つ、相手にできないで何が革命よ」


    　――革命家ですか……俺は違うと思います……。


    　言葉を飲みこみつつ、やれやれと首を振った。
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    　人混みであふれる目抜き通りに面した、ＧＬＫアカデミー本部のまえ。


    　ここはＧＬＫアカデミーの本社であるだけでなく、チェーンのなかでも最大規模の塾である。八階建てのビル丸ごとが塾になっていて、七階と八階がＧＬＫアカデミーの本社だった。


    　真っ黒い鉄板のようなもので覆おおわれた街がい宣せん車しやの上、拡声器を持った莉音は大声を張り上げる。


    「通行人のみなさん！　ＧＬＫアカデミーは私し腹ふくを肥こやし、莫大なお金を受講生からかすめ取っています。それにもかかわらず、取引先にいっさいのお金を払おうとしない悪あく辣らつな企業であります！　我が国は、いつからこのような不正が堂々とまかり通る国家になってしまったのでありましょう！」


    　街がい宣せん車しやの上に乗っているのは、莉り音おんと恒こう太たと柚ゆずさんの三人。皆学校の制服だから、そんな高校生が街宣車の上で右翼のようにさけんでいる様子に、通行人は皆足を止めた。


    　莉音と柚さんは日の丸のハチマキを巻き、えらく気勢を上げている。


    　ちなみに運転手は、時給三〇〇〇円という破格のアルバイト料で大学生を雇やとっていた。


    　街宣車はといえば、レンタカーの店で真っ黒い大型ワゴン車を借り出し、上に木組みの貧相な踊り場を載せ、そのまわりに臨時で仰ぎよう々ぎようしい鉄板をぶら下げただけのものである。陳ちん腐ぷな街宣車だが、それが逆に人の目を惹ひいた。


    　さらに莉り音おんは拡声器を通し、澄すんだ声を目抜き通り一面に響かせる。


    「我が国はぁ～、世界に冠たる経済圏となりました。これもひとえに国民の堅実な努力のタマモノでありましてぇ～」


    　拳こぶしをにぎりしめ、莉音はとうとうと語りつづける。


    　見かけだけは愛くるしい女子高生が、演説をぶちかます姿に、通行人は目を丸くした。


    「犯罪を糾きゆう弾だんせよー！」


    　片腕を振り上げてさけんだ莉音に、柚さんはひとり追従する。


    「おー！　万ばん歳ざいを絨じゆう毯たんせよー！」


    「犯罪をゆるすなー！」


    「おー！　万歳を揺するなー！」


    「犯罪を野放しにするなー！」


    「おー！　万歳を野ざらしにするなー！」


    　街宣車は野や次じ馬うまだけでなく、ＧＬＫアカデミーの生徒や、やってきた警察官たちに取り巻かれていた。


    　莉音から拡声器を受け取った恒太が高慢にさけぶ。


    「ククク、天が呼ぶ、地が呼ぶ、人が呼ぶ。悪を倒せと俺を呼ぶ！　俺の右手が光ってうなる！　おまえを倒せと轟とどろきさけぶ！　貴様らのような悪徳企業は、正義の名の下もとに俺のまえでひれ伏すことになるだろう。なぜなら俺は……春かす日が恒太だからだッ！」


    　俺と沙さ織おりは街宣車の下、莉音、柚、恒太がさけびつづける模様を見上げていた。俺と沙織は街宣車で演説するには有名すぎて、目立たないようにしておかないとマズイことになるのだ。今の俺と沙織が同じことをしたら、それこそマスコミがわんさと駆けつけてきて、くだらない三面記事になりかねない。


    　おそるおそるといったふうに、沙織が俺に聞いてくる。


    「み、巳み継つぐ……莉音がお父さんを助けてくれるのはうれしいけど……これどういうことなの？」


    「お金の回収だよ。一三億」


    「回収って……これが……？」


    　沙さ織おりは困惑して首をかしげた。


    　ちょうどそのとき、ＧＬＫアカデミーのエントランスから、数名の講師らしき人物がやってきた。でっぷり太った講師を、三人の講師が囲んでいる。中心の太った男は仕立てのよいスーツを着ているから、ややもすると社長やその類たぐいかもしれない。


    　太った男が、街がい宣せん車しやの上の莉り音おんを指差して声を張り上げる。


    「おまえら！　何なんだいったい!?　威い力りよく業ぎよう務む妨ぼう害がいで訴えるぞ!?」


    　莉音は拡声器を恒こう太たからもぎ取り、拡声器を使って応じる。


    「威力業務妨害？　我われ々われはＧＬＫアカデミーの営業を妨害するつもりなど毛もう頭とうない！　我々がするのは政治的主張である！」


    「な、なんだと!?」


    　太った男は目を丸くした。


    　莉音は言っていた。街宣車で俺たちがするのは、あくまでも「政治的主張」なのだと。言論の自由は憲法で保障されているし、拡声器を手に政治家や政党を糾きゆう弾だんしたりしている姿はたまに見かける。


    　これがもし、ＧＬＫアカデミーに対する純然たる営業妨害であれば、まちがいなく威力業務妨害として検挙の対象になるのだ。しかし俺たちがしているのは、返かえす返がえすも政治的主張なのである。
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    　表向き、ＧＬＫアカデミーの営業妨ぼう害がいなど眼中になく、天下国家を語る政治演説なのだった。


    　莉り音おんは拳こぶしをにぎりしめてさけぶ。


    「言論の自由！　政治的主張の自由！　我われ々われは日本国家の今後一〇〇〇年にわたる安定と平和のため、不正を糾きゆう弾だんするために立ちあがったのである！」


    「ぐぬぬ……貴様らぁ……。どうなっても知らんからな……」


    「金融大だい恐きよう慌こうを発ほつ端たんとし、今や世界は不況にあえいでいる！」


    　男の言葉など、もうお構いなしで、莉音はふたたび演説をぶつ。


    「我々を貧ひん困こんに追いやる資本主義を殺せ！　我々人間を階層化するグローバリズムを破壊せよ！　貧困を放置する日本政府を糾ただせ！　我々の社会をむしばむ、ＧＬＫアカデミーを糾弾せよ！」


    　ほとんどこじつけだ。


    　資本主義やグローバリズムや日本政府と、ＧＬＫアカデミーとは関係ないと思う。


    「正義の実現には、小さな一歩を踏み出す必要がある！　我々は、正当な仕事をした銘めい広こう社しやに、きちんと一三億円の広告料金を支払うことを要求する！」


    　莉音が恒こう太たに拡声器を投げやると、待ってましたとばかりに恒太がさけんだ。


    「これは国家一〇〇年の計を実現させる偉大な第一歩となるのだ！　ひれ伏すがいい、諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいの生まれかわり、この春かす日が恒太のまえに！」


    　その時、街がい宣せん車しやを停めていた大通りのまえに、大音量で音楽を鳴り響かせながら、幾台もの街宣車――右翼が、俺たちの即席街宣車のまわりを取り巻いた。台数にしてなんと一〇台。その最後尾には、警察車両もしっかり張り付いている。


    　俺たちのたった一台の街宣車は、本物の街宣車に完全に包囲された。街宣車には、おどろおどろしい漢字が大たい書しよされ、近づきがたい雰ふん囲い気きがある。東とう丈じよう会かいの息のかかった連中であろう。


    　音楽が止まった。


    　そして構成員とおぼしき人間が、車内から拡声器を使い、ガラガラ声を響かせる。


    「貴様ら！　だれに断ってやってるんだ！　おお!?」


    　莉音は拡声器を受け取り、声がする方向へ向けてさけぶ。


    「おまえらこそ何だ！　そうかなるほど、おまえらもいっしょに天下国家とＧＬＫアカデミーを糾弾しようというのだな!?　ならば正義のため言論のため、参加を歓迎する！」


    「なんだとぉ！　めちゃくちゃな話を言うなぁ！」


    　彼らから、地じ団だん太だ踏んだような声。


    「その意気やよし！　同志諸君、いっしょにＧＬＫアカデミーの不正と戦おうではないか！」


    「粋いきがってんじゃねえ！　貴様ら、だれに向かって言っているのかわかってんだろうな!?」


    「だれとはだれだ!?　はっきりと言えー！」


    「てめぇらぁあああ！」


    「東とう丈じよう会かいのことかー！」


    　莉り音おんが声を張り上げた瞬間、まわりの街宣車から特攻服のようなものを着込んだ男たちが飛び出し、大挙して襲いかかってきた。目の色を変えてなだれ込んでくる。


    　莉音は即席街宣車からひょいと飛び降りて、躍り込んでくる男たちをつぎつぎと投げ飛ばす。


    　すぐに俺たちの監視のために配置されていた警官までなだれ込み、さらには街宣車の最後尾についていた警察車両からも警官が参戦してきた。


    　恒こう太たも飛び降りてきて、あたりの混乱に加わってくる。


    　軍事訓練以来、恒太には妙な自信だけでなく、行動力までついてしまったようだ。


    　しまいには、柚ゆずさんまで棒きれのようなものをかかげて、あたり構わず振り回した。


    　もみくちゃになりながら、俺は沙さ織おりを即席街宣車のうしろに下がらせ、柚さんや恒太がケガをしないように連中の攻撃をさばいていった。莉音にはかなわないまでも、俺には莉音指導による武道の心得はある。


    　そんな騒乱の最中、俺たちの街宣車のドアが開いたかと思うと、雇やとっていた大学生アルバイトが脱だつ兎とのごとく逃げ出していく。


    　喧けん噪そうは野や次じ馬うまや学生たちをも押し倒し、ＧＬＫアカデミーまえの目抜き通りは大混乱につつまれた。


    



    
      ◇

    


    



    　街宣車騒動の数日後、俺と莉音は銘めい広こう社しやの社長室へおじさんを訪ねていた。


    　あの騒動の後、混乱を収しゆう拾しゆうした警官たちに警察署へ連れて行かれ、俺たちは長時間にわたる事情聴取を受けていた。


    　しかし、俺たちが未成年で、しかも最初に実力行使におよんだのが相手側のほうだったこともあり、それ以上の叱しつ責せきはなかった。


    　くわえて、向こうの団体が東丈会の準構成員や息のかかった相手だったということも、俺たちに有利に働いた。なかには、莉音に投げ飛ばされ軽傷を負ったのに、逆に留りゆう置ち場じようにぶち込まれてしまったメンバーもいるらしい。俺はすこしばかり彼らに同情した。


    　社長室のソファで向かい合うおじさんは笑顔で口にする。


    「取引先にはすべて、新会社『銘めい広こうアド』のほうへ取引口座を移行してくれるようお願いしてまわったよ。二、三渋しぶった取引先もあったけど、大口はぜんぶだいじょうぶだ」


    　おじさんの笑顔にはあかるさがもどった気がした。取引口座の移行が予想よりもスムーズに進んだためであろう。


    　旧会社『銘広社』から、新規に設立した『銘広アド』へ、銀行借り入れ以外の取引を、すべて移し替えるのだ。銀行はいままでの借入金について、銘めい広こう社しやへ回収を迫っている。だからこそ、金融機関と有利に交こう渉しようを進めるために、銘広社には銀行だけを残すことにしたのだ。


    　莉り音おんも笑顔でうなずく。


    「うん、それは良い結果ね。テレビ局やラジオ局のほうはだいじょうぶ？」


    「局のほうは、今までの残金を全額支払った上でなら良いと、了解してもらえた」


    「そう。ＧＬＫアカデミー以外の売うり掛かけを回収して、局のほうには支払えるかしら？」


    　広告代理店にかぎらず、普通に営業している企業なら、ある程度の売掛をかかえている。


    　売掛とは、すでに仕事が終わっていて、いずれ入ってくる予定の売上金のことだ。いわばツケのようなものである。たとえば革命部で莉音がパソコン機器をお金を払わず仕入れ、一か月後にお金を支払ったこと――それが企業側から見れば売掛となるのだ。


    「ああ、それはだいじょうぶ。売掛で二〇億は入ってくるから、局のほうには全額払った上で、一〇億ほどの現金も確保できるだろう」


    「なるほど。じゃあ旧会社銘広社には一〇億円の現金と、一七億円の銀行借り入れが残るというわけね」


    　莉音の言葉に、俺がうなずいて口にする。


    「新会社にすべての取引関係を移せば、新会社は一気に無借しやつ金きん経営か。旧会社には、銀行への借金だけがのこるってわけだ。……差し引き七億円のマイナス……もし一三億円が回収できてれば、六億円の黒字だったってわけだな」


    「うん、今のままじゃ七億円のマイナスね」


    　莉音は手帳を取り出して破き、銘広社の状況をメモしていく。


    



    ■売上合計


    　売掛金　二〇億円


    　ＧＬＫアカデミー売掛金　一三億円


    



    ■支払合計


    　支払残　一〇億円


    　銀行借り入れ　一七億円


    



    　莉音はうなずいてつづけた。


    「銀行はおじさんが説得するのよ。事情を話して借金額を減額させたり、支払いを長期分ぶん割かつにしてもらったりする交こう渉しようは、おじさんじゃなくちゃできない。こういうのは誠意を見せるのが大事だから」


    「わかってる。銀行が借金を回収しづらくした上で、あえて誠意を見せるわけだな」


    「そうそう。日本の商売は誠意ってシロモノが大事だからね。でも万一決裂したら、戦争覚悟で私が代わりに交こう渉しようしてあげる」


    　売上と支払いの差し引きで、銘めい広こう社しやは七億円の損失。


    　しかし、もしＧＬＫアカデミーから代金を回収できれば六億円の黒字。


    　そして銀行借り入れ一七億円を、銘広社が破は綻たん寸前だからという理由で銀行と交渉すれば、負ふ債さい額を圧縮できる可能性があるというわけだ。


    　俺は口を挟む。


    「こんな強引な清算に、誠意もなにもないと思うけどな。ある日とつぜん銘広社がモヌケのカラじゃ、銀行はぶったまげるだろう」


    「日本は金融機関が保護されすぎてるから、ちょうどいいお仕置きよ。できるだけ怒らせないように、あの手この手で泣き落としてね、おじさん」


    「ああ、命がけで交渉しよう」


    「あとは、ＧＬＫアカデミーから一三億のうち、いくら回収できるかね。回収できた分を銀行に回せばいいの。自宅の担たん保ぽを外すのを最優先にして、それ以上、銀行には簡単に払ってあげないから」


    「了解だ。銀行からの借しやつ金きん額、可能なかぎり減額してもらうよう交渉してみるよ」


    　ちょうどそのとき――。


    　とつぜん、窓まど際ぎわのガラスがはげしい音を響かせて炸さく裂れつした。


    　――銃声だ！


    　社長室内に、耳をつんざく高音が響く。


    「伏せて！」


    　莉り音おんがさけんだ。


    　おじさんは呆ぼう然ぜんとしていたから、俺と莉音で引き倒すようにして、三人で地面に伏した。


    　つづけざまに二発目が炸裂する。別のガラスを弾はじき飛ばし、弾丸が部屋の壁にめり込む。


    「だいじょうぶよ。威い嚇かく射撃だから。流れ弾だまに当たらないように注意」


    　さらに三発目が、割れたガラス窓から部屋内の書棚を直撃する。


    　四発目は部屋に届かず、キーンと高音を響かせてビルのコンクリートに弾き返されたようだった。


    　おじさんは地べたに伏せたまま目を見開く。


    「なッ、何なんだこれは!?」


    　ノックもなしで社長室の扉が開き、数名の社員が飛び込んでくる。


    「社長!?　何があったんですか？」


    「危険だ！　入ってくるな！　警察を呼んでくれ」


    「は、はい！」


    　部屋一面に飛び散ったガラスの破片に息をのんだ社員たちは、あわてて引き下がっていく。彼らが連絡すれば、すぐに警官が飛んでくるだろう。


    　しばらく静せい寂じやくがつづいた。


    　襲撃は、どうやら終わったようである。


    　ブラックフォースワンでは連夜にわたってさんざん銃撃の音は聞いていたから、パニックを起こす程ほどではなかったが、怖いものは怖い。


    　俺はあたりをうかがいながら、ゆっくりと片ヒザをついて立ちあがる。


    「おいおい、マジで日本なのかこれは……」


    　肩をすくめて言うと、莉り音おんは立ちあがりざまニヤリとしてみせた。


    「そう来たか。あっちも困ってるってわけね。こっちもガンガン行きましょうか」


    



    
      ◇

    


    



    　大挙してやってきた警察は、ホコリひとつ逃のがさないといった様子で社長室の現場検証を始めた。


    　鑑かん識しきや出入りの刑事だけで二〇人はいるだろうか。ビルの周辺に配置された警官を含めれば、もっといるだろう。負傷した人間はだれもいなかったが、その割りに念の入った警備である。


    　銘めい広こう社しやの社内は騒然として仕事もできない有様になった。


    　騒動を嗅かぎつけたマスコミ――警察からリークを受けたのであろうマスコミが、ちらほらとビルまえで撮影を始めている。


    　俺と莉音も現場に居合わせたということで簡単な事情聴取に応え、それからすぐに銘広社をあとにした。


    　詳細な顛てん末まつはおじさんに任せればいいだろう。おそらくこの犯人は捕まらない。


    　こちらの被害はガラス窓と、一週間ほど社内が浮き足立つというところだろうか。ややもすれば恐れをなして辞める社員が出てくるかもしれないが、一三億円を回収することと比較すれば、いかにも小事である。


    　それにしても、ここ数日はずいぶん警察の厄やつ介かいになるものだ。


    



    
      ◇

    


    



    　ＧＬＫアカデミーまえの目抜き通り。


    　ふたたび俺たちは即席の街がい宣せん車しやで繰り出し、演説を繰り広げていた。


    　警官だけでなく、今日はすでに右翼もあたりを取り巻いている。場は一触即発の空気につつまれていた。


    「みんな聞きなさい！　なんと先日の日本国家とＧＬＫアカデミーへの抗議行動の後、我われ々われに銃弾が撃ち込まれた！」


    　莉り音おんがさけぶと、俺たちの間近までやってきた学習塾のでっぷり太った男が、顔をゆがめて口にする。


    「おまえらぁ……意味がわかっていないようだな……」


    　しかし莉音は構わずつづける。


    「これは由ゆ々ゆしき事態である！　日本政府とＧＬＫアカデミーには、根深い暗部があることを明白に物語っている！　撃ち込まれた銃弾はトカレフ製！　四発も撃ち込まれた！」


    　怒りをみなぎらせてあたりを取り巻いている構成員たちが、俺たちに対して、ごうごうと非難の大合唱をした。


    　しかし先日の警察沙ざ汰たでは、警察は俺たちよりも右翼側にきびしく当たったため、今日の彼らはすこしばかり慎しん重ちようだ。あくまで言葉だけの応おう酬しゆうに終始している。


    「てめぇら！　いい加減にしろや！」


    「我々は政治活動を行おこなっているのである！　なにをいい加減にするというのか、答えろ！」


    　莉音が反撃すると、右翼も声を張り上げる。


    「盾たて突ついてんじゃねえぞ！　雑ざ魚こどもが！」


    「盾突く？　だれに？　だれか明確に答えろー！」


    　莉音の挑発に、男たちが怒りを露あらわにする。


    「てめぇっ！」


    「東とう丈じよう会かいのことかー！」


    　その瞬間、ふたたび男たちが街がい宣せん車しやから飛び出してなだれ込んできた。あたりの警官も交まじえての、ほとんど暴動である。


    　ＧＬＫアカデミーまえの大騒動は、夕方に全国ネットでニュース配信された。


    



    
      ◇

    


    



    　部室でおりおんクローズ事業の計画を煮詰めている最中のこと。


    　莉音の携帯に電話が入った。真剣なおももちだから、重要な案件だろう。


    　すぐに携帯を切った莉音は顔を上げた。


    「みんな、仕事は一時中断。行くわよ」


    「どこへ？」


    　俺が聞くと、莉音は席を立ちあがりながら応じる。


    「銘めい広こう社しや」


    「お父さんに……何かあったの？」


    「ＧＬＫアカデミーから、お金払ってくれるって連絡があったんだって」


    「ほ……本当……？　莉り音おん、ありがとう……。私、もうお家うちに住めないんじゃないかって……」


    　感きわまったように沙さ織おりは言った。


    　柚ゆずさんが拳こぶしをにぎりしめて口を開く。


    「沙織さん、良かったですね！　みんなで戦ったおかげです！」


    「うん……柚さん、ありがとう……。それから、恒こう太たもありがとう……。本当に、ありがとうね……」


    「礼にはおよばん。まさに予言通りだった。俺にはお告げがあったのだよ。あの晩、見上げた夜空に輝くオリオンの星がすべてを語っていた……。今日、円満に解決することは俺だけが知っていたのだ」


    　あいかわらず恒太は尊大だが、今日だけは大目に見てやってもいい気がした。沙織もそう思っているはずである。


    　なぜなら沙織の家の危機と知って、率先して街がい宣せん車しやでさけびつづけたからだ。もっとも、演説内容は自分のＰＲだったが。


    「ちょっと待ちなさい。まだ安心するのは早いわよ。だから、これから出かけるの」


    　一仕事終えた気分の俺たちに、莉音はクギを刺してくる。


    「いいこと？　相手のバックは東とう丈じよう会かいなのよ？　銃弾まで撃ち込んで警告してきたのよ？　こんなに早く解決するかしら。私は抗争になるくらいのことは覚悟していたのに……」


    「考えすぎじゃないか？　あそこまでやられたら、ＧＬＫアカデミーの営業に多大な影響が出る。向こうも損得を考えて、うちとだけは和解しといたほうがいいと考えてもおかしくない」


    　俺が言うと、莉音は首をかしげた。


    「そうだったら良いんだけど……」


    



    
      ◇

    


    



    「お金は払うから、ここまで来いってさ」


    　俺と莉音は、おじさんが差し出してきた紙きれをのぞきこんだ。


    　ふしぎに思った俺が言う。


    「ＧＬＫアカデミーの本社住所じゃないですね」


    「うん。だが、今までどうにもならなかったところに、はじめて手て応ごたえが見えた。それもこれも、ぜんぶみんなのおかげだよ。まさか仕事で君らに助けられる時代がくるとは……うれしいような悲しいような……」


    「ククク、おじさん、こまったときにはいつでも頼ってくれ。株式公開でもヤクザとのケンカでも、娘の婚活であろうとも。他で仕事を受ければ一時間五万円のコンサルタント料は下らないこの春かす日が恒こう太ただが……おじさんなら特別に無料で引き受けてあげよう」


    　恒太の軽口にツッコミを入れるのは、しばらく俺が代わりをつとめなくてはならない。


    「よく言うよ。株式公開もヤクザとのケンカも、すべて莉り音おんがやったことじゃないか」


    「これだから経営の素人しろうとはこまる。俺が鉄てつ壁ぺきのディフェンスを誇ったからこそ、莉音がオフェンスに専念できたのだよ。Ｆ○[image: ]でいえば俺がスノウ、莉音がライトさんだ……おっと、少年には難しすぎるたとえだったな。巳み継つぐもそろそろ嫉しつ妬とはやめて、大人になって欲しいものだ」


    　――ったく。どうしてこうホラばかり吹けるんだよ……。


    　この場では恒太の大口は問題ない。俺たちは子供のころから互いの家を行き来する仲だから、おじさんは恒太のことをよく知っている。


    「これ……住所が江こう東とう区東とう丈じようよね……。うーん、あまり芳かんばしい話じゃないかな」


    　紙を見ていた莉音は、俺とおじさんを交互に見つめる。


    「じゃあ私と巳継、おじさんの三人で行きましょう。沙さ織おりと恒太と柚ゆずちゃんは部室に戻って」


    　皆それぞれうなずいた。


    　莉音はメモ帳を取り出し何かを書きつける。そのページを莉音は破いて、沙織に手渡した。


    「もし今晩二〇時まで、私たちと連絡が取れなければ、すぐジリヤに連絡しなさい。ジリヤの名刺のほうじゃなく、こっちにね。緊急用の直通コールだから、二四時間いつでもＯＫよ」


    「う、うん……」


    　沙織はコクリとうなずいた。


    「あとはそうね……警察にも一報しといたほうがいいかしら……。じゃあ沙織、頼むわね」


    「り、莉音……お願いね……」


    　不安げな口調で沙織は言った。


    



    
      ◇

    


    



    　目の前の建物は威風を備えていた。


    　見事な和風建築の豪邸は、通常より高い土壁が張り巡らされ、要所要所に監視カメラが設置されている。大きな木製の門は、いかにも仰ぎよう々ぎようしい威容を備えていた。住宅街にひっそりとたたずむ城じよう塞さいのようだ。


    「こ、これは……」


    「おいおい、ここって……」


    　おじさんと俺は、邸宅の門前に立って息をのんだ。


    　豪邸のまえの街路には、すこし離れたところにスーツを着た男がふたり。なぜか俺たちをジロジロと監視しているふうだった。


    　一見、東とう丈じよう会かいの門番なのかと思ったが、雰ふん囲い気きがどうも違う。それに第一、邸宅を守るなら門のまえに陣取るはずだ。あれは、東丈会を見張る公安警察の日常業務にちがいない。


    「やっぱりか。東丈会の本部事務所ね。街がい宣せん車しやを繰り出しての嫌いやがらせは逆げき鱗りんにふれたみたい。というか、メンツに関わることでしょうね」


    「そんな他ひ人と事ごとみたいに言ってる場合か。帰れないかもしれんぞ」


    　俺が莉り音おんを見やって言うと、おじさんが俺たちを押しとどめてくる。


    「いや、俺だけで行こう。君たちに危険なことはさせられない。莉音ちゃんと巳み継つぐくんは待っていてくれ。もし俺が帰って来なければ警察を頼む」


    「おじさん、世界中を冒険してきた私には、こんなものはへっちゃらよ。さあ、行きましょう。私たちの大冒険へ」


    　莉音はそう言ったかと思うと、備え付けられているチャイムすら鳴らさず、勝手に門を押し開いた。
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    　奥座敷へ案内されると、なんと構成員たちが左右にズラリと整列して待っていた。総勢二〇人ほどが、座敷の両側で軍隊のように直立不動の姿勢を取っている。


    　その中央、胡坐あぐらをかいて座ざ布ぶ団とんに座っている男がふたり。


    　白髪で着物姿の老人と、グレーのスーツに身をつつむ四〇代後半くらいのビジネスマンふうの男。


    　老人は口元を引き結び、目を閉じたままだ。一方、ビジネスマンふうの男はヘビのような目つきで俺たちを捉えていた。


    　パフォーマンスであることを、頭では理解している。それでも俺は、両足がガクガクと震ふるえるのを禁じ得なかった。


    　堂々と莉音が中央に置かれた座布団に座ったので、俺とおじさんもそれに倣ならって左右に座る。


    　すぐにサラリーマンふうの男が口を開いた。


    「東丈会、若わか頭がしらの木き島じまだ。なんで呼びつけられたか、わかってんだろう？」


    　木島は俺たちをにらみすえたまま、ドスの利きいた声で言った。


    　俺とおじさんはすくみ上がった。日本で二番目に大きい暴力団――東丈会の本部という場の雰囲気と、はじめて間近に見る暴力団の凄すごみは、俺を凍りつかせるのに十分だった。


    　本物は、想像を超えて恐ろしい。


    　手のひらに脂あぶら汗あせがべたつく。


    　しかし莉音だけは何食わぬ顔で構えていた。


    「それ、まちがい。呼びつけられたんじゃなくて、回収に来たの」


    　すかさず莉り音おんが訂正すると、とつぜん、左右に整列していた男たちが身を乗り出すようにしてさけんだ。


    「なんだとこの野郎！」


    「てめぇ、殺されてえのか！」


    「埋めてやるぞアマぁ！」


    　耳の鼓こ膜まくが破れそうなほどの声量。


    　俺のノドはカラカラに渇いていた。


    　莉音は態度を変えない。


    「それから銃弾四発、ありがとう」


    　木き島じまは鼻を鳴らした。


    「……知らんな」


    「壊れたガラス代は請求しないでおいてあげる」


    　莉音の言葉に、紳士的に見えた木島が、烈火のごとく豹ひよう変へんした。


    「知らねえっつってんだろうがッ！」


    　木島は腕を振り上げ、目の前のテーブルを盛大に叩たたいた。鈍にぶい音が響きわたり、そして一瞬の静せい寂じやくが訪れる。この落差が、怖い。


    　それでも莉音は声音を変えずにつづける。


    「ところで、ＧＬＫアカデミーの支払いだけど、東とう丈じよう会かいさんで払ってくれるということかしら？」


    「なんでウチがどこぞの会社の借しやつ金きん払うっつんだ！　姉さんよう！　つけあがるのも大たい概がいにせいや！」


    「芝居はやめましょう。うちは一三億を払ってもらえれば、それでいいから」


    　淡たん々たんとした莉音に、ふたたびまわりのヤクザたちが怒声をあげる。


    　男たちは俺やおじさんを乗りこえるようにして莉音まで近づき、雁がん首くびを突き出して息巻いた。座敷のいちばん奥にたたずむ男は、どこから取り出したのか、日本刀をサヤから抜き出してこちらを細目で見すえている。


    　もし俺なら、いや普通の人間なら、この状態だけで完全に降こう伏ふくしているはずだ。しかし莉音は動じることなく、男たちから飛ぶ唾つばに、わざとらしく顔をしかめてみせた。


    　木島が莉音に身を乗り出すと、示し合わせたようにまわりの男たちは一歩退しりぞいた。


    　そして木島はしずかに、しかし威圧する声でささやきかける。


    「姉さん、わかってやってることだろうな？」


    「なにを？」


    「あまり俺たちを舐なめないほうがいい」


    「舐めてないわよ。ただたんに、仕事したお金を払えと言ってるわけ」


    「仮にだ、姉さん本人が自殺志願者だったとしても……姉さんの家族、それから親しい人、まだ死にたくない人は多かろう」


    「あなたにだって、いるでしょう？」


    　明々白々な挑発だった。


    　どこの世界に、暴力団の恫どう喝かつに挑発で返す女の子がいるというのだろうか。


    　寸すん刻こく、事態を把は握あくしきれなかったのだろうか、座敷は静せい寂じやくにつつまれた。


    　だがつぎの瞬間、男たちはまたも目をむいて莉り音おんに乗り出し、つかみかからんばかりにがなり立てる。その勢いは、言葉や顔つきだけで相手を殺せるのではないかと思えるほどすさまじかった。


    　俺とおじさんは座ざ布ぶ団とんから大きく身をそらすように退しりぞき、今にも逃げ出さんばかりに狼ろう狽ばいした。


    　しばらく男たちは莉音へ向けて騒ぎ立てつづけた。


    　中央に鎮ちん座ざしていた白髪の老人が目を見開き、ゴホンと咳せきをする。


    　すると、急にビクンと身を震ふるわせた男たちは、一いつ糸し乱れず左右に引き下がった。同時に、木き島じまも老人の隣に戻る。


    　木島は若わか頭がしら――つまり東とう丈じよう会かいのナンバー２だ。


    　そんな男が老人を立てるということは、この老人は東丈会のトップにちがいない。
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    「姉さん、これが最後の忠告だ。やんちゃはほどほどにしておけ。人生を台無しにしたくないなら……な」


    　木き島じまや構成員たちとちがい、老人の口調には、どこか暖かみのあるような、それでいてこの場を楽しんでいるような含みがあった。


    「御ご託たくはいいから払いなさいよ。他のところはどうでもいいし、ＧＬＫアカデミーがフロント企業だってこともどうでもいい。だけど、私たちにだけは払ってもらう」


    　フロント企業とは暴力団が実質的に経営している会社のことだ。表面上は一般企業のようによそおっているから、なかなか見分けがつかない。


    　唐とう突とつに、老人は笑い出した。


    「ははは、おもしろい姉さんだ。下へ手たなうちの組員よりも度胸が据すわっている。もし男だったら、うちにスカウトしたいところだな」


    「それはどうも。あなたたちのこと、そんなにきらいじゃないわ」


    　老人は楽しげに木島へ目配せした。


    　木島はうなずき返し、莉り音おんへ向けて口にする。


    「……払おう」


    「へぇ……信じてもいいのかしら」


    「だが一億円だ」


    「それならお断りよ。全額一三億を払ってもらう」


    「クッ、ハハハハハハ！」


    　木島は吹き出すように笑い、つづけた。


    「交こう渉しようは決裂だ。今すぐ帰れ」


    「戦争の継続ね。こっちも本気で行くから」


    　そんな捨て台詞ぜりふを吐いて、莉音はゆっくり立ちあがった。


    　そして俺とおじさんを促す。


    「さ、行きましょう」


    　一連のやりとりで俺は、なかば帰れないかもしれないと思っていたが、これで出られそうである。


    　俺は震ふるえるヒザに力を込め、手をついて立ちあがった。


    　そのとき、俺に向けて老人が声をかけてくる。


    「……ん？　小こ僧ぞう、よく見たら、どこかで……」


    　俺の代わりに、莉音がすかさず応じた。


    「ああ、この子は速はや水みの社長。ニュースで話題になってるし、わかるでしょ？」


    「なに？　どうしてこんなところにのこのこやってきた？」


    「街がい宣せん車しやで不正を糾きゆう弾だんするって演説した通りだけどね。私たちは正義を貫つらぬく人間なの」


    　そんなふうに莉り音おんは言い放ち、冗談めかしてペロリと舌を出した。


    　――何が正義だよ……。俺たちにだけ返せと言い切ってるくせに。


    　しかし、この状況に動じてもいない莉音に、あらためて俺は尊敬の眼まな差ざしを向けた。
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    　銘めい広こう社しやの社長室に戻ると、沙さ織おりたちが待っていた。


    　交こう渉しようが終わったことを携帯で伝えていたのだ。


    　沙織が席を立ち、心配そうに駆け寄ってくる。


    「だいじょうぶだった!?」


    「回収は失敗よ。戦争になるから」


    　莉音の言葉に、なぜか恒こう太たはニヤリとした。


    「アメリカで賞賛されたこの俺の実戦経験の腕前、今ここに披ひ露ろうしようではないか」


    　ブラックフォースワンのことなら、あれは実戦ではなく訓練だ。


    　仮にアレが実戦だったとしても、今は武器がないのである。俺たちは素す手でで格闘戦の訓練を積んだわけではない。


    「おまえなぁ……昼間は『今日、すべてが円満に解決することは、俺だけが知っていた』とか言ってただろ……」


    「俺が表舞台に登場すること、それを解決と言わずしてなんと言おう。……俺のギガスには見える！　ヤクザどもがひれ伏す姿が！」


    　――だめだ、俺では恒太へのツッコミが弱い……。


    「もういいんだ莉音ちゃん、回収はあきらめるよ。危険すぎる。東とう丈じよう会かいには今すぐ、回収はあきらめると詫わびを入れたほうがいい」


    　自分のデスクまえのチェアに腰掛けたおじさんは、ネクタイを緩ゆるめながら言った。


    　しかし莉音は降こう伏ふくするつもりなどサラサラないようだ。


    「だいじょうぶよ、おじさん。東丈会構成員八〇〇〇人。でもね、こっちはすぐにでも歴戦の傭よう兵へい五〇〇人は動員できるから。負けやしないわ」


    「それに、私たちもいるんです。武器の扱い方とか、たくさん学んできましたぁ。だから、勝てると思うんです。私たち、革命家ですから！」


    　――あの……だから、武器、ありません。


    　大事なことなので柚ゆずさんに説明しておこうと思ったが、しかしほこらしげな柚さんの様子に、俺は突っ込むのをあきらめた。


    　莉音は俺を指差し、命じてくる。


    「巳み継つぐ、ジリヤに手付けとして五〇〇〇万円支払っておきなさい」


    「あ、ああ……。しかし戦争って……ほ、本当に正面切って戦うことだったのか……？」


    「当然でしょ。寄よ越こす兵隊はブラックフォースワンの社員一〇人。それから日本の刑務所行きを覚悟できる軍人を一〇〇人、世界中からかき集めるように伝えなさい。万一刑務所に入ったら、家族に日本円でプラス一〇〇〇万のボーナスよ」


    　――刑務所行き覚悟の軍人一〇〇人……いくらなんでも正面突破すぎやしないだろうか……。


    　あまりの事態に俺は失笑した。


    　とにかく、ここまで来たらやるしかない。
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    「沙さ織おりはどうした!?　まさか俺の焼き肉弁当を盗み食いしてるのではあるまいな……」


    　部室のリビングでコスプレショップの商品登録作業をしていた恒こう太たが、眉まゆをひそめて口にした。恒太は俺に代わって、今ではコスプレショップの運営を担当している。といっても、作業内容はすべてマニュアル化していたから、だれでもできることなのだが。


    　業務の合間をぬい、沙織は近所のコンビニへ食べ物を買いに行っている。弁当の買い出しに行くのは持ち回りで、今日は沙織の当番だった。


    　銘めい広こう社しやの火か急きゆうといえど、街がい宣せん車しやを駆り出しているのは週に二回ほどだ。ＧＬＫアカデミーは、土・日や平日の夕刻がいちばん生徒数が多いので、そのタイミングを見計はからってしかけるのである。


    　莉り音おんが言うには、こういうことは緩かん急きゆうをつけたほうが効果的だそうだ。連日連夜にわたって騒ぎ立てるより、いつ来るかわからないくらいのほうが相手の心理的ダメージが大きいものらしい。


    　俺はパソコンから顔を上げ、恒太に応じる。


    「たしかに遅いな。出かけてから、もう三〇分は経つぞ」


    「だいじょうぶですよ。私も途中でお腹なかが空いたら、つまみ食いしちゃうんです」


    　ペロリ、と柚ゆずさんは舌を出して言った。


    　柚さんはパソコンに向かって、ものすごい速度でプログラムをかきつけているところである。今にもキーボードが壊れそうなくらいのスピードでカタカタと打ちまくっていた。莉音に命じられて、おりおん事業の仕事に取り組んでいるらしい。


    　恒太は赤い左目を押さえながら言う。


    「腹が減りすぎて、このままでは奥おう義ぎの発動ができん。この俺が統治するコスプレショップがとどこおったら、革命部は一巻の終わりだ！」


    「はいはい、そうですね……」


    　俺はため息をついて言った。


    「おかしいわね。ちょっと見てくるから」


    　ガタリとイスから立ちあがった莉り音おんは時計を見やる。


    　ちょうどそのとき……莉音の携帯が鳴った。


    「もしもし」


    　すぐに莉音の顔色が変わった。


    「沙さ織おりがさらわれた！　おじさんのところに電話あって、手を引けって！」


    「なんだって!?　東とう丈じよう会かいか!?」


    　俺は立ちあがりざまさけんだ。


    「相手は名乗らないらしいけど、それしかないでしょ！」


    　すかさず恒こう太たと柚ゆずさんも飛び上がる。


    「巳み継つぐ、案内しろッ！　沙織を救出するぞッ！」


    「大変です！　助けなくちゃって思います！」


    　俺はふたりにうなずき、先頭に立ってリビングを飛び出した。


    　恒太と柚さんが俺の後についてくる。


    「ちょ、ちょっと君たち待ちなさい！」


    　莉音がうしろからさけんだが、俺は構わず玄関から外へ駆け出した。


    　東丈会の本部に行ったことがあるのは俺と莉音だけだ。


    　本部に沙織がいるかどうかすらわからない。しかし行く当てがそこしかないのだから、行くしかない。


    　全力で大通りまで走った。


    　もう腹が減ったどころの話ではなかった。


    　俺と恒太は身を乗り出してタクシーをつかまえ、滑り込むようにして乗り込んだ。


    　鈍どん足そくの柚さんはうしろを走っていたが、構っている暇ひまなどない。


    　柚さんの息の切れた声が聞こえる。


    「まっ、待ってください～」


    　だが、待っている余裕はない。


    　それに、柚さんにまでヤクザ事務所に突撃させたら、逆に人ひと質じちに取られてしまうだろう。柚さんには部室に戻ってもらったほうがいい。


    　運転手に俺は早口で行き先を告げ、タクシーはスムーズに走り出す。


    　向かうはもちろん、江こう東とう区東丈だ。
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    　東とう丈じよう会かい本部事務所まえ。


    　路上には監視役の公安警察らしき人物がひとり突っ立っていて、他には門のまえにスキンヘッドの男がひとり。いかつい体付きに白いスーツを着込んでいる。


    　門番だろうか。


    　先日来たときにはいなかった。沙さ織おりを連れ込んだ後の用心のために配置しているのかもしれない。


    　タクシーを降りるや否いなや、俺は所在なげに突っ立つ男へ向けて一息に駆けた。


    　突進する俺に門番は目を見開き、あっけに取られている。


    　難なく間合いに入り込んだ俺は、すかさず正拳突きを、みぞおちに喰らわせた。


    「ぐ……」


    　門番は身をくねらせた。


    　その瞬間を見計らい、門番の顎あごを目がけて俺は腕を払う。


    　――クリーンヒットだ！


    　会心の手て応ごたえに、俺は内心ガッツポーズした。


    　顎への強烈な振動は、どんなに肉体を鍛きたえ上げていても、脳のう震しん盪とうに陥おちいることを防げない。


    　瞬時、門番はよろよろと後退する。そのまま白目をむき、ばたりとくずれ落ちた。


    　これでも一対一の対決なら、ヤクザに引けを取らないだけの自負はある。今までさんざん、莉音に武道を叩たたき込まれてきたのだ。


    　振り返ると、恒こう太たが立ちすくんでいた。よく見れば、膝ひざが震ふるえている。


    　当然だ。


    　衆しゆう人じん環かん視しの下もと、街頭で演説するのとはわけが違う。なにせここは暴力団の本部事務所なのだ。いくら空気の読めない恒太でも、ビビるに決まってる。


    「恒太はここで見張っていてくれ！　何かあれば莉音に連絡を頼む！」


    「なにを言う！　沙織がさらわれたんだぞ!?　俺たちが行かずして誰が行く！」


    「いいから恒太はここで待ってろ！　身動きが取りやすいほうがいいんだ！」


    　本当はふたりのほうがいい。戦力にならなくても、奇襲をかけるなら、足止めをしてくれる戦力は欲しい。


    　それでも、震える恒太を突っ込ませたくはなかった。捕まればタダでは済まない。


    　だが恒太は邪じや念ねんを払うように首を振り、倒れるヤクザを乗りこえて門に手をかけた。


    「だ、だいじょうぶだ！　俺はアメリカでの訓練以来、教官からトレーニングのメニューをメールで送ってもらい、欠かさずこなしている。本当だ！　巳み継つぐ、行くぞッ！」


    　いつになく真剣な恒太を見て、一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまったが、なるほど、そういうことなら、わかった。


    　目を合わせ、うなずき合いながら、俺と恒太は重厚な門を押し開く。


    　東とう丈じよう会かい本部の庭へ躍り込むと男が三人。


    「何だッ、おまえら！」


    　いちばん近くにいる男が俺たちを見てさけんだ。


    　凄すごみを利きかせているが、唐とう突とつな出来事に困こん惑わくしているふうである。まさか日本中探したって、暴力団事務所に攻撃をしかけてくる高校生などいまい。


    「巳み継つぐッ、この俺が囮おとりになってやる。早く行け！」


    　恒こう太たの言葉に、すかさず俺はうなずいた。


    　俺たちは玄関へ向けて突進する。


    「春かす日が恒太が通る！　道を開けよ！」


    「てめえらッ、ここがどこか、わかってんのか!?」


    　ようやっと襲撃だと気付いたのか、男たちは怒鳴りつつ、俺たちのまえに立ちふさがろうとする。


    　俺はつかみかかってくる男たちをすり抜けるように、全力疾しつ走そうで玄関入り口まで駆け抜けた。いちど来ているから、邸てい内ないの配置はだいたい理解している。


    「俺にケンカを売るとはいい度ど胸きようだッ！　俺の名は春日恒太なのだぞ!?」


    　挑発的な言動のおかげか、ヤクザたちは恒太に躍りかかった。


    　いくらＰＭＣで訓練したとはいえ、恒太にはもともと武道の心得はない。三対一で勝てるとは思っていないはずだ。


    「貴様ッ！　この俺の進軍を阻はばむとは……ぐはぁ！」


    　しばらくして、後方から恒太のさけびが聞こえた。


    　犠ぎ牲せいはムダにはしない。囮になってくれただけで十分だ。


    　うしろは振り向かず、邸内へ突入する。


    　そこで、ちょうどクツを履はこうとしていた男と遭そう遇ぐうした。外が騒がしいので、確認に出ようとしていたのだろう。


    　唖あ然ぜんと俺を見つめる男に気合い一いつ閃せん、正拳突きを繰り出した。


    　出会い頭がしらの攻撃に男は目をむきながら気絶し、壁を背にして尻しり餅もちをつく。


    　俺は土足で邸内に飛び込み、先日やってきた奥の座敷目指して疾しつ駆くした。


    　――この先には沙さ織おりがいるはずだ！　沙織を誘ゆう拐かいするなど、東丈会しかありえない！


    　体内をアドレナリンが駆け巡る。逸はやる気持ちが俺を突き動かしていた。


    　今の俺は無敵にちがいない。もしかしたら、莉り音おんにすら勝てる気がする。


    　廊下では誰にもかち合わなかった。


    　長い廊下の終着点。


    　俺は奥座敷に飛び込んだ。


    　そこで沙織が、座ざ布ぶ団とんの上に行ぎよう儀ぎ良く座っていた。


    　まわりには男たちが座り、取り巻いている。


    　男たちの数は八人。沙さ織おりの写真集を持っている男もいる。なかには、先日の若わか頭がしら――木き島じまも交じっていた。


    　それを見て、俺は我われをわすれて逆上する。


    「おまえらッ！　沙織に近づくな！」


    　無意識で俺は、沙織を取り囲む男たちに向かって咆ほう哮こうしていた。


    　俺の乱入に気付いた沙織は、俺を認めて目を見開く。


    「巳み継つぐ!?」


    「何してるんだおまえら！　離れろ！」


    　俺はふたたびさけんだ。


    　突とつ如じよとして躍り込んできた俺に、男たちは愕がく然ぜんとしつつ腰を上げる。


    　俺は無我夢中で男たちへ突進し、目の前の一人をタックルで弾はじき飛ばした。男は身体をテーブルへ打ちつけ、うめき声をあげる。


    「てめぇ！」


    　別の男がふたり、怒号を飛ばしながら殴なぐりかかってくる。


    　男の拳こぶしをかわすことなど考えず、俺は死にものぐるいで自分の頭を一方の男へ向けて突き入れた。沙織の傍そばへ駆け寄りたい一心だった。


    　ゴツンと鈍にぶい音が部屋に響く。


    　額ひたいに激痛が走るのと同時、目の前の男が「ギャッ」と短くさけんだかと思うと、拳を押さえて片ヒザをついた。


    　拳が俺の額にクリーンヒットしたせいで、逆に拳を痛打したのだ。


    　もう一方の男が俺の襟えり首くびをガッシリと押さえ込んでいた。すかさず男は左フックを俺の顔面に繰り出すも、俺はふたたび身体ごと突とつ貫かんする。そのため左フックは顔面から逸それ、代わりに首筋にヒットした。重い痛みが全身を貫つらぬく。


    　しかし俺はここぞとばかりに男の腕と襟首をからめとり、一いつ本ぽん背ぜ負おいの要領で持ち上げ、叩たたき落とす。


    　脇わき腹ばらに激痛が走った。


    　さらに別の男が、俺の腹部へ蹴けりを入れたのだ。一瞬、前後不覚になりかけたが、それでも気持ちを持ち直して身体をささえた。


    　俺は逆に男の足を抱きとどめ、力任せに押し込んだ。


    　男は片足でささえきれず、俺に縋すがりつこうとする。揉もみ合いになりつつも、前のめりに倒れ伏すようにして男を壁に打ちつけた。頭をしたたかに打った男は、脳のう震しん盪とうを起こしたようにグッタリとなった。


    　俺はしずかに立ちあがって、のこりの男たちへ振り返った。


    　アドレナリンが全身を駆け巡り、どんな痛みも力へ転化するように思えた。


    　沙さ織おりには指一本触れさせない。


    　四人を打ち倒し、のこりは四人。男たちの顔は怒りで満ち、闘争本能を剥むき出しにしている。腰を落とし、今にも俺へ襲いかかろうと狙ねらっていた。倒した四人のように、もう不意打ちまがいは通じない。


    　沙織は座ったまま、あっけに取られたように俺を見つめていた。


    　――勝てる！


    　俺は唐とう突とつに、この男たち全員を倒せると確信した。


    　どうして確信できたのかわからない。天てん啓けいのようなものである。明めい鏡きよう止し水すいの境地があるとするならば、今の俺のことだろう。


    「小こ僧ぞう、死にたいらしいな」


    　背後にひかえていた若わか頭がしらの木き島じまが、真剣味を帯びた口調を響かせる。


    「もういちど言う。沙織に指一本触れるな。でなきゃ俺が、おまえらを殺す」


    　木島に答えたのか、自分でもわからない。だが、なめらかな言葉が自分の口から流れ出たことを知覚する。今の俺は、冷静な興奮状態にあった。


    　俺はしずかに一歩踏み出した。


    　だが――。


    　男たちのなかへ飛び込もうとした矢先。


    　俺の確信は無残に打ち砕かれることになった。木島が懐ふところから悠ゆう々ゆうと拳銃を取り出し、あろうことか沙織の頭に狙ねらいをつけたからである！


    　俺の身体は凝ぎよう固こした。


    　あらゆる決意が一瞬で氷ひよう解かいしてしまうのがわかった。


    　沙織を狙われては手も足も出すことができない。


    　そんな俺の様子を見て取った木島は、拳銃を沙織に向けたまま命じた。


    「動くなよ、クソガキ」


    　ただ、うなずくことしかできなかった。


    　もう言葉が勝手にあふれ出てくるようなこともない。


    　地面に足が吸いついたように、そこに立ち尽くすことしかできなかった。


    　男のひとりに木島が顎あごをしゃくると、その男は俺の背後へ回り込んだ。俺は振り向きもせず呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。


    　男が何かを振り下ろしたという直感。


    　瞬間、ガツンと頭の芯しんに衝撃が走る。ヒザがカクンと落ちた。


    「巳み継つぐッ！」


    　沙織のさけび声が聞こえた気がする。
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    　瞼まぶたを開けると、目の前の上かみ座ざには、木き島じまと、先日の老人――東とう丈じよう会かいの総長だろう男がどっしりと腰掛けている。


    　眼光鋭く俺をにらみすえていた。


    　老人は、楽しげだった先日とちがい、ガラリと雰ふん囲い気きが変わっている。目だけで人を圧する気配に、身がすくんだ。


    　――はて、俺は夢でも見ているのか？


    　左右には数名の男たちがひかえ、俺を威い嚇かくするように凝ぎよう視ししている。


    「目が覚めたか？　小こ僧ぞう」


    　木島は憎々しげに尋たずねてきた。


    　俺は壁を背に、座ざ布ぶ団とんに座らされているようだ。


    　拘こう束そくされているわけでもない。


    　ふと沙さ織おりが俺を見つめているのに気付いた。


    　――沙織？


    　暴力団の事務所にいるのをなかばわすれ、沙織の瞳に目が釘くぎ付づけになった。


    　唐とう突とつに。


    　バンッ、とテーブルに手のひらを叩たたきつける音が部屋いっぱいに響いた。


    「おいクソガキ。俺たちを無視するとはいい度胸だな」


    　思わず木島に視線を戻すと、木島は悪党らしい笑みを浮かべた。


    「す、すみません……自分が今、何をやっていたのか、漠然としか思い出せなくて……」


    「悪くない立ち回りだったぞ。さっきのケンカはおまえに追い風が吹いていた。あそこでお嬢ちゃんにチャカを突きつけなけりゃ、痛い目に遭あったのは俺たちかもしれねえ。だが、もしそんなことになっていれば、おまえは長生きできなかっただろうがな」


    「……ケンカ……ですか？」


    　俺は視線を泳がせる。


    　沙織と反対側、すぐ傍そばで床に寝そべる男に目をとめた。恒こう太たである。


    　気絶しているようだった。


    「なぜ恒太が……？」


    　そう口にしたとたん、俺はすべてを鮮明に思い出した。


    　沙織が東丈会にさらわれたのだ！


    　乗り込んでみると、案の定、沙織がヤクザたちに囲まれていた！


    　しかも、つい先ほどまで、俺はこの男たちと闘っていたのだ！


    　とっさに、俺は立ちあがって身構えた。


    　腰を落とし、いつでも応戦する構えを取る。


    　木き島じまも老人も、沙さ織おりまで、ギョッとして俺を見上げてきた。


    　左右にひかえていた男たちが、とつぜん俺のまえに躍り出てきて、無言で俺を取り巻いてくる。一瞬のうちに俺は、屈強な男たちに囲まれてしまう。


    　数にして一〇人以上。


    　先ほどこの場所で戦ったときより人数が多い。いや、多すぎる。


    　さっきは奇襲みたいなもので、個別に相手をしていたから立ち回れたものの、こんな人数から一気に攻撃を受けて戦えるとは思えない。


    　目を閉じ、とっさに考えを巡らせる。正面突破はどうやっても無理だ。


    　俺は、沙織を救出するための作戦を切り替えることにした。


    「お願いします！　俺はどうなっても構いません！　沙織だけは解放してやってください！」


    　大声で、木島と老人に向けて頭を下げる。


    　こうなればもう、ひたすら頭を下げつづけるしかない。足あし蹴げにされようと、暴行を受けようと。


    「お願いします！　俺はどうなってもいいんです！　だから、沙織は……！」


    　恥も外聞もなく、縋すがり付かんばかりに俺は懇こん願がんした。こうでもしないと助けられないと思ったからだ。


    　老人はニヤッと笑って低い声を出す。


    「ならば、ＧＬＫアカデミーのことはもうあきらめろ。小こ僧ぞう、おまえらが踏み込んではならないことはあるものなんだ」


    「……できません！　ですが、俺ならどうなっても……」


    　木島が男たちをかき分け、俺の目の前までやってきて恫どう喝かつする。


    「立場を弁わきまえろやクソガキが！　なんなら、今この場所で殺したっていいんだぞ！　速はや水みの社長だろうが何だろうが、埋めちまえばわかりゃしねぇんだよ！」


    　身がすくみ、ヒザが震ふるえた。


    　それでも、ひるんではいられない。俺と恒こう太たは犠ぎ牲せいを覚悟の上だが、何があっても沙織だけは……。


    　恐怖にとらわれそうな心に俺はムチを入れた。


    　俺を取り巻く男たちのうしろから、老人の声が響く。


    「たかだか一三億だぞ、小僧。おまえはそんな端はした金がねで命を捨てる覚悟があるのか？」


    「たかだか一三億です。東とう丈じよう会かいにとっては端金でも、銘めい広こう社しやにとっては倒産の瀬せ戸と際ぎわ、死活問題なんです。支払っていただけませんか？」


    　ヤクザたちの凄すごみを利きかせる声が、ごうごうと押し寄せる。


    　唐とう突とつに木き島じまが俺の襟えり首くびをつかんだかと思うと、力任せに振り回してきた。よろめき、そのままテーブルに叩たたきつけられる。


    　ふたたび俺をつかみ上げた木島が、今度は床に叩きつけた。


    　それでも俺は無抵抗を通す。この場で抵抗でもしようものなら、皆生きて帰れなくなる。沙さ織おりだけは無傷で生還させねばならないのだ。


    「やっ、やめて……ッ！」


    　沙織の声だ。


    　畳に倒れ伏す俺の上に、涙を流した沙織が覆おおい被かぶさってくる。


    「巳み継つぐに乱暴するのはやめてください……」


    　たどたどしく、しかし必死な声で沙織は懇こん願がんした。ぶるぶると震ふるえているのが伝わってくる。


    　俺は身体を起こし、沙織をうしろに押しやった。


    　ふたたび老人が口を開く。


    「小こ僧ぞう、なんならおまえの要望かなえてやってもいいんだ。そこの娘さんにも帰ってもらうし、一三億も払ってやる」


    「えっ？」


    　意外な言葉だった。


    　地獄の釜かまの底で、天空から差し出された一本のクモの糸のように、思わず縋すがりつきたくなってしまう。
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    「しかしだ……おまえらはやりすぎた」


    　眉まゆをひそめながらつづける。


    「ＧＬＫアカデミーの営業にも支障が出た。警察に事情聴取された組員もいる。見ろ、おまえに気絶させられた組員もいるんだ」


    　たしかに、その通りだ。


    　暴力団相手に、ここまでのことをやってのけたのだから、無事にエンディングをむかえられるわけがない。


    　老人は視線に力を込めた。


    「高くつくぞ。落とし前をつけないかぎり、おまえらに幸せが訪れることはない。永遠にな。おまえの家族、おまえの大切な人、もちろんおまえ自身。俺たちが借りを返せる機会はいくらでもある。世界中どこへ逃げようと俺たちは追っていく。この意味……理解できるな？」


    　ムチャクチャだ。だが、それが彼らの理屈ってものなのだろう。


    　暴力団との抗争は、何らかの手打ちをしないと、いつまでも終わることなどないのだと莉り音おんが言っていた。


    　今この場のケンカで勝利をおさめたとしても、何の意味もない。かならず負ける。


    　なぜなら一般人とのケンカと違って、彼らは勝つまでやめないからだ。奇襲や、身内への恫どう喝かつなど序じよの口くち。勝ち負けのまえに、こちらの精神が参まいってしまう。


    　俺の興奮状態は徐々に醒さめていく。冷静に思考するほどに、がんじがらめの土ど壺つぼにはまる。


    　最初、老人が助け船を出したかに見えたのは、一種の心理戦だったのかもしれない。


    「ど、どうすればいいと……？」


    「落とし前をつけてもらおう。さあ、どうつけてくれるつもりだ？」


    「極ごく道どうの世界のことはわかりませんが……小指でしょうか……？」


    　しかし老人は、俺の提案をはねつける。


    「笑わせるな。……速はや水みで何かおっぱじめるんだろう？　だったら、俺たちにも絡ませろ。それで手を打とうじゃないか」


    「絡ませろ……とは？」


    「速水でしかけることがあるだろう？　それを俺たちに逐ちく一いち報告しろ。それだけでいい。要は……儲もうけさせろということだ」


    　つまりインサイダー情報――内部情報を流せということだろう。本来は経営陣しか知らない内部情報を事前に知ることで、株価が上がるか下がるかがわかる。年商数百億を上げる速水クラスの上じよう場じよう企業のインサイダーなら、一三億程度はあっというまに稼かせげるはずだ。


    「できません……」


    　俺と老人の会話を聞いていた木き島じまが、目をむいて俺を恫喝してくる。


    「てめぇ！　黙って聞いてりゃ好き放題言いやがって！　おまえに選択肢なんてねぇんだよ！　わからせてやろうか!?」


    　まわりの男たちも、いっせいに大声をあげる。


    　好き放題言っているのは俺じゃないと思ったが、しかし彼ら相手に理屈をこねても意味がない。


    「あれもダメ、これもダメ。だったら小こ僧ぞう、どう落とし前をつけるんだ？」


    　老人は、ふたたび同じ質問をしてきた。


    　俺は答えが見つからず、中空に視線を走らせる。何も思い浮かばない。


    「だったら小僧、おまえの腕をもらおう」


    「はい？」


    「腕だ。袖そでを上げろ。なんなら、そのままでもいいが」


    　有う無むを言わせぬ命令口調。拒否することなど許さない、そんな口調。


    　――腕……だって!?


    「持ってこい」


    　老人が男たちに顎あごでしゃくると、ひとりが別室に飛んでいった。


    　すぐに戻ってきた男の手には、一振りの日本刀。


    　鎮ちん座ざしていた老人が立ちあがり、その日本刀を受け取って、俺に向けてゆっくり歩いてくる。その威容は、今までに見たどんな人間よりも研とぎ澄すまされたものに、俺には見えた。


    　老人を見上げ、息をのんだ。


    　ただの年寄りではない。ブラックフォースワンで見てきた軍人たちともまた違う。それはたびかさなる修しゆ羅らの果てに、身にまとった威光……。


    　木き島じまが、跳はね飛ばしていたテーブルを俺のまえに寄せてくる。


    「置け」


    　老人がひとこと口にすると、木島や他のヤクザたちが俺を押さえつけてきた。


    　俺は無理やり腕をテーブルの上に乗せられる。抵抗しようにも、力で一〇人もの男たちにかなうわけがない。


    　――死ぬんじゃないのか腕を切り落とされたりしたら？


    　いや……めちゃくちゃ痛いだろうが、死ぬわけではないと思う。


    　しかし……。


    　テーブルの上に押さえつけられている腕の上に、泣きじゃくる沙さ織おりが身を乗り出してきた。


    「お父さんの会社が倒産してもいいです……。お家うちに住めなくなってもいいです……」


    　ふたりの男が、俺の腕をつかむ沙織を引き離す。


    　沙織は顔をくしゃくしゃにして泣き叫ぶ。


    「私はどうなっても構いません……。だからお願い……やめて……」


    　そんな様子を見て、俺は覚悟を決めた。


    　――なんだ、考えるまでもない。


    　全身の力を抜き、男たちが押さえつけるに身を任せる。


    　老人は、スラリとサヤから刀を引き抜いた。


    　ギラリとした刀の光は、それだけで人を恐怖させる。俺は視線を落とし、刃やいばを見ないようにした。


    　男ふたりに押さえつけられたまま、金切り声で沙さ織おりは泣きさけんでいる。


    　老人は刀を振り上げ、俺を見下ろし問うてきた。


    「小こ僧ぞう、覚悟はいいな？」


    　すかさず大きくうなずく。


    「どうぞ」


    　すると老人は、意外そうな顔をした。


    　これだけの覚悟をするのだから、それに見合う条件を確認しておかなくてはならない。手打ち内容をしっかり確定させておかねば。


    　だから俺は念を押す。


    「これで俺たちと東とう丈じよう会かいとのいざこざは解決。一三億は払ってもらうし、沙織も無事に帰してもらうし、今まで俺たちがしかけたこともすべて水に流してもらう」


    　そう言って、俺は老人から顔をそらしてつづける。


    「さあ、どうぞ」


    　切られる瞬間は見たくない。


    　歯を食いしばる。


    　俺は目を閉じて、その瞬間を待った。


    　……。


    　…………。


    　………………。


    　刀はなかなか振り下ろされない。じらし作戦でもしているのだろうか。


    　俺はおそるおそる薄目を開けて、老人に視線を上げた。


    　日本刀をかかげたまま、老人は口を開く。


    「小僧、おまえの目的はなんだ？」


    「……目的？」


    「やろうとしていることだ。おまえらのことは調べてあるが……やり口が強引すぎる。何が目的なんだ？」


    　よくわからない、とは言えない。


    　破れかぶれで俺は答える。


    「革命です。俺たちは革命をするんです」


    「……革命……だと？」


    「自分たちの国を創るんです。かつて地球上に存在しなかった新生国家を樹じゆ立りつする。国家を越えた超国家の実現。それが目的です」


    　俺はおおげさに言い切った。


    「超国家？　クッ、バカげた妄もう想そうだ」


    「そうですね。そう思います」


    　俺は自分の言葉に失笑した。


    「気軽に国が創れるなら、俺たちはもっと儲もうかっているよ」


    「バカな白はく昼ちゆう夢むだと思います。ですが、この世界自体がバカげたものじゃないでしょうか？　速はや水みの社長に就任して、つくづく思い知りました」


    　たかだか高校生が社長に就任しただけなのに、投資家たちの妄想のせいで、会社の価値が何倍にも膨ふくらんでしまう。世界中が騒ぎ立てる。マスコミが煽あおり、大衆が踊る姿をさんざん目まの当あたりにしてきた。


    　裏に莉り音おんという仕掛け人がいたのに、そんなことにだれも見向きもしない。劇の舞台で、ただ演技していただけだ。しかし社会は、世の中ってヤツは、気づきもしなかった。


    　こんなアホらしい世の中で、無む闇やみに世間を信じていた俺がただの子供だったということだ。


    　俺の言葉に、老人は含み笑いを漏もらしていた。木き島じまも笑っている。


    「その通り。この世界なぞバカげたものだ。端はなっから、世界に価値などなにもない。クック、若造にしてはおもしろいことを言う」


    「最近まで深く考えず生きてきました。世界には、何かとほうもない価値があるものと思っていた。世界は、正しいものだと思っていた」


    　俺は首を振ってつづけた。


    「ぜんぶ違う。あなた方は間違っていない」


    　この立場になってはじめて、莉音の言っていたことがわかる。


    　世界なんてクソくらえ。こんなわけのわからない世の中なのだから、莉音が国を創ろうとするのも、そんなにメチャクチャなことじゃない。


    「たしかに、あなた方は法に反することもしている。沙さ織おりをさらったことも許さない。やってることも、言ってることもメチャクチャだ。それでも、あなた方は間違っていない」


    　やけくそ気味に俺は持説をぶちかます。


    　心なしか、男たちが俺を押さえつける力が緩ゆるまったように感じた。


    「だからこそ、あなた方が俺に落とし前をつけるように、いずれ俺もあなた方に落とし前を要求する。覚悟をしておくことだ。俺の腕一本は高くつく」


    「おまえは救いようのないバカだ。死んでも直らないレベルのな」


    　老人は、笑いをこらえるようにしながら言った。


    「その通り。俺は、東とう丈じよう会かいの本部に襲撃をかけるくらいバカな人間だ」


    「クッ、ハーッハッハッハッハ！」


    　かかげていた日本刀を降ろし、老人は腹をかかえて笑い出す。


    　木き島じまや、俺を押さえつける男たちも笑っていた。


    　ひとしきり笑い終えた老人が、畳たたみに日本刀を突き刺した。


    「小こ僧ぞう、取引だ。一三億払ってやる。万ばん事じ、水に流してやる。その代わり、おまえの腕は俺たちが預かった。今後はおまえらの動きを逐ちく一いち報告に来るんだ」


    「東丈会にインサイダー情報を提供するつもりはありません。断らせてもらいます」


    「違う。おまえらの革命の話を報告しろと言ってるんだ。俺たちも便びん乗じようさせてもらう」


    「……便……乗？」


    「おまえからは、もっと儲もうかりそうな匂においがするんだよ」


    「……」


    「代金は一〇〇〇億円。おまえの腕の料金だ。待っていてやる。いずれかならず返してもらおう」


    「い、一〇〇〇億円……!?」


    「投資だ。小僧はすぐにそれ以上の金を稼かせぐだろう。それまで生かしてやってもいいということだ」


    「……」


    　――た、助かったのだろうか……？


    　俺が首をかしげると、老人は言う。


    「東丈会八〇〇〇人。準構成員まで合わせれば三万人だ。おまえらの国ができた暁あかつきには、俺たちが国民になってやってもいい」


    「……はは」


    「もちろん、甘い汁は吸わせてもらうがな。おまえの国家とやらで、世界中を相手に一儲けしてやろうじゃないか」


    　老人が顎あごでしゃくると、示し合わせたように男たちは俺から手を離し、ふたたび左右に整列した。木島も一歩下がる。以い心しん伝でん心しんというやつかもしれない。


    　沙さ織おりを押さえつけていた男たちも手を離すと、すぐに沙織が泣きながら、俺の背中に抱きついてきた。顔を押しつけ、子供のように泣きじゃくる。


    　俺の腕も、沙織も無事だったらしい。


    「小僧、約束は守れ。動きがあれば報告しろ。革命をぶちかますなら、俺たちがまっさきに支援してやる」


    　老人の言葉に、俺は素直にうなずいた。


    　解決したのかと思った矢先――。


    　とつぜん、外から軍ぐん艦かんマーチが響いてくる。近隣に鳴り響く轟ごう音おんだ。


    　そして拡声器の音量をめいっぱいにしたような、透すき通った声が飛び込んできた。


    「東とう丈じよう会かい構成員諸君！　君たちは我が軍に完全に包囲された！　このまま戦闘に突入することもやぶさかではないが、温情ある我われ々われは、諸君らに交こう渉しようの機会を提供する用意がある！」


    　莉り音おんの声だ。


    「沙さ織おりさんを返せー！　おー！」


    　柚ゆずさんが拡声器を通してさけぶ声。


    「なんだぁ？」


    　木き島じまが眉まゆをひそめた。


    　廊下をどたどたと走る音が聞こえ、この奥座敷に男がひとり、あわてて転がり込んでくる。


    「おかしな軍服を着込んだ連中が、まえの通りに整列しています……五〇人はいるかと……」


    「ほう、おもしろい連中だな」


    　外のほうへ視線を走らせる老人に、俺は頭を下げる。


    「仲間です……ごめいわくをおかけします……」


    「通してやれ。交渉する用意があるそうだしな」


    　ニヤリと笑みを浮かべて老人が言った。
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    「え？　解……決？」


    　奥座敷に通された莉音は、あっけらかんとして広間を見わたした。


    　居並ぶ男たちが俺たちを見る目には、どことなく親愛の情がこもっているように見える。つい先ほどまで、あれだけ俺に怒鳴り散らしていた人たちと同じだとは思えない。


    　莉音のうしろには柚さんと、なぜかジリヤまでいっしょだった。いつのまに日本へやってきていたのだろうか。


    　目が点といったふうの莉音へ老人が言う。


    「小こ僧ぞうの腕を買ってやっただけだ。いずれ返してもらう。それまで待っていてやる」


    「一三億を払うようＧＬＫには言っておく。明日には支払われる。ありがたく思うんだな」


    　木島が補足した。


    　莉音が泡あわを食ったように俺を見る。


    「み、巳み継つぐが解決したの……？」


    「たぶん……」


    「そうなんだ……ふーん……」


    　莉り音おんは納得できないといった様子だった。


    　柚ゆずさんが俺のうしろにピッタリと寄り添っていた沙さ織おりに声をかける。


    「沙織さんだいじょうぶだったですかぁ？」


    　沙織は無言でコクリとうなずいた。


    「恒こう太たくんはだいじょうぶでしょうかぁ？」


    「恒太ならだいじょうぶだろ。叩たたいたって死なないから。しずかで良いくらいだよ」


    　俺はそう言って恒太に視線を落とした。恒太はいまだに気絶したままだ。俺が背せ負おっていかなくてはならないらしい。


    　木き島じまは俺たちを促してくる。


    「用は済んだ。帰れ。とくに、道路に整列してるあやしい外国人どもを早く引き下がらせろ。サツに、こんなくだらないことで目をつけられるのはバカらしい」


    「なんだよ。つまらん。せっかくワクワクしてたのに」


    　ジリヤは肩をすくめ、残念そうな顔をした。


    　しかしすぐにジリヤは真顔に戻り、莉音をヒジでこづく。


    「まぁいいや。莉音、さっそく紹介してくれよ。ほらほら、早く」


    「しょ、紹介って……べつに友達じゃないけど……」


    　ぶつぶつ莉音は文句を言いつつも、老人と木島に向けてジリヤを紹介する。


    「なんだかよくわからないけど、紹介させて。こっち、ジリヤ。武器ブローカーよ」


    「どうも！　東とう丈じよう会かいさんと交こう渉しようできるかもしれないって聞いてキプロスから飛んできたんだ。どんな武器でも買いつけて、どんなところにでも運んでみせるよ。世界中の反政府組織、ゲリラ、情報機関、あるいは追いつめられた政府軍、なんでもオッケーだ」


    　営業マン然とした笑みを浮かべ、ジリヤは名刺を取り出し、老人と木島、さらには居並ぶ男たちに対してまで名刺を配りはじめた。


    　木島は名刺をのぞきこみながら、冗談めかして口にする。


    「武器商人……ほう、戦車でも頼めば持ちこんでくれるのか？」


    「もちろんだよ。日本国内でカムフラージュして隠しておけるよう、特別仕様で持ちこんでやろう」


    　まさか本気で話を受けとるとは思っていなかったのだろう、木島は眉まゆをひそめて押し黙った。


    　構わずジリヤはつづける。


    「おっと、でも乗員がいないだろ？　なんなら、私のところで訓練も引き受けるよ」


    「表の軍人どもは、あんたのところの人員か？」


    　淡たん々たんとした調子で老人が聞いた。


    「まぁ、一〇人はうちの社員……私の子会社のところの社員だよ。のこり五〇人くらいは、急きゆう遽きよかき集めた軍人さ。なんなら東とう丈じよう会かいさんで使ってくれないかい？　ゲリラ戦だって暗殺だってオッケーだよ。今なら安くしとく」


    「俺たちはムダな抗争はしない主義でね。すぐに用事はないだろう」


    「運ぶものだって……金額によっては、武器じゃなくてもいいけどね。まぁ、こまったことがあればなんでも頼ってくれていいんだ。よく憶おぼえておいてくれよ。私、これでもこの世界じゃけっこうなものだから。ちょっとした抗争なら、代行だってしてやるよ」


    　戯ざれ言ごとのような口調だが、ジリヤの目は笑っていなかった。


    　その雰ふん囲い気きにジリヤの実力を感じ取ったのだろうか、老人が口にした。


    「ジリヤと言ったか。ロシア人だな？　せっかく来たんだ。話を聞かせてもらおう」


    　ジリヤは不敵に微笑ほほえんだ。
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    　俺は恒こう太たを背せ負おい、沙さ織おりや柚ゆずさんといっしょに東丈会の外へ出て、軍人たちに混じって車に乗り込んだ。


    　なんと彼らはワゴン車一五台に便乗して押し寄せてきたらしく、東丈会の塀のまえにはズラリと車列ができていた。
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    　軍人たちに聞くと、支給された武装は小さな折りたたみナイフ一本だったそうだ。そのおかげか、公安警察に職務質問された軍人もいたそうだが、問題になることはなかったらしい。


    　東とう丈じよう会かいを見張る公安警察らしき人たちは四人に増えていて、軍人たちを乗せてきた車のナンバーをせっせとチェックしたりする作業をしている。ご苦労様です。


    　二〇分ほどワゴン車のなかで待つと、莉り音おんとジリヤが戻ってきた。


    　ふたりは意気揚よう々ようと俺たちが乗るワゴンに乗り込み、すぐに車列が発進する。


    　俺たちのワゴン車が先頭を走り、軍人が運転手役をつとめていた。俺たちのワゴン車の運転手は、ブラックフォースワンの社員だろう。


    　このワゴンには運転手とジリヤの他は、革命部のメンバーだけだ。恒こう太ただけ今も気絶中である。他の軍人たちは後列のワゴンに乗っていた。


    　ジリヤは満足げな表情で言う。


    「東丈会と仲良くなったら、京きよう武ぶ会かいも紹介してもらおう。いやぁ、日本に飛んできた甲か斐いがあったってもんだ」


    　商売に進展があったのかもしれない。ちなみに京武会は神こう戸べに本ほん拠きよを構える、組員三万人の日本最大の広域指定暴力団である。


    「なんなのよもう。私たち、ジリヤのセールスのために突っ込んだみたいじゃない。ジリヤに傭よう兵へい代払って、セールスに協力するって、なんだかおかしくない？」


    「細かいこと言うなよ戦友。私もいっしょに戦ってやるつもりだったんだぞ」


    　ジリヤが莉音の肩をポンと叩たたく。


    「いつから君と戦友になってんのよ」


    　あきれたように莉音は肩をすくめ、つづいて沙さ織おりを見やって口にする。


    「沙織、だいじょうぶだった？」


    「うん。莉音、柚ゆずさん、ジリヤさん、助けに来てくれてありがとう……」


    　まだ動揺を隠しきれないように、沙織は小さくつぶやいた。


    　柚さんがニッコリ笑って応じる。


    「当然です！　沙織さんが無事でとってもうれしいです」


    「それから巳み継つぐ、ありがとうね……」


    　困こん憊ぱいした笑顔で沙織は俺を見た。


    「気にすんな。沙織が無事でなによりだ」


    「巳継、すごくカッコ良かったよ……。うれしかった……」


    「沙織だって俺の腕にしがみついて、かばってくれたろ？　お互いさまだ」


    　沙織はぶるぶる震ふるえていたのに、身を挺ていして俺の身を守ろうとしてくれたのだ。恐ろしかったろう。俺のほうこそ、沙織の勇気に心を打たれていた。


    「誘ゆう拐かいされたとき、近くにだれもいなかったの？　うちの学校のまわりなら人通りけっこう多いけど」


    　莉り音おんがふしぎなおももちで問いかけた。


    「車から声かけられて『お父さんが事故に遭あったから、早く病院に行こう！　危き篤とく状態だ！』って言われて、頭が真っ白になって、あわてて乗り込んだの。そうしたら……」


    「なるほどね。乱暴はされなかったみたいね」


    「うん。私の写真集を買ってた人もいたみたいで、すごくていねいに接してくれた。とても優しいと思ってたんだけど……でも巳み継つぐが助けに来てくれたとき、みんな豹ひよう変へんして、私、すごくすごく怖かったの……」


    　沙さ織おりは思い出したようにブルブルと震ふるえた。


    「もうだいじょうぶだからね、沙織。お姉さんと巳継が、ずっとずっと守ってあげるんだから」


    　言いながら莉音は、ゆっくり沙織を引き寄せた。


    　沙織は莉音の胸に顔を沈めてコクリとうなずく。


    「うん」


    「いい子ねー。もう安心よ」


    　莉音は、沙織の頭を優しく撫なではじめた。沙織もまんざらではなさそうで、莉音の胸に顔をうずめている。


    　しばらく俺たちは、その様子を清すが々すがしい気持ちでながめていた。


    　頭をあずけていた沙織は、やがて静かに顔を上げる。


    「あ、あのね莉音……私、今までごめんね……」


    「うん？　なにが？」


    「私、あんまり部活に協力的じゃなかった……。いっつも莉音に逆らってばかりだったから……。だから私……」


    　莉音は穏やかに微笑ほほえんだ。


    「いいのよ沙織。だって革命部は、沙織がいてくれなかったら、こんなにうまくいかなかったのよ？　みんな沙織のおかげなんだからね」


    「ちっちゃなころから、私が泣いてると、いつも莉音が守ってくれた。また助けてくれたんだね……」


    「だって沙織は、私の可愛かわいい妹だもの。当然じゃない」


    　沙織は目を潤うるませたが、しかし涙をこらえて口にする。


    「私、もう泣いたりしないから……。これからは、みんなのために役に立てるようがんばるね」


    　そう言って、沙織はふたたび莉音の胸に頭をあずけた。


    　莉音はいつまでも沙織の頭を、大事そうになで続けた。
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    　恒こう太たの自室。


    　俺と沙さ織おりはこの部屋まで恒太を運び込み、目覚めるのを待っていた。


    　恒太の部屋の壁という壁は書棚で埋め尽くされている。その大半は漫画やライトノベルだ。


    　漫画五〇％、ライトノベル三五％、それから受験参考書一五％。これが恒太の本棚にあるもののすべてである。俺にとって恒太の部屋は、漫画喫茶の代わりだ。


    　しかし意外なことに、机の上を見ると、企業経営に関する分厚い実務書が山と積まれていた。もしかしたら密ひそかに経営の勉強を重ねているのかもしれない。


    　気持ちよさそうに寝息を立てる恒太は、おそらく世界征服の夢でも見ているのだろう。


    　しばらく沙織と話し込んでいると、ゴホゴホという咳せきとともに恒太が布ふ団とんから起き上がる。


    「うむ？　麗うるわしき俺の部屋ではないか」


    「恒太おまえ、ずっと気絶してたんだぞ。しかもな、俺が背せ負おってきてやったんだ。ちょっとは感謝して欲しいもんだけどな」


    　俺は冗談めかした口調で教えてやった。


    「ほう……小娘も無事なようだな。ということは……？」


    「ああ、沙織は無事に戻ってきた。東とう丈じよう会かいとのトラブルも解決。もう、何の心配もない」


    「そうか……。じつは俺は最初からすべての事態を把は握あくしていたのだよ。ゲホっ！」


    　恒太は咳を吐きながら胸を張った。


    　おずおずと沙織が言う。


    「巳み継つぐから聞いたわ。あんた、率先して東丈会に突入したんだってね」


    「フッ、東丈会は壊滅か……。なぜ俺はこれほどの力を授かってしまったのだろうか……」


    「壊滅してないから。だいたい、あんたずっと気絶してたでしょ」


    「これだから素人しろうとは。俺がアストラル界から現世に介入するため、瞑めい想そう状態だったことを知らなかったらしい。ヤクザどもの魂たましいを浄化してやったというのに……」


    　やれやれといったふうに恒太は首を振った。


    　しかし沙織はいつものようには突っ込まず、うつむいた。そして、もぞもぞと口にする。


    「その……あ、ありがとう……。ちょっとは感謝してあげるわ」


    　恒太は面食らったようで、一瞬とまどった表情を見せた。


    　やがて顔をそらし、恥ずかしそうに口にする。


    「礼にはおよばん。上官として、おまえらの面倒を見てやる責任があるからな」


    「まったく……だれが上官なんだよ……」


    　俺は肩をすくめて言った。


    「殴なぐられたとき、痛かったでしょ？　ちょっとだけ心配したんだからね」


    「ヤクザとのケンカなぞ子供の遊びだ。俺の開発した『人生戦略ゲーム』では、六歳でキャッシュフロー計算書をマスターせねば勝ち抜けん。ちなみに一六歳で株式公開、二〇歳で世界征服、二八歳で火星進出が必ひつ須すイベントだ。それに比べれば……ゲホっ！　ゲホっ！」


    「だ、大丈夫？　頭とか、ずきずきしたりしない？」


    「当然だ。俺の脳はプロテクトも万全だ。万が一に備えて、ケンブリッジとＭＩＴにバックアップのＡＩも用意させてある」


    　そんな恒こう太たの言葉に、沙さ織おりは微笑した。俺が補足する。


    「沙織がいちばん心配してたんだぞ。目覚めるのを待ってようって、沙織が言い出したんだ」


    「べつに心配なんてしてないんだから。ちょ、ちょっと気になっただけよ！」


    　あたふたした沙織は、言い繕つくろうようにつづける。


    「あんた、弱いんだからもう危ないことはしないって約束しなさい。いいわね？」


    「これはこれは、沙織の目は節ふし穴あなのようだ。巳み継つぐ、俺がヤクザ三〇人を即座に蹴け散ちらしたことを小娘に教えてやるがいい」


    「あ……ああ……。そういえば、そんな幻げん覚かくを見た気がしてきたな……」


    　俺はあいまいにうなずいた。


    　いつも通りの恒太を、俺と沙織は温かい目で見つめやる。


    　それから二時間ほど、俺たちは恒太の部屋で和わ気き藹あい々あいと会話を交わし合った。


    



    
      ◇

    


    



    「たしかに今日、一三億の振り込みを確認した。ありがとう、君らのおかげだ」


    　銘めい広こう社しやの社長室、おじさんは心底ほっとしたような表情で言った。莉り音おんは応じる。


    「いいのよおじさん。沙織が引っ越すことになると私たちも困っちゃうからね」


    「銀行のほうにも払えないと頭を下げつづけて、支店長にまで泣きついたよ。おかげで十七億の銀行借入を、九億まで負ふ債さいを圧縮してもらうことに成功したんだ。九億円を分割して、すこしずつ払っていけばいいことになった」


    「上々の成果ね。おめでとう」


    「一日に何度も通って、払えないって説得したり泣いたりして……。それから、きちんと返済計画も作って、こうしないと死ぬしかないんだ、そうなったらあなたがたも困るでしょうって言って土下座までしたよ。こんなに人前で泣いたのははじめてだった……」


    「あはは。おじさんの迫真の演技、見てみたかった」


    「演技なんかじゃない。本心だよ。だって、本当に払えなかったんだもんな。もう命懸がけさ。俺はどうなってもいい。だけど、妻と娘の人生だけは守りたかった……。恥も外がい聞ぶんも捨て去れば、人間どんなことでもできるもんだね」


    　おじさんは紙を取り出し、銘めい広こう社しやの最終損そん益えきを書き殴なぐり始めた。


    



    ■売上合計


    　売うり掛かけ金きん　二〇億円


    　ＧＬＫアカデミー売掛金　一三億円


    　計……三三億円


    



    ■支払合計


    　支払残　一〇億円


    　銀行借り入れ　一七億円を九億円にまで圧縮


    　計……一九億円


    



    ■最終損益


    　一四億円の黒字


    



    　そこまで書いて、おじさんは笑顔で言う。


    「見てくれ。結局一四億円が浮く。このお金は君たちに使って欲しい」


    「いいって。新会社を軌き道どうに乗せるのにお金だって必要でしょ。私たちのことは気にしないで」


    「新会社は安定してるから、こんなにお金は必要ないんだ。これから十分、家族が暮らせる程度の収益もある。君らに使ってもらわないと、俺の気持ちの持って行き場がない」


    「……じゃあそうね、万一の場合に備えて、おじさんの会社で保留しといて。もしかしたら私たちだって助けてもらわなくちゃならないことがあるかもしれないし」


    「そ、そうか……。ならば預かっておこう。君たちには大きな借りができちゃったね」


    「そうそう、東とう丈じよう会かいの総長から伝言。うちといっしょにやらないかって。テレビの仕事が少なからず回ってくるから、悪くない仕事になると思うわよ」


    「いっしょに？　どういうことだい？」


    「つまり……フロント企業のお誘いなんだけど。共きよう生せい者しやとして生きるか、それとも堅実な経営を目指すか？」


    　共生者とは、フロント企業の個人版で、暴力団の周辺で協力する一般人のことだ。


    　近年、暴力団への締め付けはきびしく、暴力団構成員の数は激減しているが、その反面で共生者――暴力団と共同歩調を取ってビジネスを展開する一般人――が激増している。


    　暴力団のほうも組員を増やすより、共生者を増やしたほうが警察にマークされにくく、大きな利益が狙ねらえるということに気付いてきたのだろう。


    　わずかに中空に視線を走らせたおじさんだったが、真剣な眼まな差ざしで莉り音おんを見すえた。


    「莉り音おんちゃん、俺も事業家だよ」


    「お、お父さんやめて……」


    　しずかにおじさんの隣に座っていた沙さ織おりが、心配そうな口調で言った。


    「沙織、心配ない」


    「でも……」


    「だいじょうぶだよ沙織。この難局は、独力で乗りこえてみせる。俺はまだひとりでもやれる」


    　おじさんが沙織に向けてうなずくと、沙織は安心した笑顔を浮かべた。


    　莉音もホッとしたのだろうか、肩の力を抜いて口にする。


    「言葉を返すようだけど、銘めい広こう社しやの同業者は倒産してるところだって少ないし、中小規模の代理店には大変な時代よ。もし大口の仕事が一、二社切れたら、とたんに立ち行かなくなるでしょ？」


    「はは、手きびしいな。まぁそのときは……損失を出すまえに潔いさぎよく店じまいするよ。のたうちまわった末の倒産じゃなくて、きれいな清算を目指してみよう。……うーん、でも、いい商売があったら紹介してくれないかな？」


    　笑顔でおじさんは言った。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音はふたり、校長室にやってきていた。


    　大事な用件があるのだ。


    　莉音は校長に話を切り出す。


    「先日ここで話したとき、私たちの要望に善ぜん処しよしてくれるって話をしてくれたでしょ。それでね、要望を考えてきたの」


    「なるほど。我が高校および青せい海かい大学を卒業していただけるなら、できるだけのことはさせていただきます。あなた方のような生徒が在ざい籍せきしてくださっているだけで大きな宣伝効果になりますし、なにより我が校の格が上がるのです」


    「まず教えてくれる？　青海大学の年間広告予算っていくらかしら？」


    「ええと……去年は六億ほどかと」


    「代理店は、どこ使ってるの？」


    「一応……昔から電でん博はく堂どうとの付き合いがあると聞いていますが……」


    　校長は、すこしばかり警戒した様子だった。


    「このまえ、ここにいっしょに来た折おり原はら沙織、憶おぼえてるでしょ？」


    「それはもう当然です。誇りある我が校の最重要特待生ですから。それで……折原さんがどうしたと？」


    「じつはね、沙さ織おりのお父さんが長いこと広告代理店をやっているの。だからね、代理店をそっちに切り替えてもらえるかしら？　電でん博はく堂どうと比べるとかなり小さいけど……でも青せい海かい大学くらいなら、代理店どこ使ってもいっしょでしょ」


    　校長は眉まゆをひそめ、視線を中空に泳がせた。


    「はぁ……なるほど。ただ……代理店を切り替えるとなると……広告の枠わくの問題が……今まで通りの広告枠が確保できるかどうか……」


    　たしかに広告枠は各代理店が押さえている。どこの局で何時のテレビＣＭ枠はどこそこの代理店というように、優良な広告枠を押さえている代理店は、なかなかその枠を手放さない。


    　しかし莉り音おんはひるまずつづける。


    「だってテレビＣＭとかじゃないでしょ？　青海大学の広告って雑誌や看板じゃない。だったら、どこの代理店使ったって問題ないはずよ」


    　高額なテレビＣＭ枠のようなものは大手代理店が大量に押さえてはいるが、雑誌や看かん板ばんのようなものまで押さえている代理店は多くない。テレビＣＭと違って、雑誌や看板は広告がいつでも入るとはかぎらないし、広告枠を増やしたり減らしたりすることが容よう易いにできるからだ。雑誌や看板が中心なら、どこの代理店を使っても大きなちがいはないということである。


    　校長はうなずいた。


    「なるほど、たしかにそうかもしれませんね。それは大学に確認してみましょう」


    「通ったら、校長先生に一〇〇〇万円をプレゼント」


    「……できるだけ努力してみるということで……」


    　校長は、ゴクリと唾つばを飲みこんで、ふかぶかとうなずいた。


    　広告代理店の粗あら利り益えきは大おお雑ざつ把ぱに言って一五％～二〇％ほどである。だから年間四億円の広告予算なら、年間六〇〇〇万円～八〇〇〇万円の粗利益が見込めるのだ。一〇〇〇万円をいちどだけ回すなど、安い出費なのである。


    　おじさんの会社にとっては、なかなか大口のクライアントになるはずだ。しかも正規の学校法人であり、筋も悪くない。


    　声をひそめて校長は言う。


    「ここだけの話にしてくださいね。絶対、口外しないように」


    「あたりまえじゃない。私たち、校長先生には感謝してるしね」


    　一瞬、莉音は俺に視線を走らせニヤッとしてみせた。食いついてきたということだろう。


    　おじさんの会社に、ひとつ大きなプレゼントもできそうである。


    　部費五二三億三〇〇〇万円也なり。

  



  
    第三章　資金調達


    



    「ちわー、いつもお世話になってまーす」


    　この威勢のよい声は、毎日やってくる宅配便の担当員である。


    　いつもなら、コスプレ衣料ショップの配送物を手渡すだけだ。しかし今日は宅配便がやってくるのを、革命部の全員が首を長くして待っていた。


    　俺たちがそろって玄関口へ出向くと、大量の小箱が山と積まれている。


    　顔見知りの宅配員が気楽に口を開く。


    「今日は数が多いですね～」


    「すみませんね、面倒かけて」


    　俺は応じながら、宅配便の伝票にサインした。


    「いえー、うちにとっちゃ、大変ありがたいです。こういう小さくて量が多いお届け物なんかは、最高にラッキーな仕事ですよ」


    　そうだろう。宅配員は歩ぶ合あい給きゆうが基本である。たくさんの配送物を届ければ届けるほど手取りが増えるから、一か所へ大量に届ける軽い荷物は大歓迎なはずだ。


    　宅配員が去るとすぐ、俺たちは皆で往復して小箱をリビングへ運ぶ。


    　そうしてリビングの丸テーブル上には、しっかり梱こん包ぽうされた小包が積み上がった。


    　莉り音おんは笑顔で口にする。


    「来たわね。じゃあさっそく開けてみましょう」


    　俺たちはそれぞれ適当な箱を取り上げ、ガムテープで閉じられたフタを開けはじめた。


    　なかから、つぎつぎと衣料品が取り出される。アウターやパーカー、Ｔシャツにジーパンやスカートなど、俺たちが好きなようにデザインした衣料品の数々だ。


    　俺は気に入ったひとつをながめながら言う。


    「これなんかいいんじゃないか。よくできてる」


    「へぇ～、こんなのができてくるのね。縫ほう製せいもちゃんとしてる。これ欲しいわ。あっ、こっちも欲しい」


    　沙さ織おりは箱から出てきた衣料品を漁あさりながらはしゃぐ。沙織が手に取っているのは、その辺の子が普通に着こなせるような、センスの良い女の子用のアウターだった。これだけの衣装の数々をまえにすれば、普通の女の子は楽しくてしかたがないだろう。


    「それ、私がデザインしたの。いいでしょ」


    　莉音の言葉に、沙織がうなずく。


    「うん。考えていたよりも、ずっとずっといい感じね」


    「沙さ織おりも自分でデザインしてみなさい。絶対楽しいから」


    「……で、でも……サイトに行きたくない……」


    「どうして？」


    「わ、私の写真がいっぱいあるし……」


    　事実、『おりおんクローズ』のサイトには沙織の写真があふれていた。女の子用衣装の、あらゆるモデルを沙織がつとめたのである。化粧をしてモデル然とした沙織の写真は、お世辞抜きに、美しい写真の数々だった。目立つこと請うけ合あいである。


    　とつぜん、柚ゆずさんが声をあげた。


    「とってもすてきですね！　こんなの着てみたいって思ってたんです！」


    　柚さんが大事そうにかかげ持っているのは、なんと軍服。旧東ドイツ風味。


    　俺はあきれて首を振った。


    「なんだそれ……。そんな派手な軍服、恥ずかしくて着れないよ。だれが発注したんだ？」


    「ククク」


    　恒こう太たが誇らしげに、髪をサラリとかき上げた。


    「おまえか……」


    「『春かす日が恒太の帝国』が完成した暁あかつきには、この制服を臣しん民みん全員が着る義務があるのだ」


    　またもや柚さんが、空気を読まない声をあげる。


    「こっちもとってもすてきですよ！」


    　柚さんが取り上げていたのはメイド服。


    　細部まで凝こりに凝ったデザインであることが見て取れるような、たしかにすぐれたメイド服に見えた。シンプルにして繊せん細さい。派手さはないが優美。日本的ワビサビを追求した、見事なメイド服だった。


    　ひらひらと服を見まわしていた柚さんが、ふと首をかしげる。


    「あれ？　でもよく見たら……これ……胸が苦しくないですかぁ？」


    「それ、私がデザインしたの。沙織のサイズにピッタリ合わせて作ってみたのよ」


    　莉り音おんの言葉を聞いた沙織は凍りついた。


    　しかし柚さんは気に留めず、口にする。


    「そうだったんですかぁ。なるほどです！」


    「わ、私、なんとかがんばって着てみるね」


    「沙織に着せれば最高よね」


    「はい！　とっても最高です！」


    「あ、ありがとうふたりとも。期待に応えなくちゃ……」


    「沙織は身長だけは成長してるけど、スリーサイズは一定なの。ある意味、羨うらやましい子よね。これからの時代は貧乳よ。沙織が時代をリードするの」


    「きっと沙さ織おりさんは神さまが遣つかわしてくれた天使だと思うんです！」


    　柚ゆずさんが見当ちがいの気勢をあげた。


    　沙織はコメカミを痙けい攣れんさせながら言葉を絞り出す。


    「ちょっと具合悪くなってきたみたい……しばらく休憩するわ……」


    　そして沙織はそそくさとリビングを出て、二階へ行ってしまった。


    　しかし、これでも沙織は忍耐強くなったほうだ。莉り音おんに父親の会社を助けられて以来、協力的になろうとしてくれている。……ガマンの限界はあるようだが。


    「残念ね。さっそく着てもらおうと思ったのに……。あとでゆっくり着てもらいましょう。まぁとにかく、これで最終テストも万全みたいね」


    「はい！　莉音部長が作ったシステムなんですから絶対すごいと思うんです！」


    「九九％は柚ちゃんが設計したものだけどね」


    　俺は莉音に同意する。


    「これ、大成功じゃないか。十分だ。後は、大量に注文が来たらどうなるか、チェックしておかなくちゃならないだろう」


    「よかろう。本日現時刻をもって、最終テスト、合格とする。まずは第一弾として、日本での事業開始だ。諸君、心して俺についてきたまえ」


    　恒こう太たがえらそうに宣言した。
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    　当面の目標は日本市し場じようでの成功である。それからアメリカとＥＵ諸国、つぎにアジア諸国と、何段階かにわけて広げていく予定だ。そのためにも、日本市場での成功は重要なカギになるだろう


    



    
      ◇

    


    



    「この事業はオンラインで全世界に衣料ネットワークを築く世紀の大事業です！　自分好みの衣料品を自由にカスタマイズできるのです！」


    　マイク片手におおげさな身振り手振りを交まじえ、詰めかけたマスコミに向けて、俺は壇上で演説していた。


    　ここは六ろつ本ぽん木ぎのイベント会場だ。


    　スポットライトが、眩まぶしいくらいに俺へ向けられていた。


    　背後の大きなモニタからは、この日のためにＰＲ会社が制作した華か麗れいなＣＧが流れている。


    「みなさん。我われ々われ速はや水み半導体工業は、たしかに衣料ビジネスを革命します。しかし、どうか私たちのことを誤解しないでください。どうか私たちを、たんなる衣料業界を変革する会社だと思わないでください」


    　俺は思わせぶりな言葉を並べ立てる。観衆の注意を引くためだ。


    　演説用の原稿は何度も練習してきた。身振り手振りのタイミングまでだ。


    　さらに念のため、俺の目のまえに設置してあるモニタでは原稿がテロップのように流れていて、いつでも確認できるようになっていた。


    「いいですか、みなさん。この衣料ネットワークがうまくいけば、今後、さまざまな製品やサービスに同様の手法を導入していけるのです。私たちが取り組む衣料ビジネスは、その尖せん兵ぺいにすぎません」


    　観衆の注目が、俺へ向けて一心に注がれている。


    　ここは演劇の舞台――莉り音おんから何度も言われたこの言葉を、俺は頭のなかで念じた。


    　声のトーンを落とし、いかにも相手に考えさせるような口調で俺はつづけてゆく。


    「たとえば自分の部屋用にアレンジした家具。たとえば独自にアレンジした自動車。たとえば仲間内で気軽に企画するツアー旅行。またたとえば恋人のために用意する世界でたったひとつのプレゼント――」


    　俺はここで軽くせきばらいし、間まを置いた。


    　言葉を考えさせる時間を観衆に与えるためだ。


    「そうです。私たちの本質は、生活や流通における根本的な革命なのです」


    　ふたたび声のトーンを上げる。


    「速水半導体工業は、衣料ビジネスの革命会社ではありません。世界の流通を根本から革命する会社です。全地球規模の、すべてのビジネスの根幹をくつがえす会社なのです！」


    　俺は手を振りかざし、大きく宣言した。


    「私たちの革命に注目してください。世界を変えることになるでしょう！」


    　会場いっぱいに巻き起こる拍手。


    　だが、拍手のタイミングまで調整されている。


    　マスコミのなかに混じったエキストラが、きちんとタイミングを合わせて盛大な拍手をするのだ。それに引きずられて、一般招待客――ほとんどはマスコミだが――も拍手をしてしまう仕組みになっていた。


    　練習通りだ。


    　ここで俺の役割は終わった。


    　今まで四〇分ほどにわたって、マスコミのまえで長々と事業説明のプレゼンを行おこなっていたのである。ＣＧや各種資料を駆使した舞台は、これから始まる『おりおんクローズ』が、いかにも世紀の事業であるように思わせるものだった。多額の広告予算を投じて、事前に準備していた舞台装置だ。


    　俺がステージから下がると、軽快な音楽とともに、ＭＣ（司会進行）の莉り音おんの言葉が聞こえてくる。


    「さて、以上で速はや水み半導体工業代表取とり締しまり役やく、羽は月づき巳み継つぐのあいさつを終了させていただきます。これにて『おりおんクローズ』の事業説明は終了です」


    　舞台裏では、速水半導体工業の広告部門の社員たちが忙しく立ちまわっている。また、革命部の面々が待っていた。


    「おつかれさまです巳継くん。とってもカッコ良かったって思います！」


    「俺の代わりにしてはなかなかの役者ぶりじゃないか。俺もみずからマイクを取りたいものだが、あいにくギガスを狙ねらわれていてな……。先日のように狙そ撃げきされる危険がある……。だからつぎの演説も巳継に任せてやろう」


    　はしゃぐ柚ゆずさんや恒こう太たとは対照的に、沙さ織おりはびくついていた。とまどいがちに聞いてくる。


    「どどどどうして巳継はこんなにしっかりこなせるの？」


    「そりゃ莉音に、何度も練習させられたからな……。緊張したよ……」


    　俺は肩をすくめた。


    　ステージ上で、莉音がさけんでいる声が飛び込んでくる。


    「さあつぎは、『おりおんクローズ除幕式』、メインゲストの登場です！　なんと！　あの、世界的に話題となっている『コスプレイヤーおりおり』が、今日はじめて、生なまで我われ々われのまえに姿を見せてくれます！　みなさん、盛大な拍手をどうぞ！」


    　とつぜん、ものすごい拍手が鳴り響く。俺のときよりはるかにすごい大音響となって、喝かつ采さいが、あふれんばかりにこだました。


    　沙さ織おりの登場を、皆が首を長くして待っていた証あかしである。


    　しかし沙織は手を縮ちぢめ込ませて、すくみあがった。


    「ひっ」


    「だいじょうぶだ沙織。俺と違って沙織の場合、ただ突っ立っていればいいだけだから。後はぜんぶ莉り音おんがやってくれる」


    　俺は沙織に優しく言い聞かせたが、沙織のたじろぎはおさまらない。


    「だだだだって……。私、みんなのためにがんばろうと思ってたんだけど、ややややっぱり怖い……」


    「だいじょうぶですよ沙織さん。みんな沙織さんを見たくて見たくてたまらないんです。みなさん、生なまで見るのははじめてですから、とっても楽しみにしていると思うんです。ほら、モニタに映っている会場のみなさんのお顔を見てください。期待でいっぱいですよ」


    　柚ゆずさんはそう言って、会場全体が映し出されている舞台裏用のモニタを指差した。皆待ちかねたように、沙織の登場を今か今かと待っている様子がありありと見て取れる。


    　いっそう不安にさせたようなものだったが、当の柚さんはニッコリ微笑ほほえんでいた。


    　沙織は震ふるえだし、さらに身をすくめる。


    「ひいいい」


    「なにを躊ちゆう躇ちよしているのだ沙織？　貴様ならできるだろう？　早く行かないと皆の不審が募つのるぞ」


    　恒こう太たもはげますように声をかけたが、沙織は言葉を絞り出すのがやっとだった。


    「で、でも私……がんばりたいのに……足が、震えちゃって……」


    　そんなやりとりをしていると、ＭＣ役のはずの莉音が舞台裏に飛び込んできた。


    　俺たちの下もとへ小走りに駆け寄ってきた莉音は、沙織の腕をつかまえる。


    「ほら、沙織。みんな待ってるのよ」


    　莉音は、すくみあがる沙織の手をひいた。


    「キャッ！　りり莉音、お願い！　もうすこし待って！　あとちょっと時間が欲しいの！」


    　しかし、どうにも時間が押している。


    　沙織は引きずられるようにして、莉音とともにステージ上へ躍り出た。


    　その瞬間、地鳴りのような盛大な拍手。


    　すさまじいまでのカメラのフラッシュ。


    　モニタを通して見る招待客たちの顔は、興味津しん々しんといったふうに沙織を直視していた。沙織のほうは、緊張で縮みあがっている。


    　莉音はマイクを取り出し、おどろきが入り交じったような声で切り出す。


    「みなさん、『おりおり』です！　この『おりおんクローズ』スタートにあたり、あの『おりおり』がやってきてくれました！　とっても可愛かわいいでしょ！　本物のおりおりを生で見る数少ないチャンスです！」


    　カメラのフラッシュはいつまでもやまない。


    　莉り音おんはつづけてゆく。


    「『おりおんクローズ』の正式名称は、『おりおりオンラインクローズ』なんです。そう、じつはこの子の『おりおり』の名前を冠した事業名なんですよ。これ、ちょっとしたトリビアでしょう？」


    　会場から「おおお」と、納得したような声が響く。


    「ここで、おりおりからひとこといただきましょう！」


    　莉音はそう言って、沙さ織おりにマイクを突き出した。


    「――――ッ！」


    　しかし沙織は、手足までカチコチに固まっていた。


    　応答がないことを見て取った莉音は、勝手に通つう訳やくをつとめはじめた。


    「おりおりから只ただ今いま、『こんな歴史的事業のキャンペーンガールになれて幸せです』という温かい言葉をいただきました！　どうもありがとう、おりおり！」


    　沙織は何かを言おうとして首を振った。


    「じつは、『おりおんクローズ』の利用者第一号はおりおりさんだったんですよね！　利用してみて、いかがでしたか？」
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    「――――ッ！」


    「おりおりから、『こんなすてきな服をデザインできて幸せです』というお言葉をいただきました！　どうもありがとう！」


    　適当な言葉を並べ立て、さらに莉り音おんはつづける。


    「ところで、せっかくはじめて公おおやけの場に姿を現されたのですから、みなさんがいちばん聞きたがっていることを聞いてみましょう！　おりおりさんには恋人とかいらっしゃるんですか？」


    「り、莉音……お、おりおりって言わないで……」


    　沙さ織おりがか細い声で、つぶやくのが聞こえた。


    　いつもの沙織のセリフだから、漠然と聞き取れただけである。もぞもぞしていて、一般の人には聞き取れるだろうか？


    　いかにも感心したといったふうに莉音は大きくうなずく。


    「おりおりから、『今はコスプレだけが生き甲が斐いです★』というお言葉をいただきました！　おおっと、これはチャンス！　男性諸氏にとって大チャンスですよ！　ぜひ『おりおんクローズ』で自分好みのコスプレ衣装をデザインし、おりおりにアタックしてみてください！　もしかしたら、世界一の美女と親しくなれる絶好の機会かもしれません!?」


    「バカ……。がんばれ、私……」


    　ふたたび沙織のつぶやき声。


    　莉音は聞き耳を立てたようによそおう。


    「ほほう、なになに。『おりおんクローズを使ってください。私、好きになっちゃうかもしれません』ですとー！　これは重大発言です！　明日には世界中でウワサになっちゃいそう!?」


    　沙織は、自分を落ちつかせるように深呼吸をくりかえしていた。このまえ「もう泣かない」と約束したから、沙織なりに最大限の努力しているのだろう。


    「おりおりは今日、みなさんと生なまでお会いできたことがとてもうれしいそうです！」


    　そう言うと莉音はマイクを外し、なにやら沙織の耳もとでささやく。口の動きから察するに「ごめんね」と言ったように見えた。


    　沙織の目にはじんわり涙がにじんだ。しかし目元に手をやり、拭ぬぐいさると、一転して晴れやかな表情をつくる。


    　その後は莉音の振るトンデモな話にあいまいなうなずきを返しつつも、モデルらしい堂々とした態度で式典を乗り切った。


    　覚悟が決まったのだろう。俺も最初は無理やりステージに引き上げられたが、現場で腹をくくったクチだ。


    　沙織の心情の変化が、俺にはわかる。


    　そんな調子で、おおぜいのマスコミを集めた『おりおんクローズ』事業発表は、大成功のうちに終了した。


    



    
      ◇

    


    



    　必死で広告展開を図ったおかげで、『おりおんクローズ』は多くのマスコミに取材された。


    　ファッション誌を中心にして、このあたらしいサービスがいかにファッション産業を変えるか、大きな特集記事で取り上げられたのだ。他にも新聞各紙で、話題となった速はや水み半導体工業の期待の新事業として注目を浴びた。


    　しかし――。


    　報道は紙かみ媒ばい体たいが中心だったため、当初の想定ほど利用者の数が伸びなかった。利用者数は、おおよそ三割ほど計画を下回ったのだ。


    　利用者が予定の数に到達しなかったのは、ある程度マーケティング戦略に織り込んでいたテレビでの報道が乏とぼしかったためである。


    　こういった、一企業の新サービスを、テレビが報道枠わくや芸能枠で取り上げてくれることは、まずない。テレビメディアは殺人事件とか、政治ネタとか、俺の上じよう場じよう企業社長就任話のようなワイドショーネタ、芸能ネタが中心であり、経済・経営的なニュースを取り上げることは少ないからだ。一部、深夜の経済専門ニュースが『おりおんクローズ』を、俺と絡めて取り上げてくれたくらいである。


    　一応、テレビ関係者もイベントに招待したし、話題の俺が演説するということで、率先してあつまってはくれた。


    　だが、『おりおんクローズ』単体としては、それほど積極的な報道にはつながらなかったのである。


    　その他、速水半導体工業の広告予算を割さいて、テレビＣＭを若じやつ干かんやってみたり雑誌広告を打ったりもした。しかし、こちらからしかける広告は、マスコミが自発的に取り上げてくれたときほどの効果は期待できないものである。


    　だから俺と莉り音おんは、メディアがもっと『おりおんクローズ』に注目してくれるよう、必死でマスコミ対応をこなしていた。莉音がマスコミ関係者との取材をセッティングし、俺がインタビューを受けるのだ。


    　事業の認知度を上げ、利用者を伸ばし、『おりおんクローズ』を一刻も早く軌き道どうに乗せなくてはならない。利り益えきが出るまでに時間がかかればかかるほど、資金量はどんどん減っていき、経営を圧迫していく。


    　なんとしてでもこの大勝負に勝たなくては、俺たちに未来はないのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　速はや水み半導体工業の臨時社長室、俺は大手新聞の記者たちを集めていた。


    　やってきた記者は八人。軽い記者会見のようなものだ。


    　臨時社長室は本来、速水元社長の部屋であり、今日の取材のために借りたのだった。普段は学校に近い部室で業務をしているから、俺は頻ひん繁ぱんに目め黒ぐろの速水半導体工業までは来ない。だから臨時の部屋だった。


    　記者のひとりが質問してくる。


    「羽は月づき社長、おりおんクローズ事業が開始されて一週間経ちましたが、業績は堅調ですか？」


    　俺はテーブルに大きく身を乗り出し、自信満々に言う。


    「はい。私たちが想定していたより、ずっと多くの人が利用してくださっているようで、うれしい悲鳴です。まさかこんなに多くの購買者がいるとは……」


    　さらに俺は、わざとらしく首を振った。


    　おおげさな言い回しである。


    　たしかに話題性もあったし、それなりに利用者もあった。だが当初の計画より下回っているのが事実だ。


    　それでも新聞記者は俺の答えに満足したらしく、感心したように何度もうなずいた。


    　声をひそめて、いかにもといったふうに俺はつづける。


    「じつは……ここだけの話です。私たちが当初予想していた利用者の、二・六三倍もの利用者がいたのです。正直、焦あせりました……」


    「二・六三倍ですか……。それはまた、大成功と言って良いですね……」


    　記者たちは、あわてたようにメモ帳に筆を走らせた。


    　二・六三などという端は数すうには何の意味もない。たんに、らしく聞こえそうだっただけだ。


    　実際の利用者は、予想より三割少ない。それでも、こういった場では誤差の範囲内であると言ったのは莉り音おんだ。


    　俺は身振り手振りを交まじえて畳たたみかける。


    「それに、これだけの大規模なシステムが、大きな不具合やバグもなく運営できていることは奇き跡せきのようなことです。速水のエンジニア陣がすぐれていたというなによりの証あかしだと思います」


    　これは本当だ。奇跡的なことと言っていい出来事らしい。システムエンジニアの俺の父さんにシステムの規模や内容を話したら腰を抜かしていたが、それが大きな不具合もなく連日稼か働どうしていることに、さらに驚きよう歎たんしていた。システムに詳しい人間が見れば、開いた口が塞ふさがらないほどの、とんでもない話らしい。


    　ちなみに速はや水みのエンジニア陣というのは、柚ゆずさんひとりのことである。


    　別の記者が口を開く。


    「なんでも、旧来の半導体事業のほうまで業績が回復されているらしいですね？」


    「ええ、おかげさまで。マスコミの方々が注目してくれたおかげですよ。本来、無名だった速水の知名度が、とつぜんのように世界的な名前になりました」


    　すこし皮肉を込めて俺は言った。だが記者たちは皮肉などとは思うまい。


    　俺はつづける。


    「このタイミングを逃のがすまいと、うちの営業陣が勝負を賭かけてますよ。前年は年商一二〇億まで落ち込みましたが……旧来の半導体部門だけで今年は二〇〇億を超えるかもしれません。もちろん黒字化します」


    　この話も本当だ。


    　俺の社長就任の報道を受けて、知名度が飛躍的に上がったおかげで、速水半導体工業を離れていた複数のクライアントが、取引を復活させてくれたのだという。速水元社長はうれしい悲鳴といった様子だった。


    　記者は感心したようにうなずく。


    「それは……大戦果ですね……」


    「なんとか早い段階で、本来の速水の数字、年商四〇〇億前後まで数字を戻したいところです。なかなかむずかしい戦いですが」


    「すばらしい。羽は月づき社長の新たなる挑戦ですね」


    　記者は前向きな言葉を口にした。記事のタイトルにでもするのかもしれない。


    　案の定、翌日の新聞の経済面で、「羽月社長、新たなる挑戦」という見出しが大きく躍っていて、俺は思わず吹き出した。


    



    
      ◇

    


    



    『おりおんクローズ』開始から二週間、業績はさらに目もく論ろみを下まわっていた。俺の社長就任のときとちがい、報道の量が足りないのだ。


    　さらに言えば、俺たちが注ぎ込む広告予算もそれほど多いとは言えなかった。


    　なぜなら、しょせん、速水半導体工業レベルの会社では、つぎつぎとテレビＣＭを打ったりするほどの資金力がない。俺たちが一〇〇億円を増資した後でも、現金量は一五五億円。この資金は、大部分を『おりおんクローズ』の事業経費に充あてなくてはならないのだ。広告以前に、一〇〇億円程度の資金がなくては、これだけ大規模な事業を維持できない。


    　くわえて、半導体事業が回復しているとはいえど、現時点では利り益えきが出るほどではなかった。


    　新規事業の創業は、たしかに苦しい。


    　俺たちだって革命部を立ち上げた当初は右往左往した。


    　しかも、これほどの巨大な新規事業を創業することに、とてつもない困難が伴うのは当然だ。それは理解している。それでも、自分がこの状況に置かれると、覚悟していた以上の圧迫感があった。


    



    
      ◇

    


    



    　深夜二時三〇分。寝ようと思い、ちょうどベッドに潜り込んだ矢先――。


    　真っ暗くら闇やみのなか、ノックもなしでガタリとドアが開く。すぐに電気が灯ともされ、眩まぶしい光に俺は目をほそめた。


    　ドアのほうに視線を向けると、莉り音おんだ。


    　莉音はうちの家族同然で、玄関の合い鍵かぎを持っている。


    　だから、いつでも勝手にやってくる。


    　俺はもぞもぞと布ふ団とんから這はい出た。


    「そういえば巳み継つぐ……最近、いつもそのパジャマで寝てるわね？」


    　寝るときは、いつもこの無地のパジャマだ。スタンダードなシロモノだと思う。そんなにおかしい格好だろうか？


    　俺は自分の格好をながめ下ろしながらうなずく。


    「ああ、そうだけど」


    　すると、どういうわけか莉音は眉まゆをひそめた。


    　怒りをはらんだ様子に見える。


    「私がまえにあげたパジャマ、どうしたの？」


    「そういや、そんなものがあったな。どこだっけ……押し入れにあるかなー？」


    「どうして着ないの？」


    　莉音の言葉に、俺は恐怖で顔が引きつった。


    　――ま、まさか莉音はアレを着ろっていうのか……!?


    「だ、だってさ……クマのプリントが……」


    「可愛かわいいパジャマだったでしょ？」


    「そ、そうかな……？　そりゃだれに見られるってわけじゃないけど……今どき、小学生だって着ないようなデザインだしさ……。アレ着るの、やっぱ恥ずかしいだろ……」


    　そこまで口にした瞬間。


    　すばやい動きで莉音が踏み込んできた。


    　俺はベッド上に後じさり、布ふ団とんを楯たてにしようととっさに持ち上げたが――。


    「がはああ……」


    　矢のような莉り音おんの一撃が、俺のみぞおちを貫つらぬいていた。


    　あえなく俺は、ベッドの上にくずおれる。


    「可愛かわいいパジャマ、そうでしょう？」


    「は、はい……とても愛らしいパジャマでしたね……」


    　コクコク、と俺は必死でうなずいた。


    「そうよね。さっそく今着ちゃいましょう」


    「い、今からっすか!?」


    「着たくないの？」


    　すぐに俺は押し入れへ駆け寄り、古着を放り込んでいたダンボールを引き出した。


    　あわてて手を突っ込み、いちばん奥底にあったパジャマを引きずり出す。


    「あ……ありました。とても可愛らしいですね」


    　かかげてみれば、わけのわからないクマのキャラクターが腹部でニッコリしている。こんなものを着ている自分を想像し、具合が悪くなった。


    「でしょう。さ、着ちゃいましょう」


    　俺は莉音監視の下もと、しぶしぶ無地のパジャマを脱ぎ捨てた。


    　パンツ一いつ丁ちようになっても莉音は腕を組んで俺を注視している。筋肉のつき具合をチェックしているのだろうか、なめるように上から下までしっかりと。


    　あわててクマのパジャマを取り上げ、袖そでを通した。


    　そんな俺の姿を莉音は真剣な眼まな差ざしでチェックして、やがて満足げに微笑ほほえんだ。


    「うん、可愛いわ。とっても似合ってる。ほら、鏡、見てごらんなさい」


    　指示通り、鏡のまえに立ってみる。


    「……」


    　鏡に映った自分の姿に俺は息をのんだ。


    　――上じよう場じよう企業の社長のこんな格好、大スクープだろ……。


    　世界最年少の上場企業就任より、よっぽどおもしろいネタになるのはまちがいない。こんな写真が出回れば、沙さ織おりのコスプレを越えた恥ずかしさで俺は悶もん絶ぜつ死しすることだろう。


    「当分の間、巳み継つぐが寝るまえに確認しに来るから」


    　そんな莉音の言葉に、俺はがっくりうなだれた。


    「ところで、こんな夜よ更ふけに何か用事か？」


    「そのために来たに決まってるでしょ」


    　俺はふざけた調子でつづける。


    「まさかひとりで寝るのが怖くなって、いっしょに寝たくなったとか？」


    　しかし莉音は顔色ひとつ変えずに返す。


    「でも巳継と寝るのは建国してからって決めてるの」


    「え、ええ!?　それ、ジョークのつもりか……？」


    　莉り音おんはふしぎそうに首をひねる。


    「どこが……？」


    「と、ところで何の用なのさ？　深夜にやってくるほどのことなのか？」


    「そうそう。ちょっと打ち合わせよ」


    「い、今から？　だってもう寝るところで……」


    　時計を見やって俺は言った。


    　もうすぐ深夜三時になろうという時間なのだ。


    　しかし莉音は不満そうに一歩踏み込んでくる。


    「文句、あるの？」


    「俺も会議したくて莉音の部屋に押し入ろうと思ってたとこなんだ、ハハハ」


    　俺も莉音の家のカギを持っているが、莉音の部屋に勝手に侵しん入にゆうしたことは、いまだかつて一度もない。


    「そ。じゃあちょうどよかったわね。さ、座って」


    　まるで自分の部屋みたいに、莉音はベッドに座るよう指示してくる。


    　そしてピタリと莉音は俺の隣に腰掛け、書類を渡してきた。


    「これ、見てみなさい」


    　開始二週間の『おりおんクローズ』事業の損そん益えきだ。利用者の数と、平均購買価格などが打ち出されている。


    　見れば、利用者の数は、当初の計画通りに伸びていない。


    　莉音は背中を仰のけ反ぞらせて両手をベッドにつき、足をぶらつかせた。


    「採算ラインに届いてないの。予想数字も、けっこう現実的なラインだと思ってたんだけどなぁ」


    「なんせ、固定費がバカ高いからな。何もしなくとも、毎月一〇億円は吹っ飛ぶ事業なんだ」


    　固定費は、事業で利益が出ようが出まいが、最低でもかかってくる必要経費のことである。事業が稼か働どうしているかぎり、来客がなくても、売上がゼロでも、払わなければならない資金のことだ。不動産賃ちん貸たい料やサーバー代などは、わかりやすい固定費のひとつであると言えよう。


    　俺は穏おん当とうな提案をしてみる。


    「一時的に広告費を注ぎ込んで、ＣＭでもなんでも打つしか手はないんじゃないか？」


    「うーん、広告予算は増やしてみるし、その手は打つんだけど……うちの資金量だと限度があるのよね……。もっとこう、抜ばつ本ぽん的な挽ばん回かい策が必要なの」


    　莉音は視線を俺に向けてつづける。


    「もし『おりおんクローズ』の売上がこれ以上落ち込めば、速はや水み半導体工業は一年保もたない。せっかく半導体事業が盛り返してきてるのに、その利益までぜんぶ食ってしまうわ」


    「速はや水みの現金が一五五億……。毎月一〇億は『おりおんクローズ』の固定費で最低かかるとして……売上だって、最初のうちはほとんど広告費に回さないとならないし……たしかに根本的な対策を採らないとヤバイな。これ、放置すれば経営危機になるかもしれない」


    　みずから乗り出した大事業とはいえ、現状のままでは、泥どろ沼ぬまに足をからみとられたようなもの。


    　もし速水がじつは経営危機なんて話が漏もれたら、株価は大暴落するし、革命部は世間から手て酷ひどい攻撃を受けるだろう。


    「そこでね、私の案なんだけど……『アクアス』と提携しようかなって思ってるのよ」


    　莉り音おんの言葉に、俺は手をポンと叩たたいた。


    「アクアス……な、なるほど……。それがかなうなら、どんな宣伝効果より大きい……抜ばつ本ぽん的なてこ入れになりうる」


    　アクアスは日本最大の衣料ショップチェーンだ。


    『おりおんクローズ』はオンラインだけの店てん舗ぽであり、一般顧こ客きやくにしてみれば、いまいち実体に乏とぼしい。そんなイメージが『おりおんクローズ』の利用を妨さまたげる最大の要因になっているだろう。


    　しかし、実店舗からでも購入ができるとなれば、あいまいなイメージを打破することができる。即売上につながるし、それだけでなく最高の広告展開にもつながりそうだった。


    　だが、それはあくまで俺たちの側のメリットだ。俺たちが有名になれば、逆にアクアスの顧客層を食ってしまうことになり、長期的に見ればアクアスにマイナスになりかねない。


    　だから俺は莉音に確認してみる。


    「既き存そんの巨大チェーンと、俺たちの最新の販売システムが手を組んで、共同事業化するってわけだな？　アクアスの販売網を使って『おりおんクローズ』のプッシュができるなら、うちにとっちゃメリットは大きい。だけど、アクアス側のメリットって何だ？」


    　相互提携は、片一方のメリットだけでは成り立たない。同どう盟めいを結ぶなら、両者に相応の利り益えきが必要だ。


    「アクアス側のメリットは、最新の衣料ビジネスに取り組めること自体がメリットなのよ。だって、もし私たちが大成功したら、アクアスの存在意義自体が危機に陥おちいると思わない？」


    「なるほど。俺たちを取り込んでおくこと自体が、アクアスにとって保険となるわけだな？　本当なら俺たちとアクアスは、熾し烈れつなライバル関係なはずだからな」


    　莉音はうなずいて視線をそらす。


    「できることなら独力で地盤を築きたかったんだけど……。この際だから、なりふり構っていられないのよね」


    「いいじゃないか。やってみよう。いや、やるしかないだろう」


    　ふたたび俺へ視線を戻した莉音は、大きくうなずいた。


    「そうね。やってみましょう」


    「でも、今日はどうしたんだ？　いつもの莉り音おんなら、俺なんかに相談しないで、どんどん勝手に話を進めちゃいそうだけど」


    「このまま『おりおんクローズ』が伸びなきゃ、一気に経営危機が表面化するから。そしたら、巳み継つぐがやり玉に挙あがっちゃうでしょ。だって速はや水みの社長なんだもの」


    　莉音の言う通り、もし速水半導体工業が危機に陥おちいろうものなら、マスコミが手のひらを返すことは火を見るよりも明らかなことだった。


    　今までは、あの手この手で異常なまでに俺を持ち上げつづけたマスコミ連中だったが、もう片方では、俺を叩たたくチャンスを今か今かと待ちわびているのだ。


    　いや、視聴者がそれを望んでいるのである。


    　それ自体が壮大なエンターテインメントであり、そんなことで盛り上がるのが世間というもの。持ち上げられた分だけ、今度は見るも無む惨ざんなほどに叩かれることになるだろう。


    「俺のことを心配してくれるのか？　弱気な莉音なんてらしくないな」


    「みんなには、弱気なところなんて見せられないからね。もし失敗して巳継が世間のやり玉に挙がったら、私、責任取ってあげるから。巳継のどんな願いでもかなえてあげる」


    　莉音の言葉に俺は微笑ほほえんだ。


    「へぇ、じゃあ失敗してもいいかもな」


    「あはは。その代わり大変よ。二度と社会復帰できないくらい、マスコミに攻撃されると思うわ」


    「だろうな。それが世の中ってヤツなんだろう？　わかってるよ」


    　俺は肩をすくめた。


    『おりおんクローズ』が失敗すれば、革命部グループは崩壊する。そうなれば俺はもちろん、速水の取とり締しまり役やくになった莉音、せっかく前向きに部活に取り組みはじめた沙さ織おりまでもがバッシングの対象になるだろう。ひょっとすると恒こう太たや柚ゆずさんも巻き込んでしまうかもしれない。さらに、速水半導体工業の人たちを路頭に迷わせることにもなる。みんなを守るために、俺たちはムリをしてでも『おりおんクローズ』を成功させねばならなかった。
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    　翌日、莉音がアクアスの総務部に電話を入れ、代表取締役社長――立たち花ばな勇ゆう二じに会見を申し入れた。立花社長は、今や巨大衣料チェーンとなったアクアスを一代で築き上げた、日本経済界きっての逸いつ材ざいである。


    　おどろいたことに、莉音が連絡してからわずか一〇分後に折り返し連絡があり、すぐに立花氏が会ってくれるという。当然ながら『おりおんクローズ』事業のことは、よく知っているはずである。


    　反応が早い。


    　さすがはアクアスの社長というべきか、あるいは何らかのビジネスチャンスを感じ取ったのだろうか。


    　アポイントを入れ、俺は莉り音おんに連れられてアクアス本社を訪ねた。渋しぶ谷や駅を降りてすぐのインテリジェントビル最上階だ。


    　受付には話が通っていたらしく、すばやく俺と莉音を案内してくれる。


    　従業員たちが働く広大なオフィスフロアを突っ切り、フロア中央の長い長い通路を歩く。一面が見わたせるフロアには一〇〇人以上がせわしなく仕事に立ちまわっていて、活気に満ちあふれている。


    　いちばん奥の社長室へ通されると、立たち花ばな氏が笑顔で待っていた。


    　立花は洗練された物腰で握手を求めてくる。俺と莉音はそれぞれ握手に応じた。


    　立花勇ゆう二じ――アクアス創業者にして現代表取とり締しまり役やく社長。脂あぶらののりきった五一歳。


    　グレーの頭髪をきれいにまとめ、最上級とおぼしきスーツを着こなす姿は、どこからどう見ても一流のビジネスマンである。


    　立花は、エリート畑を歩いてきた事業家だ。


    　カナダのマックギル大学を卒業後、イギリスのオックスフォード大学院で修士を取り、約一五年におよぶ大手商社勤務を経へて、アクアスを立ち上げた。もともと商社では衣料品の輸出入部門を任されていたこともあり、立花にとって衣料ビジネスは専門分野だったそうだ。そして数回の経営危機を乗りこえ、さまざまな試し行こう錯さく誤ごを経て、立花は世界に冠たる衣料チェーンを創り上げた実力者だった。


    　一般人が想像しているほど、日本の経済界に立花のような高学歴の人間は多くない。なぜなら彼らは多くの場合、大企業に入ってしまえばサラリーマンとして十分な収入が確保できる。みずから創業して危険なビジネスの世界へ飛び込もうとする者は少ないのだ。日本の場合、創業社長や経済界の中ちゆう枢すうを構成する多くは、中堅大学卒や高卒で占しめられている。


    　そんななか、立花は創業事業家としては珍しい経歴の持ち主だと言えた。技術者から叩たたき上げの速はや水み元社長とは対照的だ。


    　ソファに腰掛けて軽いあいさつを交わした後、立花はすかさず切り出してくる。


    「御おん社しやのビジネスモデルには興味があるよ。それと、あなた方にもね。事業提携の申し入れ、聞けるかどうかわからないけれど」


    「とつぜんの面会の申し入れを受けていただき、今日はありがとうございます」


    　俺は素直にお礼を述べた。


    　立花は考える仕草をしながら言う。


    「でも、君たちのビジネス、ちょっと時期尚しよう早そうだよなぁ……」


    「そうでしょうか。マーケティング次第だと思いますが」


    　出で端ばなをくじかれた感じだったが、莉り音おんはいつもより素直に応じた。一歩引いて、相手の出方をうかがっているように見える。


    「ズバリ言おう。あなた方のビジネスは失敗する。時世の流れ・商売のバランスを見定めることが商売の基本。一〇年先のビジネスを独力で始めた会社が失敗するのを、ぼくは星の数ほど見てきたよ。バランス感覚こそ、事業を成功させるためにいちばん必要なものなんだ」


    「私たちにはバランスが欠けつ如じよしていると？」


    　莉音の言葉に、立たち花ばなは何の遠慮もなく即答する。


    「そう思う」


    　どう応じてよいか莉音はとまどったようだった。


    　立花は畳たたみ掛けてくる。


    「なるほど、若さに見合わず、君たちは優秀だ。ぼくが想像していた以上にね。その証しよう拠こに、あなた方はぼくのところにやってきた。それは慧けい眼がんだよ」


    「予言者みたいなことを言いますね。まるで何もかもを知っているかのよう」


    「ぼく相手に下へ手たな交こう渉しようは必要ない」


    　ニヤリ、と笑みを浮かべて立花はつづける。


    「君たちがここに来た。それだけで予想できるよ。十じつ中ちゆう八はつ九く、『おりおんクローズ』は当初の予想数字を達成できなかったのだろう。そしてここからはぼくの想像だが……このまま行けば速はや水み半導体工業は危険な状態になる。何か飛躍するキッカケが必要だ。だからこそ、君たちはここへ来たんだ。計画通りに事業が伸展していたら、君たちはここへ来なかった。違うかい？」


    　まさしく直球。


    　俺は息をのんだ。この相手に対し、俺程度では太た刀ち打ちできない。


    　しかし莉音は無表情を通し、何食わぬ顔で食い下がる。


    「純粋に、事業でごいっしょできたらうれしいと考えた――そうは思わないのですか？」


    「まさか！　いったいどこの世界に、他人に成功を分けてやろうとする事業家がいるというんだい？」


    　立花の正論に、さすがの莉音も言葉を詰まらせた。


    「君たちなら、ぼくが言わんとしていることは十二分に理解できるはずだよ。そして逆に、ぼくにも君たちの行動が理解できる。だからこそ、交渉は必要ない。ズバリ、本音で語ろうじゃないか。いいかい、ぼくは君たちの若さの事業家が出てきてくれたこと、とてもうれしく思っている。くわえてだ、支援もしてあげたいという気持ちもある。我が社が損をしない範囲でだ」


    　意味深な微笑ほほえみを浮かべ、立花はつづける。


    「さあ、君たちの事業提携案、聞かせてくれるかい？　どんなことを考えてる？」


    　その言葉に、莉り音おんは肩をすくめて息をはいた。


    「さすがアクアスの創業者ね。話が早くて助かるわ」


    　莉音はいつもの口調で、緊張を緩ゆるめたように言った。


    　そんな莉音のリラックスした様子に、立たち花ばなは満足げにうなずく。


    　コホン、と軽いせきばらいをして莉音はつづける。


    「今、私が考えているのは、速はや水みの株を三〇％、アクアスに引き受けてもらえないかということよ。その上で『おりおんクローズ』をアクアスとの共同事業にする」


    「五一％だ。それならば……きわめて前向きに検討できる」


    　立花は間を置かず即答した。こちらの提案を予測していたのだろうか。


    　株式を五一％取るということは、速水半導体工業はアクアスの完全な子会社になるということだ。


    　現時点では、革命部が実質八〇％以上を押さえているから、速水半導体工業は革命部が支配する子会社である。


    　つまり立花の要望は、速水半導体工業の支配権を寄よ越こせということだ。それはとりもなおさず、『おりおんクローズ』がアクアスのモノになるということを意味していた。


    　莉音は高たか飛び車しやにはねつける。


    「無理な話ね。ムシがよすぎる」


    「そうかな。我われ々われが本気で共同事業化へ乗り出せば、『おりおんクローズ』は成功するだろう。いいかい、一〇年先のビジネスを成功させるには、成熟した企業や政府の支援が必要不可欠だ。アクアスなら、その支援ができる。君たちだってそれを確信しているからこそ、ここへやってきたのだろう？」


    　莉音が歯がみする音が聞こえた。莉音に視線を向けると、気が立っているようだ。


    　俺は冷静に助け船を出してみる。


    「『おりおんクローズ』で稼か働どうしてるシステム全体だけで、数百億は下らない価値があるはずです。世界の縫ほう製せい工場と連結したネットワーク、世界を結びつける特大の物流網、数百万・数千万単位の顧こ客きやく情報を管理できるデータベース、そして大きなバグもなく現実の稼働に耐えうる強きよう靭じんなソフトウェア。仮にです……アクアスが同じ事業を始めようとすれば、一〇〇〇億円の出費では足りないでしょう」


    「うん、そうだね。理解しているよ」


    　立花は、俺の言葉をすこしも否定しなかった。


    　その正直な応答に俺は拍ひよう子し抜けし、唖あ然ぜんとしてしまう。たんなる駆け引き以上の何かが、立花には備わっていた。この相手は一枚も二枚も上うわ手てだ。


    　何食わぬ顔で立花はつづける。


    「だけど、これだけ大規模な事業だ。維持するだけでも莫ばく大だいなコストがかかっているだろう？　もしぼくが、君たちの事業を安く手に入れようと思ったら簡単だよ。何もせず見ていればいいのさ」


    「どういう、ことです？」


    「破は綻たんを待てばいい。そのときには、わずか数十億円で速はや水み半導体工業を丸ごと買収できるだろう。違うかい？」


    　こればかりは反論の余地がないので、俺と莉り音おんは押し黙った。俺と莉音はチラと顔を見合わせる。


    　もしアクアスが速水半導体工業を安く手に入れたいのであれば、破綻するまで見ていればいいのだ。そうすれば株価は暴落し、後は叩たたき売りセールみたいなものだろう。


    　もちろん、アクアスだけでなく、他の企業も『おりおんクローズ』を手に入れたいと触手を伸ばしてくるかもしれないが、それでも現時点の価格よりはるかに安く速水半導体工業を丸ごと手に入れることができるはずだった。


    　莉音は冷静な口調を崩さず応じる。


    「私たちとしては、なにも選択肢しはアクアスだけじゃない。ピースクローズもあるし、ビックリップもある。良い条件で提携できる先を探してもいいのよ」


    「無理だろう。だいたい、ピースクローズさんやビックリップさんとは、売上、店てん舗ぽ数ともに一〇倍以上ものちがいがある。この業界であたらしいことをなしとげたいのであれば、うちと提携するしかないんだよ。そんなこと、君たちは百も承知だと思うが」


    「……」


    　沈黙で応える莉音に構わず、立たち花ばなはつづける。


    「君たちだって理解しているだろう。グローバルビジネスの世界で最終的に勝ち残れるのは、ナンバーワンの者だけだ。ナンバーワンだけが市し場じようを導いていくことができる。だからアクアスは世界最大のチェーンを目指しているし、君たちだって形は違えど同じ目標を持っているはずだ。なるほど、ピースクローズさんやビックリップさんも選択肢としてはありえるだろう。しかし弱者がいくら寄りあつまったところで、弱者連合にしかならないんだよ。うち以外との提携なら、日本市場で『おりおんクローズ』は成功しないだろう」


    　返す言葉もない。その通りだったからだ。


    　俺たちがアクアスと組みたいのは、日本の衣料市場でナンバーワンだからである。市場を席せつ巻けんしているナンバーワン企業を切り崩すのは、とほうもない道のりなのだ。


    　メルセデスベンツが高級車の象徴でありつづけるのはなぜか。


    　コカコーラが飲料業界ナンバーワンでありつづけるのはなぜか。


    　マクドナルドが圧倒的な集客力を誇るのはなぜか。


    　アップルのiPodが、他の低価格品を押しのけて一番人気なのはなぜか。


    　吉よし野の家やが「好きな牛ぎゆう丼どんショップは？」というアンケートで、いつも一位なのはなぜか。


    　これらの企業と、そのライバルのサービスや製品に、いったいどれほどの違いがあるのか、俺にはわからない。コーラの味の違いもわからないし、牛ぎゆう丼どんの味の差だってわからない。どこもすぐれているように思える。安くて高品質なら、俺はなんだっていいのだ。


    　しかしそれでも、ナンバーワンを切り崩すことは奇き跡せきの技だ。ほとんど無意識のうちに、ほかのものより安心感やかっこよさをおぼえてしまうことが多い。これは理屈じゃない。強しいて言えば、脳に刻み込まれたイメージの所産なのである。この先入観をくつがえすことは、きわめてむずかしい。


    　だからこそ衣料チェーンと提携する道を探るなら、業界で圧勝しているアクアスでなくてはならないのだった。


    　立たち花ばなはダメ押ししてくる。


    「ましてや、海外で勝負できる日本の衣料チェーンは、うちしかない」


    「アクアスはたしかに日本ナンバーワンチェーンだけど、全世界的に見れば第三位のチェーンでしょ。速はや水み半導体工業としては、海外の大規模チェーンとの提携を視野に入れてもいいわ」


    「いみじくも君が言ったように、うちは日本最大だ。そして今、君たちは日本で勝負している。衣料にかぎらず、家電やゲームや自動車や工業製品、それから数多くの業界で、日本での成功は重要なテストマーケティングとなっている。日本のきびしい消費者に受け入れられない企業が、世界企業になることはむずかしい。日本で成功するアクアスは、いずれかならず世界最大の衣料チェーンになるだろう。……君たちは、アクアスと提携するしか勝てる選択肢はないのだよ」


    　立花はこちらの逃げ道を塞ふさぐ。そして立花の洞どう察さつは、おおむね正しいものだった。


    　テストマーケティングとは、商品やサービスの販売にあたり、特定の地域や流通方法を使って販売テストをしてみることだ。これによって商品の持つ訴そ求きゆう力りよくや広告の効果、消費者のリピート率など多方面にわたって調査し、全国展開や世界展開のためにさまざまな調整を行おこなっていく。


    　日本の消費者は、メーカーが提供する手厚いサポートやサービスに慣れている。そのため日本は、ビジネスで勝ち残るのはとてもきびしい市し場じようといえる。


    　逆に言えば、日本での販売を成功させることができれば、それは世界に通用できる商品やサービスになりうるということなのだ。だから多くの多た国こく籍せきメーカーは日本市場を、世界展開のための重要なテストマーケティングの場として利用しているのである。


    　つまりアクアスが日本市場で成功をおさめているという事実は、数字以上に意味のあることなのだった。


    　沈黙する俺たちへ最後通つう牒ちようを突きつけるように、立花は強い調子で口にする。


    「五一％だ。それならば、話に乗ろう」


    　どうあっても譲ゆずるつもりはないらしい。俺たちがかならず折れてくると踏んでのことだろう。


    　それでいて、『おりおんクローズ』自体には、非常に大きい興味を持っていることが見て取れた。速はや水み半導体工業の株式の過半数が欲しい――つまり『おりおんクローズ』が欲しい――という姿勢は崩さなかったからだ。


    　立たち花ばなはつづける。


    「今日時点の、速水半導体工業の時価総額は約一二〇〇億円。新たに株を発行してもらい、アクアスが六五〇億円を出資しようじゃないか。それで、うちが五一％になるよう調整して株数を決めてくれればいい。うちが親会社になれば、速水半導体工業の株価はさらに上昇するだろう。そうすれば、君たちの資産だって何倍にも膨ふくらむ」


    　莉り音おんは小さくうなり、俺はソファに身を沈めた。


    　速水半導体工業の株価は上昇をつづけていて、時価総額は一二〇〇億円に達している。だが、対するアクアスの時価総額は一兆九〇〇〇億円なのだった。


    　速水は、今期の売上予測二五〇億円。対するアクアスは、売上予測九三〇〇億円。


    　そもそも、企業のスケールがちがいすぎる。アクアスにとって六五〇億円はそれほど大きい資金ではないし、たったこれだけの資金で『おりおんクローズ』を奪だつ取しゆできるなら、安い買い物にちがいない。


    　最後に立花は俺たちを安心させようと、親身なふうに語りかける。


    「うちが親会社になっても、君が社長のままでいい。その上で、君たちふたりをアクアスの取とり締しまり役やくにむかえ入れてもいいんだ。そしていっしょに『おりおんクローズ』を成功させようじゃないか。アクアスは世界一の衣料チェーンになる。そのためにも、君たちの力を貸して欲しい」


    　押して引く見事な交こう渉しよう。


    　術中にはまったのだろうか、それとも逆に説得されたのだろうか、いつのまにか俺には、『おりおんクローズ』の成功にはアクアスの支援が不可欠なのではないかとすら思えた。ミイラ取りがミイラになるとは、このことかもしれない。
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    　立花との会談が終わってすぐ、渋しぶ谷や駅までの途中にあるお洒落しやれなケーキ屋に俺たちは立ち寄った。


    　ウェイターに案内されたいちばん奥の席、莉音はイスにグッタリして腰掛ける。つかれた莉音を見るのは滅多にないことだから、俺はいささかおどろいた。


    　やってきたウェイターに、俺が代わりに莉音の分まで手早くオーダーを告げる。こういう店では、莉音はいつもレモンティーとチーズケーキだ。俺は何も食べたくなかったので、コーヒーだけ頼む。


    　莉り音おんはテーブルに両ヒジをつき、苦く渋じゆうの表情で口にする。


    「作戦は変更よ。過激に挑いどむしかないみたい」


    「過激」の中身はわからなかったが、俺は意見を述べてみる。


    「ここは、アクアスとの提携は断念して、二番手のピースクローズに話を持ちかけたらどうだ？　可能性は高いだろ」


    「ダメよ。あの社長も言っていたでしょう？　二位以下の衣料チェーンとは一〇倍以上の力の差がある。しかも資金力は一〇〇倍以上。ケタがちがいすぎるの。私たちが日本で勝利をおさめるためにも、アクアスとの提携……つまりアクアスの既き存そん店てん舗ぽにやってくる客層を取り込むしか術すべがない。そのくらい、アクアスのひとり勝ち状態よ」


    「じゃあ、複数の中小チェーンと連携してみるとか」


    「無理。いいこと巳み継つぐ。ビジネスってのはね、トップにならなきゃ意味がない。トップが市し場じようを導くの」


    　莉音の言わんとすることは理解できる。立たち花ばな社長も同じく言っていたことだ。


    「私たちがコスプレ産業で超速の成功をおさめたのは、競合に乏とぼしいニッチ市場を狙ねらってきたからよ。ほとんど敵がいないところで私たちはトップになったわけ。でもね、すでにビジネスが確立されている巨大市場では、どんなに努力を重ねても、正面決戦でトップ企業に勝つことはむずかしいの。もし私たちが既存ショップと提携するなら、アクアスしかありえない。悔くやしいけど、あの社長も言っていたでしょう？　『弱者がいくら寄りあつまったところで、弱者連合にしかならない』って」


    　俺はうなずいた。


    　ビジネスとは戦争だ。資本主義の下もとでは、勇気や努力だけで弱者が強者に勝つなんて思うことはまやかしである。弱いものが強いものに勝つのは、しょせんファンタジーの世界。勝つためには、かならず勝てる戦力を用意し、手立てを講じなくてはならない。


    　そんなことを考えていると、ちょうどウェイターがやってきた。そして手早く注文した品を置いて去っていく。


    　莉音は角砂糖を三つも取り、自分のレモンティーに放り込んだ。普段の莉音は角砂糖ひとつしか入れない。苛いらついているのだろう。


    　俺は気分転換にブラックコーヒーをゴクリと飲みこんだ。


    　考えを巡らし、別の提案をしてみる。


    「じゃあこんな案は？　いっそのこと、ファッション産業との提携はあきらめて……オンラインモール最大手、楽らく先せんと提携するとか」


    　視線を泳がせた莉音は、思考を巡らせながらゆっくりと言う。


    「うーん、一風変わってておもしろい狙いどころだけど……変化球すぎるわね。顧こ客きやくがどこにピンポイントでいるか考えてご覧なさい。ネットショッピングするような人たちはすでにうちを使ってる。楽らく先せんじゃないの。やっぱり私たちのあたらしい、そして最大の顧こ客きやくは……アクアスのリアル店てん舗ぽに来るお客さんなのよ」


    　莉り音おんの話を理解できるだけに、俺は頭をかかえた。


    「だが……五一％は言い過ぎだ。それじゃ速はや水みが、アクアスの完全子会社じゃないか。第一、柚ゆずさん設計の『おりおんクローズ』のソフトウェアは、六五〇億でも安いくらいだ」


    「『おりおんクローズ』がスタートして二週間。このタイミングで提携を持ちかけたことで、あの社長はすべてを把は握あくしたんでしょ。自信があるから、あそこまで言い切れる。そして、その自信は正しい」


    「じゃあ、どうするんだ……？　八はつ方ぽう塞ふさがりのような……。結局、速水はアクアスの子会社になるしかないのか？」


    　莉音は押し黙る。


    　目のまえに置かれたチーズケーキに莉音はフォークを突き刺し、おもむろにほおばった。


    　口のなかに無理やり押し込んだケーキのせいで、莉音のほおはプクリと膨ふくらむ。もぐもぐと、必死で食べている。


    　その女の子らしくない仕草はまるで子供のよう。やっぱり莉音は、見目姿だけなら愛らしい。


    　俺はだまって莉音の様子を見つめていた。
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    　しばらく口を動かしていた莉り音おんだったが、なんとかチーズケーキを飲みこんだようだ。レモンティーを一気飲みし、やがてコホンとせきばらいする。


    　そして俺を真剣に見すえ、断固とした口調で言い切った。


    「私たちは革命を起こすのよ。これくらいで、へこたれるわけないじゃない」


    　やはり莉音は莉音だ。


    　ホッとしたような、やれやれといったような、そんなふしぎな感情に俺はとらわれた。


    「戦争をしかけましょう。たしかにあの社長、ウワサに違たがわず優秀だけど……そこが弱点ね」


    「戦争……って？」


    「アクアス買収。私たちがアクアスの親会社になるの」


    　俺は息をのんだ。そんなことは不可能だ。


    「……そんなバカな。業績が低迷してた速はや水みの乗っ取りと規模が違うんだぞ……。速水の時価総額一二〇〇億円、アクアスは一兆九〇〇〇億円だ。子供と大人どころじゃない。アリと象くらいのちがいがある」


    「おもしろい戦いでしょ。あの自信みなぎる社長に、私が一ひと泡あわ吹かせてあげる」


    　不敵な笑みをうかべた莉音に、俺はクギを刺す。


    「ちょっと待ってくれ。第一、速水の買収のときには、俺たちには速水の時価総額以上の金があった。今はない。どんなに絞り出しても速水の現預金一五五億、それから革命部には現預金三五億。これだって、『おりおんクローズ』事業のために確保しておかなけりゃならない資金だろ。だから無理だ。ありえない」


    「お金がなかったら、作ればいいじゃない」


    　そんな無理な話を莉音はサラリと言ってのけた。


    　――お金を作るったって……兆単位のお金をどうやって作るんだ……？


    　莉音なら、柚ゆずさんに偽にせ札さつ作りか、はたまた銀行へのハッキングでも指示しそうで不安だ。


    　俺は思いとどまるよう説得をつづける。


    「それに、速水の時価総額一二〇〇億円だってバブルみたいなもんだろ。今はニュースの話題性だけで株価が異様に伸びてるだけで、いつ弾はじけたっておかしくない。もし『おりおんクローズ』がきびしいって情報が流れたら……まちがいなくバブルは弾けるだろう。すぐに元の株価、時価総額七〇億円前後にまで急落してもふしぎじゃないんだ」


    「そうね。速水の株価バブル、いつ弾けたっておかしくない。だったらこれを逆手に取って、もっとバブルを拡大させちゃいましょ。でっかい祭りをぶち上げて、あの社長の鼻をへし折ってやりましょう」


    「そんなこと……できっこない。不可能だ。今の革命部や速水の総力を結集したって、アクアスにかなわないことくらい、子供だってわかる。今度ばかりは殴なぐられたって言うぞ。どだい、勝負にならない勝負だ」


    　テーブルに身を乗り出して俺は言った。


    　しかし莉り音おんはソファにふんぞり返ったままだ。立たち花ばな社長に一時的にやり込められた莉音だったが、完全に、いつもの気力が戻ったらしい。


    「戦うまえから勝ち負けなんてわからない。死ぬときは、まえを向いて死にましょう。戦争だもん。ビジネスは戦争なの」


    　テーブルの上の莉音の手に、俺は手を重ねた。


    「死ぬのは俺だけでいい。世間から叩たたかれるのは俺だけでいい。俺が体を張って、莉音や沙さ織おりは守ってみせる。恒こう太たや柚ゆずさんもだ。みんなが傷つくようなことはさせやしない」


    　俺がそう言うと、莉音はもう片方の手を、俺の手に重ねた。


    「だいじょうぶよ巳み継つぐ。私が真剣勝負に負けたこと、今まであったかしら？」


    「ない。ないけど……今回ばかりは……」


    　莉音は俺の口元に人差し指を押し当て、俺の言葉をさえぎった。


    「私を信じなさい。巳継が社長なんだもん。絶対に、君ひとりを窮きゆう地ちに追い込んだりなんかしないから」


    　そう言って、莉音はニッコリ微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　アクアスＭ＆Ａという遠大なプロジェクトを達成させるため、俺たちは具体的な行動を開始した。


    　第一に、どんなことをしてでも時価総額を伸ばすことである。ウソ八百を並べ立ててでも、ＩＲ（投資家向け広報）を盛大に誇こ張ちようしてでも、株価を上げて時価総額を伸ばすのだ。


    　第二に、その膨ふくらんだ時価総額を元に、巨額の資金調達をするのである。時価総額が巨大化すれば、さまざまな点で資金調達が有利になる。増資をする際も、銀行借り入れをする際もだ。


    　たとえば速はや水み半導体工業に増資して、資金を確保することを考えてみよう。


    　時価総額五〇〇億円の速水半導体工業に、新たに一〇〇億円の増資をしたとすると、会社の二〇％ほどの株式を発行しなくてはならない。つまり二〇％が外部の株主のものになってしまうわけだ。


    　一方、時価総額五〇〇〇億円の速水半導体工業に、新たに一〇〇億円の増資をしたとすると、会社の二％ほどの株式を発行するだけで済む。


    　なぜなら全体価値五〇〇〇億円のなかで、たかだか一〇〇億円の価値が増えるだけだから、新規に発行する株は全体の二％ほどで見合うのだ。


    　株式会社の運営にあたって、この株式比率――株式を誰がどのくらい持っているのか――がもっとも重要であることは、莉音から何度も聞かされてきた通りだ。経営に携たずさわらない外部の株主が少なければ少ないほど、会社運営はスマートなものになる。


    　だから、外部株主に新規発行する株式比率が二〇％と二％では、天と地の差があるのだ。


    　つぎは、銀行借り入れを考えてみよう。


    　時価総額五〇〇億円の速はや水み半導体工業の株式を担たん保ぽに、革命部が銀行から借り入れをするとすれば、ふつうは数十億円程度しか引き出せない。


    　一方、時価総額五〇〇〇億円の株式を担保とすれば、革命部は銀行から数百億円……相手によってはそれ以上を引き出すことも無理ではない。


    　もちろん、株式の担保価値というのは急激に変動するので、日本国内の銀行では担保としては好まれないが、それでも広く海外の金融機関に目を向ければ、担保として受け入れてくれる先は少なくないのである。


    　だから莉り音おんが立てた作戦は、おおよそつぎのような流れだった。


    



    ①時価総額を上昇させる


    ②高い時価総額を活かして限界いっぱいまで資金調達する


    



    　俺が主に①の時価総額の上昇を引き受け、莉音が②の資金調達を行おこなうことになった。


    　莉音の資金調達の目標は、一兆円以上――。


    　今日時点のアクアスの時価総額一兆九〇〇〇億円ということを考えれば、仮に一兆円の資金調達が成功したとしても、勝負ができるかどうか微妙ではある。しかし、やるしかないのだった。


    　もし失敗すれば、俺たちはマスコミや世間からやり玉に挙あげられることは確実だ。なにせ、ウソ八百を並べ立てて時価総額を押し上げるのである。アクアス買収が失敗して、『おりおんクローズ』までコケるようなことがあれば、株価は即日のうちに暴落し、ウソだったことがバレてしまう。


    　しかもこの勝負、しかける以上はかならず勝たなくては、金融商品取引法違反のうちの「風ふう説せつの流る布ふ」に問われてしまうかもしれない。風説の流布とは、故こ意いに株価を上げ下げする目的で、根こん拠きよがない情報を流すことである。


    　そんな危険な賭かけだったとしても『おりおんクローズ』成功のため、綱渡りでもするしかないのだ。もし成功しなければ、やはり大バッシングにあう。それならムチャをしてでも前へ進まなくてはならない。


    　今日も広告予算を注そそぎ込んで、テレビＣＭを流したり、雑誌の特集記事を組んだりしていたが、「服を買うならオンラインで自分好みにカスタマイズ」だと思ってもらうのは簡単ではなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　そんなわけで俺は、世間を煽あおって時価総額を上昇させるため、今日もマスコミをまえにして吹きまくった。


    　経済誌のインタビューで俺はまくしたてる。


    「『おりおんクローズ』事業は予想以上の反響を巻き起こしています。我われ々われが望んでいた以上の大戦果ですね」


    　テレビクルーのまえでは、いかにも大物ぶった澄すまし顔で言う。


    「このまま事業が伸びつづけてくれれば、来期は売上一〇〇〇億円、そしてそのつぎは売上一兆円と急増を達成してくれるのは、もはや確実と言えるでしょう」


    　記者会見の席ではこんな大おお見み得えを切る。


    「日本市し場じようでの成功を元に、二年後には本格的な海外展開に乗り出していく計画です。売上一〇兆円を目指したいですね」


    　経済新聞の記者に対しては、えらそうに語る。


    「株主へ利り益えきは還元するべきです。速はや水み半導体工業は株主となってくれた方のため、可能なかぎり配当いたします」


    　テレビニュースの生放送にまで出演して、壮大なホラを吹く。


    「この一世一代の壮大なプロジェクト『おりおんクローズ』が成功をおさめた暁あかつきには、世界を連結するネットワークを活かして、つぎのオンラインプロジェクトを立ち上げる予定です」


    　もちろんＩＲ（投資家向け広報）でも、適当な話を並べ立てた。『おりおんクローズの予想外の好調に関し』などという情報を発信し、速水半導体工業の株を買うよう、煽りまくったのだ。


    　おかげで、もともと『おりおんクローズ』事業への期待値から、大幅に高まっていた速水半導体工業の株価は、天を突き刺すような勢いで上昇をつづけた。


    　時価総額は四五〇〇億円に到達。


    　バカげた、架か空くうの数字である。


    　一連のバブル政策は、かなり危険な綱渡りだった。


    　経営者である俺が率先して、誇こ張ちようされた情報を投資家に流すのだ。もし結果がついてこなければ、世間からウソつき呼ばわりされても文句は言えない。


    　しかし莉り音おんはこう言った。「負ければ賊ぞく軍ぐん、勝てば官かん軍ぐん。ただそれだけのこと」なのだと。


    



    
      ◇

    


    



    「どういうつもりだ!?　速はや水み半導体工業を金集めのオモチャにでもするつもりなのか!?」


    　血相を変えて速水元社長は部屋に飛び込んできた。


    　大方、今日発表したＩＲの資料でも見たのだろう。『おりおんクローズ』の将来の収支予想を吹きに吹きまくったものである。


    　ここは速水半導体工業内のかたすみに、ひっそり用意していた俺と莉り音おんの作戦室だ。アクアスＭ＆Ａ作戦敢かん行こう中のため、頻ひん繁ぱんに速水半導体工業にやってこなければならず、ここの部屋を開けてもらっていたのである。


    　怒りに満ちた速水元社長を莉音は押しとどめた。


    「気持ちはわかるわ。でもこらえて。お願い」


    「これが落ちついていられるか！　ふざけるなよ貴様ら！　おまえらが発表したＩＲはおおげさな情報ばかりじゃないか！　犯罪になりかねないぞ!?」


    　速水元社長の怒りは収まらない。


    　上じよう場じよう企業を譲ゆずり渡した相手が大ホラ吹きだったとなれば、泡あわを食うのは当然だ。


    　速水元社長は興奮してつづける。


    「『おりおんクローズ』が計画通りに行っていないことは、事業なんだから構わない！　うまくいかないことも、難局だってたくさんあるだろう！　だがな、このＩＲはどういうつもりだ!?」


    「考えがあるの。起死回生の大作戦が」


    「うちの時価総額、もうすぐ五〇〇〇億だぞ!?　株バブルのときだって、こんなふざけた状況になったためしはない！　もともと、たかだか売上数百億の町工場なんだ！　ありえん！　なにもかもがありえん！」


    　怒る速水元社長相手に、莉音はため息をつく。


    「じいさんはまともすぎるのよ。杓しゃく子し定じょう規ぎね。まえから思ってたけど、もっと柔軟な発想が必要だと思うの」


    「まともで何が悪い！　犯罪まがいのことをやって、ぬけぬけと何が柔軟だ！　ふざけるのも大たい概がいにしろよ貴様ら！」


    「ふざけてなんかいない。作戦があるんだってば。落ちついて」


    　ふと速水元社長は雰ふん囲い気きを変え、真剣な眼まな差ざしで俺と莉音を交互ににらみつけた。


    「……つぎの取とり締しまり役やく会では、責任はハッキリさせておくぞ」


    「わかってる。私と巳み継つぐでやってることだから。じいさんにも、他の取締役にも責任はない。そこはハッキリさせておく」


    　莉音は大きくうなずき、つづけた。


    「ご指摘通り『おりおんクローズ』はきびしい。せっかく半導体事業が盛り返してきてるのに、利益も食っちゃってる。それは謝らなくちゃならないわ」


    「それはいい。俺たちも理解していたことだ。それに、おまえらがうちに乗り込んでこなけりゃ、どちらにしろ半導体事業は首が絞まっていた。『おりおんクローズ』と運命を共にする覚悟は端はなっからできている。……だがな、納得できないのは、インチキのようなＩＲを貴様らが並べ立てることだ！　俺は三〇年、速水半導体工業をやってきて、ただの一度もふざけたことはしなかった！　バブルのときもだ！　どこぞのクソみたいなＩＴ企業どもと、うちをいっしょにするなよ!?」


    　言いながら、速はや水み元社長はふたたび興奮を増していく。話すほどに鬱うつ憤ぷんが倍加していくようだった。


    「わかってる。だからほんのすこし、時間をちょうだい。かならず納得できる結果を出してみせるから」


    「……おまえら、何を企たくらんでいるんだ？」


    「端たん的てきに言うわ。アクアスの買収。『おりおんクローズ』事業の起死回生の一手」


    「アクアス……買収!?　バカな！　バカげた妄もう想そうだ！」


    「妄想じゃない。私が今、資金調達に取り組んでる。そのためにも、速水の時価総額を増大させる必要があるの。だから巳み継つぐには株価を上げるよう動かせてる」


    「クソッ、この年になって、まさかそんなことに荷か担たんさせられるとはな！　おまえらに会社を譲ゆずったとき、さっさと引退しとくんだったよ！」


    「じいさんに責任はおよばない。この勝負、私と巳継で引き受ける」


    「それで事が済むか！　ちくしょうめ！」


    　速水元社長は、手近にあるソファを蹴けり上げた。


    「今度の中間決算の発表までだ。それまで、おまえらが報告してくる数字にだまされたフリをしといてやる！　この野郎どもめ！　いいか、それが限度だからな！」


    「うん、どっちにしろ、つぎの中間決算で『おりおんクローズ』の正確な数字を公表しなくちゃならない。このまま行けばまちがいなく大だい惨さん事じになっちゃうからね。巳継は、世間的に処刑されるわ」


    「だろうな。ここまでのことをやってくれてるんだ。覚悟はしておけよ」


    　そう言いつつ、速水元社長はあきらめたように顔をそらした。


    



    
      ◇

    


    



    　申し込まれる取材を俺はすべて受け、あらゆるインタビューをこなした。


    　世界最年少上じよう場じよう企業社長というネタで最初に取材が殺到してきたころには、マスコミは嫌いやで嫌でしかたがなかった。もちろん、それは今でも変わらない。それでも、俺は懇こん切せつていねいに彼らに対応した。


    　あらゆることを吹きまくり、速水の株を購入したくなるように巧妙な煽せん動どうを重ねた。


    　さらには、週刊誌に「コスプレイヤー『おりおり』がじつは速はや水み半導体工業の大株主だった!?」などという記事が出て、いっそうの注目を集めた。情報をリークしたのはもちろん莉り音おんである。


    　こうして煽あおりに煽ったおかげで、時価総額はついに六〇〇〇億円にまで到達。


    　ほんのすこしまえまで、たかだか時価総額七〇億円だった町工場が、とつぜん降って湧いたようにバブル化していた。


    　時価総額が積み上がるのと並へい行こうして、莉音は莉音で必死に資金調達に動いているようだ。


    　莉音はつぎの三つの方法を使って資金調達をすると俺に教えてくれた。


    



    ①速水半導体工業の増資


    ②保有株を担たん保ぽにした革命部の借り入れ


    ③レバレッジド・バイアウト


    



    　①と②は当初の予定通りなのだが、それだけでは足りないらしい。だから③のレバレッジド・バイアウトという手法を取り入れることにしたのだと言う。


    『レバレッジド・バイアウト』とは、強攻な企業買収手段のひとつである。


    　簡単に言えば、買収ターゲット企業の資産や将来の利り益えきを担保にしての資金調達方法だ。


    　たとえば俺たちの場合、アクアスを買収しようとしているだけで、現時点ではアクアスは俺たちのものではない。


    　しかし、俺たちが買収する「予定」のアクアスの資産や将来の利益を当て込んで、これを担保にして資金調達を図るのだ。つまり、買収することを前提にして、将来の価値を担保に取って借しやつ金きんをするというわけである。


    　このレバレッジド・バイアウトによる資金調達分の返済は、アクアスを買収した後、アクアスが持つ資産や事業の利益によって行おこなうということだ。


    　鶏にわとりが先か卵が先か――。


    　本来は卵から徐々に大きくなっていくはずなのに、いきなり鶏を用意してしまおうという強烈な方法である。


    　レバレッジド・バイアウトは一九七〇年代アメリカで完成した、企業買収のための金融技術だ。八〇年代にはアメリカで、このテクニックを活用した空前のＭ＆Ａブームが巻き起こった。


    　このマネーゲームの横おう行こうによって市し場じようは荒らされたが、一九九〇年、レバレッジド・バイアウトに力を注いでいた大手投資銀行ドレクセル・バーナム・ランベールが破は綻たんしたことでブームが幕を閉じることとなる。


    　だが、このレバレッジド・バイアウトの金融技術だけは悪評と共に生きのこり、数は少ないながらも、ときおり利用される企業買収の手法として定着することになった。莉音が狙ねらいをつけたのは、まさにこの、悪名高い乗っ取り技術なのである。


    　しかし日本の金融機関はレバレッジド・バイアウトのノウハウなど持っていないし、大手企業を敵に回すような買収方法を忌いみ嫌う。だから莉り音おんはアメリカ系投資銀行のいくつかに話を持ちかけているらしい。


    　もうすぐ、体力がちがいすぎるアクアスと、俺たちは全面戦争へ突入する。その戦力差は、第二次世界大戦時の日本とアメリカの差よりもずっと大きい。


    　生きるか死ぬか、乾けん坤こん一いつ擲てきの大ギャンブルだった。


    



    
      ◇

    


    



    　革命部の部室リビングにあつまった皆を見わたしながら、莉音は意気揚よう々ようと報告する。


    「めいっぱいの資金調達をしてみたの。革命部グループ全体で一兆三五〇〇億円。これで限界いっぱいね」


    「い、一兆……三五〇〇……億円……？　どういう……こと？」


    　異常な金額に沙さ織おりは目を丸くした。


    　しかも、この資金を何に使うのか、沙織たちはまだ理解していない。


    　俺は補足する。


    「あらゆる方法で資金を集めたんだ。速はや水み半導体工業で増資したり、革命部で借り入れしたりしてな」


    　莉音はマジックを取り上げ、ホワイトボードを向いた。


    



    ■資金調達まとめ


    



    ①速水半導体工業の増資


    　新株三五％を発行し、一五〇〇億円の調達。これにより、革命部の速水株保有率は五五％ほどに低下。


    



    ②革命部の銀行借り入れ


    　速水半導体工業の株式を担たん保ぽにして、年八％の利り息そくで香ホン港コン系銀行――香港北京ペキン銀行から二〇〇〇億円を調達。


    



    ③レバレッジド・バイアウト


    　買収する予定のアクアスの現資産を担保にして、アメリカ系投資銀行――ゴールドラインサックスが一兆円の融資に合意。


    



    「こんな感じね。調達金額一兆三五〇〇億円。一五〇〇億円は増資分だから、借しやつ金きんは合計で一兆二〇〇〇億円。限界いっぱい。最初は日本の銀行に当たっていたんだけど、五〇〇億円くらいまでしか無理そうでね。高利だけど香ホン港コン系で貸してくれるところを見つけたり、投資銀行からお金を引き出したりしたの」


    　沙さ織おりはとまどった声をあげる。


    「ど、どうしてそんなにお金を集めるの？」


    「アクアスを買収するのよ。知ってるでしょ、アクアス」


    　とつぜん、柚ゆずさんが小学生のように手を高々と挙あげた。


    「はい！　私、よくアクアスで服を買ったりするんです！」


    　子供のようだ。


    　俺は微笑ほほえんで説明する。


    「『おりおんクローズ』事業を確実に成功させるために、既き存そんの大手チェーンと提携する作戦にしたんだ。そのために買収するのさ」


    「ククク、いいだろう。アクアスならいずれ世界ナンバーワンを狙ねらえる巨大衣料グループだ。俺の子会社にふさわしい企業だよ。だが、一兆三五〇〇億円でいいのか？　この俺がすこし本気を出すだけで三兆円はいけるのだが……」


    　イスにふんぞり返る恒こう太たは、我が物顔で口にした。


    　莉り音おんは苦にが々にがしい顔でうなずく。


    「そうね、すこし足りないのよね。アクアスの時価総額一兆九〇〇〇億円。対して、私たちが限界までがんばって調達金一兆三五〇〇億円。買収に乗り出せば株価が急きゆう騰とうして……時価総額二兆五〇〇〇億円くらいまで上がることを想定しておかなくちゃならない。きびしい戦いになるの」


    「もし時価総額三兆円近くまでいけば、過半数取るのはきびしくなる」


    　俺の言葉に、すぐ莉音は応じる。


    「いくつか作戦があるから。任せておきなさい。本当なら、なんとか一兆五〇〇〇億円くらいまで調達できれば話が早かったんだけどね」


    「恒太なら三兆円くらい余裕で調達できるらしい。任せようか？」


    　俺が恒太に話を振ると、恒太は身体をよろめかせテーブルに両手をついた。


    「ぐ……残念だが今は時間がな……。なぜなら俺は今、もっと大たい義ぎのために戦っているからだ。深海で目を醒さました邪じや神しんの影が日本に這はいよりつつあるらしくてな……。やつらを倒せる魔導の書を持っているのは、この俺しかいないのだよ……」


    「それは大事な任務ですね。恒太様、どうか日本をお救いください」


    　棒読みで俺は言った。


    　邪じや神しんを追い払う役目は恒こう太たに任せ、いよいよ俺たちはアクアスと開戦することになる。


    　伸のるか反そるかの戦いに、勝利の女神は微笑ほほえんでくれるだろうか。


    　部費一兆四一七〇億円、借しやつ金きん一兆二〇〇〇億円也なり。
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    第四章　第一次アクアス買収戦


    



    　俺は莉り音おんに連れられ、ふたたび東とう丈じよう会かいの門をくぐった。


    　東丈会と繰り広げた抗争はつい先日のことだったが、邸てい内ないはどことなく違ったものに感じられる。


    　今日は戦いに赴おもむいたわけではないから、邸内をゆっくり見回す余裕があるためだろう。


    　案内役に促され、俺と莉音は奥座敷に通される。


    　そこには老人が、たったひとりで待っていた。


    　このまえのように両脇を直立不動で固めていた部下たちも、木き島じまもいない。案内役まで一礼をしてフスマを閉め、部屋を去ってしまった。


    　二言三言あいさつを交わし、俺たちは座ざ布ぶ団とんに座った。


    　老人が身を乗り出すようにして口を開く。


    「で、今日は何の用なんだ？　ずいぶんと、やってくるのが早いじゃないか」


    　老人は顎あごをしゃくった。「用件を言え」ということだろう。


    　アポイントを入れただけで、用件はまだ伝えていないと莉音は言っていた。それなのに、よくこうして直接会ってくれるものだ。俺たちは信用されているということだろうか。


    　莉音が応じる。


    「取引に来たの」


    「ほう……もちろん、儲もうかる取引なんだろうな？」


    「そうね。正確に言えば取引っていうより……プレゼント……かな」


    「プレゼント……？」


    　老人は眉まゆをひそめた。


    　莉音が俺を促してくる。


    「巳み継つぐ。出しなさい」


    　俺はうなずいて、大切に持ってきたアタッシュケースを、うやうやしく老人のまえに押しやった。


    　老人はバッグをたぐり寄せ、おもむろにフタを開ける。


    　なかには金きん融ゆう債さい。金融機関が発行する債権――指定の日にちがくれば現金化できるものだ。


    「五〇〇〇万円が二〇枚。だから一〇億円分よ。差し上げようと思ってるの」


    　何の躊ちゆう躇ちよも見せず、老人が金融債の束をつかみ上げた。


    「もらっておこう。で、望みはなんだ？」


    「簡単よ。その一〇億円分で、アクアス株を買ってもらいたいの。総長本人がね。そして二週間だけ、総長名義で持っていてもらいたいのよ。たったそれだけ。その後は好きにしていいわ」


    「……どういうことだ？」


    「要は……アクアスの株価が下がって欲しいの」


    　莉り音おんは声をひそめ、意味深なふうに口にした。


    　アクアスは堅実な会社だ。速はや水みのときのように株が投げ売りされているわけではない。だから、俺たちが正面切って株式を買い集めるのは時間がかかる。


    　そこで、莉音が立てた開幕の、とんでもない作戦はこうだ。


    　東とう丈じよう会かいの総長に個人で株を持ってもらうことで、擬ぎ似じ的に、投げ売り状態を創り出す。


    　日本第二位の広域暴力団の総長が個人で株を持っているというのは、企業にとってちょっとしたスキャンダルになる。なぜなら暴力団と企業の癒ゆ着ちやくを、マスコミや一般大衆に勝手に想像させるからだ。マスコミは、おもしろいネタになると思えば何にでも食いつく。たとえそれが有名無実の出来事であったとしても。


    　株価は世の中の動きを先読みする形で動く。老人がアクアスの株を個人で大量に持っているというニュースが世間に流れた瞬間に、多くの株が売りに出されることになる。その株を、俺たちがかっ攫さらうというわけだ。


    　これにはモデルケースがある。


    　一九九九年二月、日に本ほん航こう空くうの株式一〇〇万株が、とある指定暴力団の組長名義になっていたことが判明し、市し場じようは一時騒然とした。暴力団の組長が一気に個人株主の第二位に躍り出たのだが、株式比率的にはわずか〇・〇五六％ほどにすぎなかった。それでもマスコミが飛びつき、株が下げ落らくする事態を引き起こしたのだ。


    　その前例に倣ならうわけである。


    　上じよう場じよう企業側がこの作戦を防ぐ術すべはない。証しよう券けん市場で売買される株はだれでも購入できるわけで、それがたとえ暴力団の組長だろうがマフィアだろうが持てるのだ。それにもかかわらず、マスコミは騒ぎ立て、結果、企業側に問題があるように演出してくれる。


    　老人は考え事を巡らせる様子だったが、やがて悪党然として微笑ほほえんだ。


    「ふむ。理解した。だが警察や政治家から干かん渉しようがあるだろう。あの腰こし巾ぎん着ちやくどもは、株式の名義人を関連会社に移してくれと、俺に泣きついてくるはずだ」


    「だから一〇億円を差し上げるの。悪い取引じゃないと思うけど」


    「……二〇億だ。あと一〇億、用意しろ。それで引き受けてやろうじゃないか」


    　莉音は俺に視線を走らせる。


    「巳み継つぐ、あと一〇億よ」


    　すかさず俺はうなずいて、懐ふところにしまってあった金きん融ゆう債さいを、もう一束取り出した。


    　それをペタリと畳の上に置き、如じよ才さいなく老人のまえに束を走らせる。


    　老人は目を見開いた。


    　しばらく金きん融ゆう債さいを見つめていた老人は、とつぜん、取り憑つかれたように笑い出す。


    「ハーッハッハッハッハ！　予想していたということか。さすが俺が見込んだガキどもだ。東とう丈じよう会かいにスカウトしたいくらいだよ」


    　実のところ、俺の懐ふところにはもうひとつ、一〇億円の金融債の束がある。今回の作戦に費ついやす予算上限を、莉り音おんは三〇億円までと定めていたのだ。だからその場で交こう渉しようができるよう、一〇億円の金融債の束を三セット用意していたというわけである。


    　一束目だけ、いかにも重厚に見えるアタッシュケースに入れて演出したにすぎない。一〇億円で済めばラッキー、二〇億円ならまぁまぁ、三〇億円なら予算の範囲内ということだ。


    　アクアスの企業規模は一兆九〇〇〇億円。ほんのすこしの株価の変動で、数十億円単位くらいなら、一瞬で消し飛んでしまう。だから今回の二〇億円の出費であれば、何倍にもなって結果に撥はね返ってくるはずだ。


    　ひとしきり笑い転げた老人は、俺たちに告げてくる。


    「いいだろう。二〇億円、もらい受ける。明日、さっそく俺の名義で買ってやろう。ただし……期間は二週間だけだ」


    「二週間で十分よ。政治家あたりから干かん渉しようがあったら、それに従うフリをして数日後に売却だってできる。彼らに恩おんだって売れるんじゃない？」


    「ふっ、連中なぞどうでもいいわ。金が欲しくて首を突っ込んでくるだけだからな。正義をちらつかせる分だけ、俺たちよりよほどタチが悪い」


    　そこまで言って老人は豪放な笑みをうかべた。


    「俺もおまえらに便乗して、儲もうけさせてもらうとするよ。おまえらは良い買い物だった」


    「売り物だった覚えはないんだけど」


    　そう言って、莉音は口を尖とがらせた。


    「買ったのさ、おまえらを。今こうして生きていられるだけでありがたいと思うことだ」


    「ふーん、それはどうかしら」


    　莉音と老人はお互い強気で張り合った。


    「ついでだが、俺がアクアス株を買うのと並へい行こうして、空から売うりもしかけさせてもらおう。折を見てマスコミにリークするんだろう？　いつの予定だ？」


    　空売りとは、株が手元になくとも、証しよう券けん会社から株を借りた形にして売却し、値下がりした時点で買い戻す投資方法だ。空売りした株が値下がれば利り益えきが生まれ、値上がれば逆に損失をかかえることになる。ある株の値下がりがわかっていて、空売りをしかけない悪党などひとりもいない。


    「……それじゃ一週間後に」


    「いいだろう。では俺たちは、二週間後に空売りを手じまうことにしよう」


    「そっちのほうが儲かるんじゃないかしら。ま、自己責任でお願いね」


    「数十億は稼かせいでおく」


    「話が早くて助かるわ。どうもありがとう」


    「道ばたに落ちていた二〇億だ。もらっておいて損はなかろう。だが、おまえら程度の会社にとっちゃ、二〇億円はでかいはずだ。だいじょうぶなのか？」


    　老人の言葉に、莉り音おんは意外そうな顔をする。


    「へぇ、心配してくれるの？」


    「心配なんぞしとらん。おまえらが破は綻たんしようがどうでもいい。意図に興味があるだけだ。……アクアス株を下げて、何をおっぱじめるつもりなんだ？」


    「アクアスを買収するの」


    　莉音は力強く言った。本来は隠しておいたほうがいい情報だが、どうせすぐにわかってしまうから素直に答えたのだろう。


    「クッ、ハハハ！　おまえらがアクアスを、だと？　バカか？」


    「バカじゃなきゃ、世の中やってられないでしょう？」


    　莉音がおどけて言うと、老人は腹をかかえて笑った。


    「さすがは俺たちを襲撃してきたバカどもだ」


    　しばらく笑っていた老人だったが、真顔に戻り、俺たちに顔を近づけてしずかに口にする。


    「お嬢ちゃん……なんなら、もっと株価を下げてやってもいいんだ。俺たちの分け前次第だが……」


    　老人のあまりの真剣なおももちに、俺は息をのんだ。


    　銃弾を撃ち込んだり、街がい宣せん車しやを繰り出したりするのだろうか……あるいは、もっと先があるのかもしれない。


    　しかし莉音はすかさず提案をはねつける。


    「お断りしとく。私たち、東とう丈じよう会かいとは違うもの。フェアな関係でいきたいわね」


    「ふん、なにがフェアな関係だ。その空から元げん気き、ひねり潰つぶしてやってもいいんだぞ？」


    「たんに私たちが二〇億円をプレゼントした。それにこれ、第一級のインサイダー情報だもの。そっちは売り買いで儲もうけられるでしょ？　それだけで十分じゃない」


    「十分かどうか、決めるのは東丈会だ。しかしまぁいい。俺たちも儲けさせてもらうわけだからな。お嬢ちゃんらの腕前、楽しみに見物させてもらおうじゃないか」


    「恩おんには着ないけど……ありがとうだけは言っておくわ」


    「どこまでも小こ賢ざかしいガキだ。アクアスにのみこまれないよう、せいぜい踏ん張るんだな」


    　老人は鼻を鳴らしたが、莉音とのやりとりを楽しんでいるように見えた。


    



    
      ◇

    


    



    「さあ、仕込みも万全。明日からアクアス株を買い占しめるわよ」


    　部室のリビングで、革命部の面々をまえに莉り音おんは高らかに宣言した。


    　間を置かず柚ゆずさんがつづく。


    「はい！　アクアスでたくさんお買い物ができるなら、とってもうれしいって思います！」


    　――企業買収と日常のショッピングは違いますよ？


    「フッ、俺がどれほど企業買収のエキスパートなのか、知らしめるときがきたようだ。かつて火の七日間で地上を席せつ巻けんしたこの俺の実力を、もういちど見せてやろうではないか。跪ひざまずけ愚ぐ民みんども、偉大なる春かす日が恒こう太たのまえに！」


    「どこの巨神兵よ……。あんたねぇ、そろそろ冗談言っていいときと悪いときくらい、わかるでしょ？」


    　沙さ織おりはため息をつく。しかし以前と違い、沙織の言葉づかいには、我が子を注意するような思いやりがこもっていた。


    「バカもの。ここ一番の大勝負のときこそ場を盛り立てるのが真のリーダーというものだ」


    　――お？　恒太なのに、今ちょっといいこと言った気がするのは俺だけか？


    　俺は深呼吸したのち、冷静に確認する。


    「目標はアクアス株式の過半数を押さえて、経営陣を送り込むこと。そして、『おりおんクローズ』とアクアスの業務提携……つまりチェーン店網を使って『おりおんクローズ』のＰＲをしたり、実際に利用してもらったりして、顧こ客きやくを一気に増やすことにある。だよな？」


    「うん。私たち単独で『おりおんクローズ』を軌き道どうに乗せるのは時間がかかりすぎる。私たちの資金がもたないの。だからアクアスのブランド力を利用して一発逆転を目指すのよ」


    「資金調達額一兆三五〇〇億円……莉音に勝算はあるのか？　東とう丈じよう会かいを使って株価を落とすのはいい。でもその後、買収計画が明らかになれば株価は急反発で上昇する。過半数の株式を確保するのは簡単じゃないだろう」


    「そうね、市し場じようで買い進めれば株価が上がるだけ。だから、ある程度まで市場で買い進めてから、ＴＯＢに切り替えましょう」


    「ＴＯＢ？」


    　沙織がとまどった声をあげた。


    　恒太がえらそうにイスにもたれかかり解説する。


    「おやおや、沙織はＴＯＢも知らないのか。ＴＯＢとは、狙ねらいをつけた会社の経営権を取得することを目的に、買い取り株数、価格、期間を公表して、たくさんの株主に株を売ってくれるよう呼びかけることだ」


    「今までと何が違うのよ？　速はや水みのときと同じじゃない」


    「フム、教えてやろう。いいか、速水のときは、俺たちが自由気ままに株を買い進めたろう？　だがＴＯＢは、買収戦略のすべてを、おおっぴらに公表して行おこなうのだ。買い取りの価格や株数まで公表してしまう。要は、手の内をすべて明かしてしまうわけなのだよ」


    「な、なんで手の内を明かしちゃうの？　メリットが……何もないでしょ？」


    「ＴＯＢは、株主に応募を呼びかけるだけだ。実際にすぐ株を買う必要はない。株主の応募が、俺たちが設定した買い取り株数に達してはじめて、買い取りを実行すればいい。つまり、望みの株数に達しなければ買わなくてもいいわけで……リスクがないというわけだ」


    　莉り音おんが感心したようにうなずく。


    「詳しいのね、恒こう太た。それから、速はや水みのときのように株を市し場じようで買い進めると、どんどん株価が上がっちゃうの。市場の株数が少なくなってくるからね。でもＴＯＢでは買い取り価格や株数を決められるから、予算通りに買収計画を進められる。そういう意味でもリスクが小さい方法よ」


    「そういうことだ。市場内取引と市場外取引のちがい、金融商品取引法、それから三分の一ルール……そういった細かいことはあるが……なに、小娘はムリに知る必要はない。混乱するだけだからな。それに、金融のルールは頻ひん繁ぱんに改変されるものだ。ＴＯＢの意味だけ知っておけ」


    「へ、へー。教えてくれて、あ、ありがとう……。でも恒太がマトモなことを言ってるのが何かすごく納得できない……」


    　沙さ織おりは解げせないといったふうに首をひねった。


    「なるほど。俺たちの予算上限が一兆三五〇〇億と決まっているのだから、ＴＯＢのほうがいいわけか。買い取り価格や株数を公表することで、予算を見きわめることが可能……」


    　俺は手をポンと叩たたいた。


    　莉音はマジックを取り上げ、ホワイトボードに向き直った。


    



    ①アクアス株を四・九％まで市場で買い進める。


    ②東とう丈じよう会かい総長本人が大株主に名を連つらねていることをマスコミにリーク。一般投資家が株を放出し、株価が下がる。


    ③下げ落らくする株式を市場で買い進める。五日後、大量保有報告書を金融庁に提出する。


    ④ＴＯＢ発表。アクアス株を五〇・一％のラインまで確保。


    ⑤経営権を取得し、取とり締しまり役やくを送りこむ。


    ⑥アクアスとの業務提携。アクアスチェーンで大々的に『おりおんクローズ』をＰＲ。


    



    「これが今回の計画ね」


    　莉音は満足そうに口にした。


    「速水半導体工業に買収攻勢をしかけたときのように、今度は海外ファンドは使わないのか？　そうすればＴＯＢをかけるまえに、秘ひ密みつ裏りに事が進められるんじゃないか？」


    　俺が疑問をぶつけてみると、恒こう太たもつづく。


    「その通りだ。海外を経由して密ひそかに株式買収をしかけるのはまだなのかね？」


    「今回はダメね。だってアクアスは、速はや水みと違って有名すぎるもの。このくらいの規模の戦いでは、小細工はしないほうがいい。対アクアス戦で速水と同じことをすれば、五〇％の確率で当局が動くはずよ」


    「な、なるほど……。そういうもんなのか……。たしかにそれなら避けたほうが賢明だ」


    　すぐに俺は納得してうなずいた。


    　速水半導体工業とアクアスでは、世間の認知度や企業の規模がケタちがいである。注目を浴びるのは必ひつ至しだというわけか。


    　たしかに面倒ごとは回避したほうがいい。


    「ふふふ、当然だよ巳み継つぐ。孫そん子し曰いわく『敵を知り己おのれを知れば、百戦して危あやうからず』というだろう。アクアスほどの大企業を相手にするなら、抜け道は慎つつしんだほうが賢かしこいのだ」


    「あんたねぇ……。つい今、自分で海外のこと言ってたじゃないの！」


    　たまらず沙さ織おりが指摘した。


    　恒太はわざとらしく肩をすくめてみせる。


    「あえて誤あやまった戦術を示すことで、皆に現状を理解してもらおうと考えたのだよ。今回は海外経由の代わりに、東とう丈じよう会かいのネームバリューを使う戦略というわけだな。東丈会総長が株を持っていることをマスコミにリークし、株価を下げる……」


    　恒太はニヤリとしてみせた。こいつは本当はどこまで理解しているのか、わからん……。


    　莉り音おんが相づちを打つ。


    「東丈会のニュースが出れば、五日間――つまり大量保有報告書を出すまでの間は株が買いやすくなるはずよ。暴落まではしないと思うけど、株を売り出す人は多くなるはず。その間に、どれだけの株式を買い集めることができるかがポイントね。そしてＴＯＢに持ち込むわけ」


    「じゃあ、ＴＯＢが宣戦布告というわけだな。そっからが、本格的な戦争開始だ」


    「そうね。敵は強大。速水の比じゃない。おまけに、こっちの戦力も劣勢。大決戦よ」


    「またマスコミのまえで吹かなくちゃならないのか……しかし、俺がやるしかないな……」


    　革命部と速水半導体工業、二社の社長である俺は、嫌いやでもマスコミのまえに立たなくてはならない。
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    　学校の昼休み、二年の教室に出向く。


    　二年の教室はひとつ上の階だ。実務を任されているのは俺だったから、莉音にアクアス戦の経過報告をしなくてはならない。


    　俺たちは特別待たい遇ぐう――よくわからないＶＩＰ扱い――を受けてなお、通学していた。部室こと革命部本社は学校の目の前だったし、授業は専門書を読みふける時間に使っていた。


    　最初は定番と思われる経営学や経済学の本から読みはじめたのだが、莉り音おんから「ああいうものはサラリーマンが読むものだ」と一いつ蹴しゆうされ、代わりに貸し与えられたのが、やたらに分厚い『大衆煽せん動どうのための情報操作』『ＣＩＡ極秘ファイル』『スピーチ――聴衆の心理学』『プロパガンダ実例辞典』『社会操作マーケティング』。


    　ものすごく偏かたよっている気がしないでもない。


    　それから通常業務用として『上じよう場じよう企業実務』『企業ＩＲ実務』『会計監かん査さの基礎』を読めと命じられ、マスコミのまえでおりおんクローズの専門知識を披ひ露ろうできるようにと、『ソフトウェア業務大全』『大規模ネットワーク構築入門』を渡された。


    　普通なら読んでいるうちに眠くなるような本である。


    　しかし俺は必死だった。


    　革命部や二部上場企業の社長に祭りあげられ、世間にさらされてしまった以上、この程度は理解しておかなくてはならない。


    　なぜかって？


    　生きるためだ！


    　二年の教室をのぞきこむと、莉音がパンをかじりながら他の女子生徒らとだべっているのが見える。


    　呼びかけると、俺に気付いた莉音がすぐにこちらへやってきた。


    「やほー、巳み継つぐ。何か進展あった？」


    「四・九％、確保したよ」


    「オッケー。大勝負の始まりね」


    「こっから東とう丈じよう会かいネタをリークして株を買い上げるってわけだな」


    「そうよ。さっそく今日、情報をうまくマスコミに流しちゃうから、売り物が多く出るはずよ。一気に、買えるだけ買いなさい」


    「わかってるよ。で、その後はＴＯＢか」


    「巳継にかかってるからね。株主を説得して、私たちのＴＯＢに応募してもらうの。立たち花ばな社長も何か対抗手段を講じてくるだろうけど、負けたらダメなんだからね」


    「やるだけのことはやってみるが、どこまで戦えるかわからないぞ。立花社長は、俺とは別の意味で有名人だ。支持者だって多いだろう」


    　経営者として、立花社長は日本トップクラスの有名人だ。


    　なぜならアクアスはだれでも知っている有名なチェーンだし、経済誌ではアクアスの成功が頻ひん繁ぱんに取り上げられている。


    　それに立花社長は著書も数冊あり、どれもそこそこ売れていた。


    「でもね、株主全員を取り込む必要なんてないの。仮に私たちがここから二〇％のアクアス株を市し場じようで確保できたとしたら、あと三〇％分の株主にＴＯＢに応じてもらえればいい。巳み継つぐだって全国的な知名度あるし、『おりおんクローズ』とアクアスチェーンの提携も大きなアピールポイントになる。十分に勝負できるはずよ」


    　たしかに、俺自身も今や全国的な知名度があった。それに、『おりおんクローズ』のイメージも悪くない。


    　だから、「アクアスチェーンと『おりおんクローズ』が共同して新世代の衣料ビジネスに取り組みます」とアピールすれば、心を動かす株主もいるはずだ。


    　それに株主にだっていろいろある。俺の上じよう場じよう企業就任のような芸能ネタを楽しみに待つ株主だって、かなりの数がいるだろう。


    　もし俺が巨大企業アクアスの買収に成功したなんてことになれば、それこそふたたびニュースが世界中を駆け巡るにちがいない。気が滅め入いることではあるのだが……。


    「ここまで来たら引くに引けないからな。俺たちが生きるためにはこれしかない。やるしか、ないんだろう？」


    　そう言うと、莉り音おんはポンと俺の肩を叩たたく。


    「がんばりなさい。革命部の天てん王のう山ざんなんだからね」


    「わかってるよ。じゃあさっそく、これから五％を超えて株式を買いはじめるぞ」


    「頼むわね。それじゃ私のほうは、しかけておいた地じ雷らいを爆発させなくちゃ」


    　さて、東とう丈じよう会かいの地雷の効果はどれほどだろうか。
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    　翌日、新聞の一面に記事が躍った。


    「東丈会総長、アクアス大株主に！」


    　記事の内容は、指定広域暴力団の総長が、今をときめく東とう証しよう一部上場企業アクアスの大株主に堂々と名を連つらねたことをおどろくものだった。なんでも、個人株主としては第四位に躍り出たそうだ。


    　このニュースを受けて、アクアス株は大幅安に動いた。


    　投資家たちはアクアスに対して勝手に想像を巡らせ、アクアス株を売りに出した。東丈会の総長が大株主に名前を連ねることはマイナス材料にこそなれ、プラス面は存在しなかったからだ。


    　一株九〇〇円だった株価が、昼過ぎには八六〇円を記録。わずか数時間で会社の価値が四・五％ほども下げ落らくしてしまったことになる。


    　だが株価は八六〇円以下には下がらなかった。


    　なぜなら、俺が八六〇円で買っていたからだ。


    　おかげでアクアス株は八六〇円を境さかいにして攻防戦が展開された。


    　話題になるようなマーケットのニュースが他になかったこともあり、このニュースはさまざまな憶おく測そくを呼んだ。デイトレーダーたちのブログには、アクアスと暴力団の癒ゆ着ちやくがあれこれとささやかれ、何かアクアスにとてつもない闇やみの関係があるようなイメージがひとり歩きしだした。


    　スポーツ新聞の夕刊は「アクアスと闇のつながり？」などと、ありもしないことを書き立て、アクアスの創業が東とう丈じよう会かいの後押しによるものだったように匂わせる記事まで書かれる始末。


    　深夜のテレビニュースでも話題として取り上げられ、コメンテーターは、証しよう券けん市し場じようと暴力団の関係を非難した。


    　翌日以降もアクアス株は下げ落らく基調にあることが確実と思われた。


    　この期間に、どれくらいの株をかき集められるだろうか。
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    「巳み継つぐ、報告しなさい」


    　部室リビングの皆のまえで、莉り音おんは俺を促した。


    　俺はうなずいて立ちあがる。


    「アクアスの株を買い進めて今日で五日目、革命部と速はや水み半導体工業を合わせて、アクアスの持ち株比率は一七％になったんだ。東丈会の総長が買ってるってニュースのおかげで株価が下がったし、株を売り出す投資家が多かったからな。やりやすかったよ」


    「この五日間だけの特典よ。ここまでは楽。でも、こっからが本番だからね」


    　莉音は皆を見まわして言った。


    「アクアス株に突っ込んだ資金は三五〇〇億円。革命部で借り入れた二〇〇〇億円と、速水の増資分一五〇〇億円を、ほぼ全額投入した。のこりはゴールドラインサックスからレバレッジド・バイアウトで調達した一兆円だ」


    　そんな俺の話に、柚ゆずさんは笑顔で応じる。


    「まだまだいっぱいお金があるんですねー」


    「いや、今日までは東丈会のニュースがあったからたくさん買えただけで、俺たちが大量保有報告書を出せばかならず株価は反発して上がっていく。ＴＯＢはきびしい戦いになるはずだ」


    「そうなんですかぁ。でも巳継くんならへっちゃらだと思うんです。私、もっと応援しなくちゃって思います」


    「俺ががんばるとか、そういう問題じゃないけどね……」


    　たぶん柚さんは何もわかっちゃいないのだ。柚さんほど幸せな人間は、世界をくまなく探したってそうは見つかるまい。


    「ここまで来たらガンガン行きましょ。それじゃ、大量保有報告書、出しちゃうわね。その後はＴＯＢで大戦に突入よ」
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    　大量保有報告書提出の翌日のこと――。


    　アクアスの株価は上昇に転じた。


    　現在、一株九四〇円。


    　もはや、東とう丈じよう会かいのニュースなど吹き飛んでしまった。


    　株が値上がるのと並へい行こうして、革命部の部室と、速はや水み半導体工業の本社ビルにマスコミが殺到した。


    　アクアスの買収は、革命部と速水半導体工業の二社の資金を使っている。だから大量保有報告書も二社で同時に提出していた。


    　買収資金総額としては、革命部がレバレッジド・バイアウトと香ホン港コン北京ペキン銀行からの借り入れによる一兆二〇〇〇億円。それから速水半導体工業の増資分による一五〇〇億円。総計一兆三五〇〇億円。


    　現時点のアクアス株式比率は、革命部が一〇％、速水半導体工業が七％――合計一七％の保有率となっている。


    　だからマスコミが分散したのだ。


    　両社の社長である俺をつかまえてインタビューしたいはずだが、肝心の俺がどちらにいるのかわからなかったのだろう。


    　報道陣が詰めかけてきたとき、俺は学校にいた。教室から窓の外をながめると、校門まえにはマスコミが群れをなしはじめている。それをながめながら、ふとはじめてマスコミに囲まれたときの嫌いやな記憶を思い出し、俺は吐き気をもよおした。


    　しかし今回の連中は皆、ボロい部室のほうを向いている。部室の屋根には、やたらとでかい、キラキラ輝く看板だけが妙に目立っていた。


    　部室は無人だったから、記者たちもどうしたものかと、とほうにくれているのかもしれない。


    　三限目が終わってすぐ、連中を追い返そうと俺は席を立った。


    　学校の皆が浮き足立ってしかたないし、当事者である俺が、アレを放置しておくわけにはいかないだろう。


    　彼らには記者会見を開くことを伝え、今日は帰ってもらうしかなさそうである。
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    　記者会見の舞台は、東とう京きよう証しよう券けん取引所の一室。


    　優に二〇〇人は入れるであろう会場には、あふれんばかりのマスコミが詰めかけていた。テレビカメラの大群が壁かべ際ぎわにズラリと並び、立ち見ならぬ、立ち取材の記者たちもいる。


    　今回は、いつにも増して記者たちの熱気がすさまじかった。だれしもが目を爛らん々らんと輝かせて、今か今かと俺が登場するのを待っている。それほどまでに、降って湧いたアクアス株買い占しめは大事件なのだ。


    　会場の模様をひかえ室のモニタからながめていた俺は立ちあがった。


    　そろそろ時間だ。


    　記者会見は数をこなしてきたから、だいぶ慣れたつもりだった。しかしやはり見せ物になるのは嫌いやなものである。


    　俺は腹に力を込めた。


    　やらなくてはならない。


    　歩きだそうとすると、沙さ織おりから腕をつかまれた。


    「待って、巳み継つぐ」


    「うん？　どした？　もう行かなくちゃならない」


    　今日は沙織がいっしょだった。


    　だれかに付き添ってもらう必要はなかったし、スピーチするのは俺だけだ。しかし沙織は頑かたくなに俺の記者会見まえに会いたいと言い張ったのである。


    　そんなわけで沙織は、『おりおんクローズ』用のモデル撮影の合間をぬって、東京証券取引所までやってきていたのだった。


    　この手て狭ぜまなひかえ室には、俺と沙織のふたりきり。


    　沙織は意を決したように口にする。


    「はじめてのモデル撮影のとき、巳継が私を励はげましてくれたでしょ。だから今度は私が励ましてあげなくちゃって思って……」


    「俺ははじめてじゃないぞ。そこそこ慣れてるから励ましてもらわなくてもだいじょうぶ。嫌だけど、これも仕事だ」


    　これも仕事だ――まえからいちど言ってみたかった。なんとなく、大人になったような気分になる。


    　すこしとまどった表情を見せた沙織だったが、俺の腕をつかむ手を、強くにぎりしめてきた。


    「わ、私ね……巳継のスピーチが終わったら、どんな望みでもかなえてあげるよ」


    「……望み？」


    　俺は首をかしげた。


    「まえに巳み継つぐが私のお願い聞いてくれたでしょ。ほら、映画にいっしょに行ってくれた……。だから、今度は私が……」


    　以前の恩おん返がえしらしい。


    　しかしあのとき、俺は映画館で爆睡してしまって、逆に沙さ織おりを激げき怒どさせてしまった。


    　それに、あの撮影で沙織が活躍してくれたからこそ革命部は借しやつ金きんを返済することができたのだし、それどころか革命部が飛躍するキッカケになったと思う。恩に着てもらう必要なんてないのだ。


    　ただそれでも、沙織がやってきた理由がこれにあるのだとしたら、あっさり断ってしまうのも忍びない。


    　だから俺は、できるだけ負担をかけないような望みを言ってみる。


    「じゃあそうだな。メシでもいっしょに食べようか」


    「そっ、そんなのダメ！　だっていっつもいっしょに食べてるじゃない！」


    　――安あん易いすぎたか。沙織の負担が少なくて、恩返しできたと思えるような微妙なさじ加減のものは何だろう？


    「だったら、うーん……何か買ってもらおうか。そうだな……ちょうど今、あたらしいスーツが欲しいと思ってたところだから、帰りにアクアスでも寄って買ってもらおう。敵情視察にもなるし……うん、それがいい」


    「ダメ！　うっ、ううん、別に買ってあげるのはいいの。スーツ、買ってあげるよ。でも、そんなお願いじゃ嫌いや」


    「お願いって、俺が決めるんじゃないのか……？」


    「う、うん。巳継が決めて」


    「だからスーツ……」


    「ダメッ！」


    　俺は頭を掻かきながら、沙織が喜びそうな案を出す。


    「ダメって言われてもな……。それじゃ……この後、映画でもいっしょに観るか？」


    「それもダメ！」


    「じゃあさ……どんなものなら良いんだ？」


    　困り果てて聞いてみると、沙織はうつむき、顔を真っ赤にした。


    　沙織の手が震ふるえる。


    「あ、あのね……。巳継のお願いなら……キ……キスとかその……そういうのでもいいし……」


    「……え？」


    「もっとあってもいいかなって……。まえに巳継が助けてくれたから、今度は私がお返ししなくちゃ……。だからね、なんでもいいんだよ。なんなら今、先にでも！」


    　――ま……まさか……。しかし男として、お返しにそんな要求をするわけには……。


    　恩おん義ぎを笠かさに着て不ふ逞ていな要求を突きつけるなど、卑ひ怯きような気がする。


    「や、やっぱりスーツ買ってくれよ。ちょうど欲しいと思っててさ」


    「ダメ！　だって……」


    「ア、アクアスの視察も兼ねて行こうぜ」


    　俺はできるだけおどけた調子をよそおった。


    　沙さ織おりは、俺をつかんでいた右手を離し、肩を落とす。そして右手で自分の左腕をにぎりしめた。


    「そ、そうなんだ……なんか……なんかごめんね、変なこと言っちゃって」


    「いいんだ。それより、もう五分くらい時間オーバーしちゃってる。そろそろ記者会見行かないと。これ終わったら、行こうな」


    「ご、ごめん巳み継つぐ、私、先帰るね……。スーツは後で買ってあげるから……」


    　それだけを言って、沙織はひかえ室のドアに手をかける。


    　とっさに引きとめようと腕を伸ばすも、沙織は俺の手を振り払ってドアを開け、駆け出してしまう。


    　追いかけようとしたが、スピーチを放り出すわけにもいかない。


    　時間もオーバーしている。ジレンマに陥おちいりつつも、俺は記者会見場に足を向けた。


    



    
      ◇

    


    



    　会場に俺が入ると、その瞬間、カメラのフラッシュがあたり一面を光でつつみこむ。


    　光の渦うずのなかを進み、壇上中央にあるイスに腰掛けた。


    　こちらを注視する人間たちを、わざと余裕があるようにゆっくりと見まわした後、俺は切り出す。


    「今日はご多た忙ぼうのなか、おあつまりいただきありがとうございます。私たち革命部は、傘さん下かの速はや水み半導体工業が運営する『おりおんクローズ』の成長を加速させるため、アクアスに対するＴＯＢを決断いたしました」


    　会場いっぱいに記者たちのどよめき。


    　記者たちは身を乗り出して俺の話に聞き入りはじめた。


    　早々と俺は勝利宣言を発する。


    「すでに私たちはアクアスの一七％の株式を保有しています。私たちのＴＯＢでの勝利は確実といえましょう」


    　まだ開始したばかりのスピーチなのに、ふたたびカメラのフラッシュが俺へ殺到した。


    「革命部が行おこなうＴＯＢでは、アクアス株を、一株一〇七〇円で申し受けいたします」


    　現時点、市し場じよう価格は九六〇円ほどにまで値上がりを見せている。だから、提案金額として一〇七〇円というのは妥だ当とうなものだ。市場価格より高い値段を提示することで、株主は市場で株を売るよりも、俺たちのＴＯＢに応じたほうが儲もうかるのである。


    　俺はスピーチをつづけた。


    　話す内容は台本通りで、深夜に俺の部屋へやってくる莉り音おんのまえで、何度も練習をくりかえしている。


    　内容は暗記していたから、多少つっかかってもだいじょうぶ。


    　スピーチ原稿は約三〇分。


    　早く時間が過ぎ去ってくれるのを祈るのみである。


    　頭のかたすみには、沙さ織おりのことが引っかかっていた。これが終わったら、沙織のもとへ直行するつもりだった。


    　俺は『おりおんクローズ』がいかに将来性ある事業なのかを懇こん々こんと説明していく。アクアスとの共同事業化がどれほど高い相乗効果があるかを語り、提携によってアクアスの株価が上がり、アクアスの株主に大きなメリットがあるはずだと力説した。


    　演説も終わりに近づいたころ、俺はふたたびＴＯＢに協力してくれるよう呼びかけた。


    「どうかみなさん、このＴＯＢを私たちといっしょに戦ってください。どうかアクアス株主のみなさん、このＴＯＢに応じてください。このＴＯＢ成功により、『おりおんクローズ』と巨大衣料チェーンが提携するのです」


    　つづけて株価が数倍になることを、もう一押ししておく。


    「私たちとアクアスが共同歩調を取れば、さらなる企業価値の向上が見込めることでしょう。そうなれば、株価も数倍になります」


    　さあ、そろそろラストスパートだ。


    　スピーチで聴衆の心にのこるものは、いつだって最後の勇いさましい約束である。至高のラストを演出するには、恒こう太たを見習ってガンガン大口を叩たたくべきなのだ。


    「私たちがおりおんクローズで目指すのは一〇兆円企業。世界最大の衣料グループです。私たちが世界の衣料の流れをコントロールするのです」


    　俺は余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情をよそおう。


    　約束の説得力は、弁者の余裕から生まれる。


    「おりおんクローズは、大量生産・大量消費の時代にピリオドを打ち、顧こ客きやくと企業が双方向でつながるあたらしいシステムです。この仕組みを応用し、さまざまな事業に取り入れていきます」


    　時代にピリオドを打つとは、なんとも壮大だ。


    　自分のセリフに笑い出しそうになった。


    　最後に俺は立ちあがり、力を込めて宣言する。


    「私たちが創るのは、ファッション業界の新時代ではありません。私たちが創るもの……それは歴史なのです」


    　瞬間、カメラのフラッシュが、会場いっぱいをつつみこんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　東とう証しようでの記者会見が終わり、地元駅へ着いたころには時刻は二〇時をまわっていた。あたりは真っ暗だ。


    　何度か沙さ織おりの携帯に電話をしてみたが、通じなかった。電源を切っているのだろう。


    　まだ皆は仕事をしている時間だ。沙織も撮さつ影えいが終われば、一度は部室に顔を出しているはずである。部室にいてくれるといいが……。


    　帰宅するサラリーマンたちを急ぎ足で追い抜きながら、俺は部室へ帰り着いた。


    　リビングに顔を出すと、パソコンに向かっていた莉り音おんと柚ゆずさんが声をかけてくる。


    「テレビ見てた。もうずいぶん板についてきたようね」


    「とってもステキだったって思います！」


    「シナリオ通りに話してるだけだって。台本がなかったら、あんなにうまく話せないよ」


    「もう十分に独ひとり立ちできると思うわよ」


    　俺はあたりを見回しながら聞く。


    「ところで、沙織は？」


    「さあ。撮影終わって報告に帰ってきたけど……。そういえば、どこ行ったのかしら」


    「さっき、沙織さんと恒こう太たくんがお話していましたぁ。恒太くんなら上でお仕事してますよ」


    「わかった。ちょっと沙織に話があるんだ」


    　そう言って、俺は二階へ急いだ。


    



    
      ◇

    


    



    　恒太は、コスプレ衣い装しようを床に広げて検品作業をしていた。沙織はいない。


    　コスプレショップの衣装は出荷前に、不備がないか最終確認をするのだ。


    「沙織を知らないか？」


    　聞いてみると、恒太は顔を上げて問い質ただしてくる。


    「沙織が暗い顔をしていたぞ。また何かあったのか？」


    「まぁ……ちょっとな……」


    　言葉を濁にごらせると、恒太は首をふってためいきをつく。


    「お前らは昔から一進一退だな。俺がサポートしてやらないと、何もできないから参る」


    「何か勘かん違ちがいしてるんじゃないか？　少し沙さ織おりと話そうと思っただけだ」


    「いいわけとは困ったものだ。だが、安心していい。お前らのＭ＆Ａは任せろ。俺を上官に持てた幸運に全力で感謝するのだな」


    　話が噛かみ合わない。


    「な、なんのことだよ……。だから、沙織がどこへ行ったか知らないか？」


    「沙織なら、ひとりになりたいと言ってここを出ていったぞ。おそらくいつもの場所にいるはずだ」


    「そうだな……沙織がひとりになれるところと言ったら、あそこくらいしかないしな」


    「今すぐ向かうがいい。この世界を救えるのは俺だけだが、沙織を救えるのは貴様だけなのだからな」


    　恒こう太たの発言のふしぶしに何か釈しやく然ぜんとしないものを感じたが、いまはそれどころじゃない。


    　俺はすぐさま部室を出て、公園へ足を向けた。
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    　急ぎ足で市民公園へ向かう。


    　東京郊外だけにこの公園はなかなか広く、市民会館やテニスコート、スポーツ施設、散歩コースがあったりと、普通なら人ひとりを見つけるのは苦労する。だが、俺たちがあつまるところは決まっていた。「いつもの場所」とは、ベンチが並ぶ首都を見わたせる高台のあたりだ。


    　案の定じよう、高台に着くと、街灯の下、ポツリと腰こし掛かけている沙織の姿があった。


    　俺はしずかにベンチへ近づき、呼びかける。


    「沙織」


    　こちらを振り向き、沙織は目を見開く。


    「あっ、み、巳み継つぐ……？」


    「沙織が『ひとりになりたい』って言ってたって、恒太から聞いてさ。きっとここにいるだろうと思った」


    「うん……さささ、さっきはキ、キスとかヘンなこと言ってホントにごめんね！」


    　沙織はほおを染めてうつむいてしまう。


    　外灯に照らされた沙織は、顔を真っ赤にしていた。


    　俺は沙織の隣、ベンチへしずかに腰掛けた。


    　ベンチからながめる一いち望ぼう千せん里りの東京の夜景は、いつ見てもいいものだ。


    　俺たちにとってこの風景は、いつだって星空代わりだった。


    　心安らぐ場所だった。


    　夜景を見やりながら、できるだけ優しく俺は語りかける。


    「記者会見、うまくいった」


    「そう……。良かった」


    「沙さ織おりのおかげだ」


    「私、なにもやってないよ」


    「いや、スピーチの最中も沙織のことが頭から離れなかった。ずっとずっと考えてた」


    　沙織は顔を上げ、瞳を輝かせた。


    「ほ、ほんと？」


    「ああ。本当だ」


    　俺が大きくうなずくと、沙織はうれしさを押し隠すように唇くちびるをかみしめ、胸に手を当てた。


    　きれいな手が、小こ刻きざみに震ふるえていた。


    　意を決したように沙織はつづける。


    「もし今度お休みもらえたら、スーツ買いに行こうね。ゆっくりふたりで行きたいな」


    「そうだな。沙織の服も買おう。それじゃ原はら宿じゆくでも行こうか」


    「うん」


    　コクリ、と沙織はうなずいた。


    　それからしばらく、俺たちは東京の夜景をながめつづけた。


    　長い沈黙。


    　何も言わなくても、お互いのことはだれよりもよくわかっていた。


    　やがて、しずかに沙織が口を開く。


    「あのね巳み継つぐ……今日はごめんね」


    「謝あやまるようなことなんて何もなかった。俺のほうこそ、もし沙織を悲しませちまったんだったら、謝りたいって思ってた」


    「巳継は謝ることなんてないよ。なんだか、巳継が遠くに行っちゃいそうで……。だから私、なんか焦あせっちゃったのかも……」


    　沙織はこちらの表情をうかがうように、恥ずかしそうに見つめてきた。


    「遠くになんか行くもんか。いつだって、沙織のことを大切に思ってる」


    　そう断言すると、沙織はしばし呆ぼう然ぜんとし、息をのんだ様子だった。


    「巳継、私ね……ずっとね……」


    　沙織は何かを言おうとしたが、そこで言葉を詰まらせた。


    　言葉を待ったが、つづかない。


    　代わりに俺は優しく、沙織がベンチに置く手に、そっと手を重ねる。


    　沙織は手を動かさなかった。澄すんだ瞳で、俺を真しん摯しに見やってくる。


    　俺たちは音もなく見つめあう。


    　――いつのまに、沙さ織おりはこんなにきれいになっていたのだろう……。


    　たぶん三分ほど、あるいは五分ほどそうしていただろうか。


    　俺は沙織と心が通じたように実感したつもりだった。


    　しかし――。


    「おまえら、いい加減に早くしろ。いつまで俺を待たせるつもりなんだ？」


    　唐とう突とつに、恒こう太たの声が響く。


    　意表を衝かれて俺は泡あわを食い、沙織は氷のように固まった。


    　俺たちの死角、ベンチ裏手の木の陰から恒太が進み出てくる。


    「なんなら背中を押してやろう。どれ、もういちど向き合うがいい」


    「こ、恒太!?　いつからそこに!?」


    「なっ、なんで声かけないんだよっ!?」


    「そりゃ、おまえらが良い雰ふん囲い気きだったのでな。世界でいちばん心優しいこの俺が、全力で気を遣つかってやったのだよ。この温情をありがたく受け取り、有効活用してもらいたいものだな」


    「何の有効活用だよ！　俺と沙織は今日の記者会見のことを話してたんだ！」


    　明らかないいわけだったが、俺も気が動転していた。


    「おやおや、見苦しいぞ巳み継つぐ。いつまでも見つめあったままでいられると俺もこまるのだよ。充分に俺は待った。いいか、五分も待ってやったのだぞ？　俺の時給を一億円と換算すると、五分は八三三万三三三三円に相当するのだ。だが、これ以上の浪ろう費ひはできかねるのでな。そろそろ家に帰らなくてはならない」


    「勝手に帰ればいいだろ!?」


    「おまえらの恋こい路じの後押しをしてやるのが上官としての俺の役目だ。貴様らのくすぶった状態に出くわすのはこれで二度目！　巳継、決断ができない男は経営者失格だ。三度目はないと信じているぞ。忠告をありがたく思うがいい」


    　――う……うざすぎる……。


    　俺は顔を引きつらせた。


    　しかし恒太は本気にちがいない。


    「この俺のコンピュータのような知能が弾はじき出した演算によるとだ……おまえらは結婚する。うむ、まちがいない。俺の脳に搭とう載さいされている世界最高の運命解析能力は、かの有名な情報統合思念体よりも上だ。だから安心してキスするがいい。さあ、やるんだ。待っていてやる」


    　とたん、凝ぎよう固こしていた沙織は、ベンチから立ちあがり、何も言わずに家のほうへ向けてひとり駆け出した。


    「おまえが妙なこと言うから沙織が逃げちまったじゃないか！　後で謝っとけよ！」


    「今だ巳継。今だぞ、今しかない。さあ、これから沙織の家に行ってなぐさめてやれ。そこでさらにイベントが発生、好感度が急上昇する」


    「それなんてエロゲだよ!?　妄もう想そうのしすぎだろ!?」


    「巳み継つぐはトゥルーエンドが見たくないのか？　あえてここでケンカをしておかなくては、真のエンドに達することはできないのだ。うむ……これはまた、俺の演出が熱い……。俺はシナリオライターとしても神なのか？」


    　そう言って、恒こう太たは天を見上げて哄こう笑しようした。


    「さあ行け巳継！　童どう貞ていを解放せよ！」


    「呪のろいみたいに言うな！　つーか待て、おまえだって童貞じゃねえか！」


    「俺は魔法使いにクラスチェンジするため最低でも三〇歳までは貞節を保たもたねばならぬ身。貴様といっしょにされては困る」


    　恒太と言い合うのもバカらしくなり、俺は気が抜けてベンチに座り込んだ。
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    　俺たちは部室の二階、撮影用の衣装を選定していた。


    　柚ゆずさんだけは自動販売機の補充作業をしている。


    　彼女はいつだって莉り音おんから任された自販機事業にご執しゆう心しんだ。暇ひまさえあれば、ボケーッといつまでも自販機をながめていたりする。


    　天才の思考とは奇妙なものだ。


    　とつぜん、部室のまえに車を止める音が聞こえてきて、俺は窓から頭を出してみる。


    　なぜか黒塗りの高級車が玄関脇に止まった。


    　すぐに階下でだれかが玄関を乱暴に開け、柚さんが「どちらさまですかぁ？」と、なかばとぼけたような声で対応しているのが聞こえてきた。


    　――さてだれだろう？


    　果たして客なのかどうか。


    　柚さんに社会的な来客対応は無理というもの。だから俺は立ちあがって、階段を下りた。莉音も後をついてくる。


    　玄関を見やり、俺は立ちすくんだ。


    　そこには、現在進行形で戦争中の大敵――立たち花ばな社長がいたからである。


    　奇妙なものを見るような表情で部室内を見まわしながら、立花社長は勝手にクツを脱ぎ、上がり込んできた。


    「な……なんだこの事務所は!?」


    　立花社長の第一声。


    　まぁ……きわめて常識的な反応である。


    「革命部へようこそ。どう？　すてきなオフィスでしょう？」


    　俺の背後から莉り音おんが堂々と応じた。


    　あわてて俺も頭を下げる。


    「ど、どうも」


    　なんとなく気まずい。


    　第一、俺たちが勝手に売ったケンカである。ＴＯＢ発表は寝耳に水のことだったはずで、これで気分が良い人間などいるわけがない。腸はらわたが煮えくり返っていてもおかしくはないはずだ。


    　それでも洗練された物腰の立たち花ばな社長は、肩をすくめて口にする。


    「こんな郊外の、今にも崩れそうな建物だとは……。ここが君らの事務所なのかい？」


    「ええまぁ。これでもギリギリ東京ですけど……。ボロいですよね……」


    　俺が言うと、立花社長は笑い出す。


    「はははははは！　まさか、こんな会社にＴＯＢをしかけられるとは！」


    「お気に召めしてくれたかしら？」


    「ああ。君らのことが好きになりそうだ」


    「あら、嫌われてた？」


    　ペロリ、と莉音が舌を出して応じると、立花社長も果か敢かんに応戦する。


    「いや、もっと好きになってしまいそうだって意味さ。君らみたいなとんでもないヤツらが、ぼくは大好きなんだ」


    　一流の経営者然としたユーモアある対応だ。俺のようなインスタント経営者とは格が違うと、あらためて感じた。


    「素直に受け取っておくわね。ありがとう」


    　ふと立花社長は真顔に戻り、鋭い視線で俺たちを睨ねめつけてくる。


    「やってきたのはほかでもない。まずは聞きたい。君ら、正気か？」


    「人に正気を尋たずねるなんてナンセンスだと思わない？　やってきていきなり、失礼なのね」


    「ふ、君らに失礼を指摘されるとは思わなかったな。こいつは愉ゆ快かいな冗談だ」


    「それもそうね。せっかく来たんだし、上がって。お茶くらいは出してあげる」


    　莉音はなかへ入るように促した。
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    　部室内を案内された立花社長は、床がギシギシときしむのをおもしろがった。


    　そしてリビングに足を踏み入れ、感かん歎たんした様子で息を吐く。


    「これはすごい。今日は来てよかった。君らが並の相手じゃないことは、ここを見てわかったよ。このぼくも、認識をあらためねばなるまい」


    「褒ほめ言葉と受け取っていいのかしら？」


    「もちろんだ」


    　立たち花ばな社長は力強くうなずいた。


    　後につづいてリビングに入ってきた柚ゆずさんが、空気を読まずに割り込んでくる。


    「あの……私がお茶、煎いれましょうか？」


    「そうね、柚ちゃん、出してもらえる？」


    「私のジュースでいいですかぁ？」


    「ごめん私ジュースを飲めない病気で……お茶っ葉があるから、湯飲みで出してくれる？」


    「はい！」


    　柚さんは忠犬のように応じた。


    　しかし立花社長はそれをさえぎる。


    「いや、ちょっと立ち寄っただけだからお茶は遠慮しておくよ。そんな仲じゃないからね。ぼくらは敵同士なんだ」


    「敵さん……なんですか？　恒こう太た君が戦ってる魔王さんとかですかぁ？」


    「あっはっは。やっぱり冗談も高校生らしい」


    　立花社長は柚さんを見つめて微笑ほほえんだ。


    　しかし、たぶん柚さんは冗談で言ったわけではないと思う。


    　莉り音おんが柚さんの両肩に手を置いて口にする。


    「せっかくだから紹介するわね。この子は泉せん堂どう柚。おりおんクローズを、たったひとりで設計したエンジニアなの。どう、可愛かわいいでしょ」


    「え？　この子が……？　ひとりで……？」


    　立花社長は、まじまじと柚さんを見つめた。


    　俺も念を押す。


    「本当なんです。この人は天才ですよ」


    「あの……よくわかりません……。でもでも、莉音部長に言われたことはがんばらなくちゃって思うんです」


    「おいおい、まさか『おりおんクローズ』のシステム設計がたったひとりの技術者の手によるものだったと、このぼくに信じろというのかい？」


    「信じる信じないはそっちの勝手。こんなことウソついたって、どうせすぐわかるんだからね」


    「……。そうだな……いずれわかるだろう」


    　立花社長はなにやら納得したようにうなずき、俺たちを見すえてきた。


    「戦うまえに、君らの実体をこの目で見ておきたかった。今日は来て良かったよ。こんなおもしろい事務所を見学できただけでも収穫だ」


    「みずから足を運んで敵情視察ってわけか。さっすが、有能な経営者は一味違うわねー」


    　皮肉とも褒ほめ言葉とも区別がつかない言葉を莉音がかけると、立花社長は率直に口にする。


    「それもある。しかしそれ以上に、君らの真意を確認したかったんだ。ぼくと戦う覚悟があるのかどうか」


    「あたりまえじゃない。半はん端ぱな覚悟でＴＯＢなんてしかけないわ」


    「どうがんばってもＴＯＢは成功しない。先輩事業家として忠告しておく。無む謀ぼうなＴＯＢはやめるんだ。お互い、ムダなダメージを負おうだけだぞ」


    「へぇ～、理由を聞いてもいいかしら？」


    「君たちの資金の源泉は調査済みだよ。ゴールドラインサックスだろう？」


    「……お見通しってわけか。ええそうよ、さすがねぇ」


    　莉り音おんは素直に感心した様子だ。


    　どうも速はや水みの買収とは勝手が違うように思われた。


    　速水社長だってひとりで上じよう場じよう企業を創り上げたのだから十分に底力があるだろうが、立たち花ばな社長からは、常人に推おし量はかれないエネルギーを感じる。俺たちは、とんでもない敵を相手にしたのかもしれない。


    「蛇じや口ぐちはひねれば水が出るが、逆にひねれば水は枯こ渇かつする。ぼくと君、どちらが蛇口をひねる力が強いと思う？」


    　禅ぜん問もん答どうのような言い回し。


    「……」


    　莉音が沈黙すると、立花社長は念を押してくる。


    「この意味、理解できるな？」


    「アクアスがゴールドラインサックスに圧力をかけられるとは思えないけど」


    「そうかな。では、試ためしてみよう」


    「……」


    「君らは若い。そして、ぼくは君らのことが好きらしい。だから、ひねり潰つぶすのは躊ちゆう躇ちよするところでね」


    　立花社長はグイと身を乗り出してくる。ほんのすこしの動作なのに、想像以上の圧迫感だ。


    「勇いさみ足あしもあるだろう。せっかくの有望な若手を地獄に落とすのは忍びない。ここで手を引くなら、なかったことにしてやってもいいんだ」


    　しかし莉音は動じずに断言する。


    「残念ね。私たち、ここで押し切らないと首が絞まっちゃうの。だったら、行くしかないでしょう」


    「……やれやれ、交こう渉しようは決裂だな」


    　そう言って立花社長は顔をしかめ、天を仰いだ。


    　やがて鋭い視線で俺たちをにらみつけ、決意を込めた口調で言い切った。


    「いいだろう。望み通り踏み潰してやる」


    



    
      ◇

    


    



    　立たち花ばな社長の記者会見の模様を、俺たちはテレビでながめていた。


    　ライブ放送だ。


    「我われ々われは本日、金きん融ゆう庁ちように対して速はや水み半導体工業株の大量保有報告書を提出させていただきました。この五日間で一六％を保有し、現在も買い進めています。拒否権を行こう使しできる三三・四％まで買い進めることを目標にしています」


    　俺は度ど肝ぎもを抜かれた。


    　防衛側が攻勢に転じるケースは、事例としてはすこしある。


    　しかしまさか当の自分たちが反撃を受けるとは、積極果か敢かんに攻撃をつづけている最中には、なかなか思いつかないものだ。


    　まぁ冷静に考えてみれば、革命部グループより、アクアスのほうが圧倒的に強い。消しよう耗もう戦を強しいられれば、俺たちなんて紙のように吹き飛ぶだろう。


    　映像に食い入る莉音も、口を開かない。


    　いっしょに映像をのぞきこむ沙さ織おりは何が起こっているのかわらないように首をかしげ、恒こう太たは「フッ、やはりな」などと知ったふうな口を利きき、どういうわけか柚ゆずさんは目を爛らん々らんと輝かせていた。


    　壇上の立花社長に対し、記者が手を挙あげて質問する。


    「それはつまり……今回のＴＯＢに対するパックマンディフェンス……と考えてよろしいのでしょうか？」


    「その通り、パックマンディフェンスです」


    　立花社長は口元を引き締め、うなずいた。


    　カメラのフラッシュが壇上に集中する。


    　通称パックマンディフェンス。逆買収とも言われる。


    　Ｍ＆Ａにおいて、もっとも攻撃的な防衛策である。買収をしかけている企業を、逆に買収仕返すのだ。


    　防衛側と攻撃側が逆転し、どちらがどちらを攻撃しているのかわけがわからなくなってしまうというはげしい手法。


    「パックマン」は、ナムコ（現バンダイナムコゲームス）の超有名レトロゲームの名称だ。モンスターに追われるパックマンが、エサを食べると、逆にモンスターを食べることができることから、この名前が付いた。


    　俺とちがい、立花社長は上うわ手てである。記者との質しつ疑ぎ応おう答とうを織り交ぜ、軽快に質問をさばいてゆく。


    「また、我われ々われが速はや水み半導体工業の大株主になった暁あかつきには、私の取とり締しまり役やくの就任を提案したく考えています。衣料グループの次代を担になう我々こそが、『おりおんクローズ』を運営するにふさわしい企業です。いや、『おりおんクローズ』は我々との協業なくして成功しないと言えるでしょう」


    　立たち花ばな社長はキッパリと言い切った。


    　本来、「おりおんクローズとアクアスチェーンの提携」は、今回のＴＯＢのお題だい目もくとして俺たちが持ち出していた話である。そんな俺たちの大義名分を、そっくりそのまま自分のものに転じてしまう鮮やかさ。


    　あべこべながら強烈なこの一撃に、俺は開いた口が塞ふさがらない思いだった。


    　チラと莉り音おんに視線を向けると、苦く渋じゆうの様子で眉まゆをひそめている。


    　俺と同じ心しん中ちゆうにちがいない。


    　別の記者が手を挙げた。


    「それはつまり、御おん社しやは『おりおんクローズ』に興味を持っているということですね？」


    「『おりおんクローズ』事業には一定の興味を持っています。しかし、現状のままでの成功はきびしいと予測しています。だからこそ、革命部は我々のＴＯＢという暴挙に踏み切ったのでしょう。なるほど、ある部分まで、私の考えといっしょです」


    　そこで立花社長は一いつ旦たん言葉を区切った。


    　たぶん、記者たちが話を消化するのを待ったのだ。


    「しかしアクアスが、革命部の子会社になるという選択肢はありません。絶対に、ありえません」


    　立花社長はゆっくりと会場を見わたし、つづけてゆく。


    「提携を考えるとすれば、アクアスが彼らの親会社になったときのみです。その前提で、彼らとの交こう渉しように応じることとしましょう」


    　ふたたび記者の質問。


    「パックマンディフェンスが御社の防衛の主しゆ軸じくと考えてよいのでしょうか？」


    「いえ、我われ々われの防衛手段はひとつではありません。アクアス側でもＴＯＢを発表します。我々のグループ企業であるプラズムウェア社が、アクアス株式を一二〇〇円で申し受けます」


    　立花社長の宣言に、今まででいちばんカメラのフラッシュが集中した。


    「また、もうひとつ、重要なことを補足しておきたい。我々のＴＯＢ――一株一二〇〇円での買い取りに追加して申し上げましょう。万一、革命部側がＴＯＢ価格を上げてきたら、すぐに我々はそれ以上の価格を提示いたします」


    　――負けた。この勝負、負けた……。


    　莉音のまえだから言葉には出さなかったが、立花社長の痛つう恨こんの強打に、俺は負けを確信した。


    　資金力に限界がある俺たちには、もはやアクアスに勝つことかなわない。


    　それはなぜか。


    　理由はハッキリしてる。


    　すこしでも株を高く売りたい投資家は、もっと高い価格が出てくるまでＴＯＢに応じることはしない。


    　対する俺たちは、投資家にＴＯＢに応じてもらわないと勝負に勝てない。


    　しかし、つぎはもっと高い価格の提示があると思えば、投資家がＴＯＢに応じるはずがない。俺たちがいくら価格を提示しようとも、それより高い価格の提示があるのは確実なのだ。立たち花ばな社長が、たった今、そう公約した。


    　立花社長の提案はつまり、投資家に、俺たちのＴＯＢに応じさせないようにすることに意味がある。


    　投資家が株式を手放しさえしなければ、結果的に俺たちが負けるのだ。


    　この状態から俺たちのＴＯＢを成功させるには、アクアス側がとても提示できないほどの高い買い取り価格を提示し、それこそ湯水のように湧いてくる無む尽じん蔵ぞうの資金を投入するしか術すべがない。値段を気にせず買いつづけるだけの資金力だ。


    　それしかない。


    　だがしかし、俺たちの資金力には限界があり、立花社長の最後の宣言で、俺たちの勝利への道はとたんにきびしさを増したのである……。


    　俺と莉り音おんがうち沈むことなんておかまいなしに、テレビでは会見がつづく。


    「アクアスは、革命部のＴＯＢなどには負けません。敵にすらならない。負けるわけがないのです。格のちがいというものをご覧に入れましょう」


    　立花社長はそう宣言し、テレビ画面に向かって微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　立花社長の記者会見、翌日。


    　新聞の一面は、このニュース一色に染まった。どう見ても、俺の記者会見より目立っている。


    「アクアス、格のちがいを見せつけてやる！」


    「話題の高校生社長へ引いん導どう」


    「アクアスは負けない。革命部、敗北必ひつ至し」


    　新聞にはそんな見出しが躍り、どれも俺の敗北は確実という論調で統一されていた。


    　当然と言えば当然だ。


    　さんざんマスコミにいたぶられ、今では大のマスコミぎらいになった俺だったが、今回ばかりは言葉もない。


    　反論の余地なし！


    



    
      ◇

    


    



    「このたび、ＴＯＢ価格を一二五〇円に変更いたします。アクアス買収戦において、我われ々われはかならず勝利するでしょう」


    　記者会見の席上、俺は居並ぶ記者相手に大おお見み得えを切った。


    　ほとんど負け犬の遠吠えだ。


    　しかし、それでも何もしないわけにはいかないのである。


    　内心はヒヤヒヤ。現実問題、資金に余力のない俺たちには、これ以上の買い取り価格の引き上げはほとんど不可能だった。


    　しかも、このような価格上昇合戦自体が、立たち花ばな社長の術中にはまっている。


    　すぐに向こうは価格を上げてくるにちがいない。


    　さらなる値上げを期待しはじめた一般投資家は、俺たちのＴＯＢには応じないだろう。立花社長にとって、資金を使わずに、投資家に株を売りひかえさせることができる妙みよう手しゆだった。それがわかっていてなお、俺たちにどんな選択肢があるというのか。


    　記者会見は立花社長への対抗上、質しつ疑ぎ応おう答とう形式に切り替えていた。


    　すぐに記者から声があがる。


    「しかし立花社長は『革命部側がＴＯＢ価格を上げてきたら、それ以上の価格を提示する』と明言しています。すぐにアクアス側は買い取り価格を値上げするのではないでしょうか？」


    「ならば我われ々われも明言させていただきましょう。アクアス側がＴＯＢ価格を上げたら、我々もすぐに対抗して値上げいたします」


    　会場に詰めかけた記者たちから「おおお！」という歓声があがった。


    　泥どろ沼ぬまのＭ＆Ａデスマッチ。


    　最高のニュースソースになるから、記者たちが喜ぶのは当然だ。これは視聴率が稼かせげるし、新聞の購読部数が上がるレベルの大ニュースである。今日のニュースはアクアス攻防戦一色に染まるだろう。


    　そして総力戦になれば、俺たちに勝ち目はもうない。向こうは売上九三〇〇億円に達していて、本気の資金調達力は兆単位におよぶ。


    　一方、俺たち革命部グループは、傘さん下かに速はや水み半導体工業という中途半はん端ぱな上じよう場じよう企業が一社あるだけで、売上二〇〇億円。資金調達力など、とっくに限界を超えていた。


    　どう考えてもきびしい。


    　それでも俺は満場を埋め尽くす記者たちをまえに、わざと強気な微笑ほほえみをうかべ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくをよそおった。


    　記者が質問をつづける。


    「最高どのくらいまで買収価格の値上げに対抗できますか？　革命部グループよりアクアスのほうが資金力が豊富に思えるのですが……」


    「いくらでも可能です。上限なしと考えてください。我々は、勝利するまで歩みを止めません！」


    　まさに大だい本ほん営えい発表。デタラメである。


    　しかし記者たちからは、ふたたび「おおお！」という喝かつ采さい。


    　それから俺は、あらゆる大ボラを総動員し、必死で記者たちに応えていった。


    



    
      ◇

    


    



    　夜のニュースは革命部とアクアスの話題一色に染まった。


    　そして翌朝の新聞紙面には「早くも勝利宣言!?　羽は月づき社長、余裕の笑み」などという見出しが躍る。


    　新聞一面にデカデカと掲載されている写真を見て、俺は頭をかかえ込んだ。


    　――こ……これは痛い……。


    　なぜならそこには、俺がニヤリと微ほほ笑えむカラー写真が掲載されていたからである。冷や汗モノの内心とは裏腹に、大ボラを得意満面に語っている確信的な場面だった。しかも公衆の面前、全国民のまえであり、これでは恒こう太たを何百倍も越えている。


    　アクアスの株価はと言えば、いっそうの値上がりを見せていた。時価総額は二兆四〇〇〇億円にまで伸張。すでに時価総額ベースでは、世界二位の衣料チェーンになってしまった。


    　このままではＴＯＢに応じてくれる株主もおらず、かといってメチャクチャな価格提示をすれば資金が足りず、ＴＯＢは失敗に終わることは明白である。


    　事態は、立たち花ばな社長の戦略通りに進展していた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは部室にあつまり、立花社長の記者会見のライブ放送をふたたびながめていた。俺の記者会見を受けて、またすぐに立花社長が動いたのである。


    「革命部のＴＯＢを受けて、我われ々われも新たなＴＯＢを提示させていただきます。アクアス株、一株一三〇〇円でのＴＯＢです」


    　公約通りだ。値上げしてくることはわかっていた。


    　さらに立花社長はつづける。


    「今回のアクアス株ＴＯＢは、五いつ菱びし商しよう事じ、大だい日に本ほん物ぶつ産さんの共同による買いつけです。二社は前向きにホワイトナイト役を引き受けてくれました」


    　カメラのフラッシュがテレビ画面いっぱいにまたたく。


    　――ここにきてホワイトナイト……だと……？


    　テレビ画面を凝ぎよう視ししながら、またもや俺は打ちのめされた。


    　ホワイトナイトとは、敵対的買収をしかけられた企業を、俺たちのような敵対買収者に対抗して、友好的に買収する会社のことだ。白馬の騎士になぞらえて、このように呼ばれている。


    　しかも今回のホワイトナイト役である五いつ菱びし商しよう事じや大だい日に本ほん物ぶつ産さんは、いずれもグループ売上高一〇兆円を超える、日本を代表する……いや、世界的コングロマリットだった。


    　グループ売上高二〇〇億円の俺たちが、いったいどうやって勝てというのか。


    　記者が質問する。


    「今回、五菱商事と大日本物産にホワイトナイト役を引き受けてもらうのはどうしてでしょう？　五菱商事は立花社長が一五年間在ざい籍せきした会社ですよね」


    「もともと二社は全世界の衣料品メーカーとのネットワークを豊富に持っており、今後の積極的な海外展開において、その力が活かせるものと考えたのです。またご指摘のように私自身が五菱商事に長らく在籍していて、衣料の特許戦略に力を入れていました。彼らの持つ特許は……まぁ私が整備したものですが……今後のアクアスの成長に十二分に力を発揮してくれるものと確信しています」


    「すでに革命部とのＴＯＢ合戦では、アクアス側が優勢であると思います。そこにあえてホワイトナイトの支援を受けるのはどうしてですか？」


    「はい、すでに革命部との戦いでは、我われ々われが勝つことは明らかです。しかし世界最大の衣料チェーンを目指すにあたり、長期的な視点に立ち、株主構成を見直しておくことが必要だと判断しました。この機会を活かして、強力な布ふ陣じんを整備しておこうと考えたわけです」


    　事務的な口調が大人の余裕を感じさせた。


    　一呼吸おき、立たち花ばな社長は会場を見まわしてつづける。


    「それから、今後は跳はねっ返りが出てこないよう、食い下がる革命部を完かん膚ぷ無なきまでに張り倒しておくことは有用だと思いましてね。彼らにとっては大きな打撃となるでしょう」


    　立花社長は終始、余裕の表情だった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺はリビングの隣に設置してあるサーバールームで、つぎのスピーチ原稿を書いていた。部室リビングに来客があったため、こちらで作業をしているのである。


    　来客はゴールドラインサックスの担当者らしい。レバレッジド・バイアウトによって巨額の資金調達に応じてくれた先であり、莉り音おんが対応中だった。


    　しかしそのリビングから、莉音の怒りの声が飛び込んでくる。状況は、あまり芳かんばしくないようだ。


    　手を休め、廊下に出て話をうかがった。なにせ、俺自身が矢や面おもてに立っているのだから、関係ない話ではない。


    「これ以上のＴＯＢ価格の上昇には応じられませんね。ゴールドラインサックスとしては、ここで手を引くのが賢明だと判断しました」


    　ゴールドラインサックス担当者の声。


    　テーブルにバンと手を叩たたきつける音が響いた。莉り音おんが叩いたのだろう。


    「採算は十分にある。あなたたちだってアクアスと共同事業化した後の『おりおんクローズ』の予測は分析したじゃない。一株一五〇〇円くらいまでなら突っ込んでも問題ないはずよ」


    「たしかに可能性は見込んでいますが……予測とは不確実なものです。『おりおんクローズ』に興味を持ってはいても、我われ々われは事業家ではありません。金融マンです」


    「詭き弁べんよ。だいたい、金融マンは予測を元にして投資するわけでしょ。予測を否定してどうするの？」


    「羽は月づきさんと議論しに来たわけではありません。我々は通告をしに来たのです。これ以上の支援はできないと」


    「なにが支援よ。お互い商売じゃない。それに、あなたたちだって儲もうかるはずよ。契けい約やく破は棄きなんて認められないわ」


    「契約破棄ではありません。ＴＯＢ価格を上げる場合は、私たちの判断で契約を白紙に戻すことができるという条項があります」


    　ゴールドラインサックスの担当者は淡たん々たんとした口調でつづける。


    「我々が提供した資金は即刻引き上げます。ＴＯＢをつづけたいなら、他の調達先を探すことですね」


    　最後通つう牒ちようだ。


    　ＴＯＢというのは、成立した後で、応募があった株主らに対して代金を払い込む。だから、ゴールドラインサックスから調達した資金はまだ保留されていた。


    　その資金を引き上げられると、この戦争には完全敗北だ。ＴＯＢをしても、買いつけを実行するだけの資金がない。もはや尻尾しつぽをまいて逃げなくてはならなくなる。


    　莉音は口くち惜おしそうにうなり声をあげた。


    



    
      ◇

    


    



    「巳み継つぐッ！」


    　何ものかにはげしく身体を揺すられ、俺の意識は覚かく醒せいした。


    　薄目を開けると、莉音だ。すでに布ふ団とんははぎ取られている。


    　時計を見やると、朝六時半。できればあと三〇分は寝ていたい。


    「起きなさい！」


    　莉り音おんが俺をベッドから引きずり降ろそうとしたので、俺はあわてて身体を起こした。


    「なんなんだよ……もうすこし優しく起こして欲しいもんだな……」


    「これ、見てみなさい」


    　そう言って、莉音は小脇にかかえていた新聞を突きつけてきた。


    　パラリと広げた新聞の一面。デカデカと、アクアスのニュースが載っていたのだ。


    　記事に目を走らせ、俺ははげしいショックを受けた。


    　呆ぼう然ぜんとしつつ、俺はため息をつく。


    「マジか……」


    　一面記事は、アクアスとゴールドラインサックスの提携の速報だった。


    　アクアスとゴールドラインサックスが共同して、世界第五位の衣料チェーンＧ＆Ｇの買収に着手というニュース。


    　――蛇じや口ぐちはひねれば水が出るが、逆にひねれば水は枯こ渇かつする。ぼくと君、どちらが蛇口をひねる力が強いと思う？


    　立たち花ばな社長が部室にやってきたとき、言い残した言葉だ。


    「してやられたな。さすがとしか言いようがない」


    　俺が眉まゆをひそめて言うと、莉音も苦く渋じゆうの表情でうなずいた。


    「……やっかいな相手ね」


    「やっかいもなにも、これじゃ勝てないだろう？」


    「ここで勝てなければ、私たちには死が待っている。だから勝つわよ。かならず」


    「……ど、どうやって？」


    　仮に俺たちのＴＯＢが成立したとしても、それを実行するだけの資金力が、俺たちにはもうないのだ。当てにしていたゴールドラインサックスの資金が、もう使えないのだから。


    　しかし莉音は言い放つ。


    「まずはＴＯＢ価格、一気につり上げなさい。そうね、一株一六〇〇円で記者会見を開くのよ。ここまで買い取り価格を上げれば、向こうがついてこれないでしょう」


    「え？　だってゴールドラインサックスは降りたんだろ？」


    「お金なら、私が他から引っ張ってくるから。なんなら、日本の国家予算だって引っ張ってみせるんだから。絶対に、何があっても……」


    　――に、日本の国家予算って八〇兆越えてるんですが……？


    「そんな資金調達の当てなんて……あるのか……？」


    「今日記者会見を開いて吹きまくりなさいよね」


    「で、でも、もし資金を莉音が調達できなかったら……」


    「やるの。いいわね」


    「だって資金がないだろう？　どうやってつづけるんだ」


    「私がなんとかする。やりとげてみせるから」


    「で、でもさ……」


    「沙さ織おりはあんなに協力的になってくれたのに、巳み継つぐはまだ覚悟が決まんないの？　がっかりしちゃう」


    「しかし……」


    　いや、莉り音おんの言うとおりかもしれない。いちばんいやがっていた沙織でさえ、いまでは俺たちのためにがんばってくれている。


    「そんなに巳継がやりたくないなら、私が代わりに記者会見してもいいわ。私も革命部と速はや水み、両方の取とり締しまり役やくだしね。どうする？」


    　莉音の目には一点の曇くもりもなかった。いつか公園の高台で「世界を変えたい」と話してくれた時と同じまなざしだった。


    「……わかった。莉音を矢や面おもてに立たせたくないし、時間をムダにしたくない。俺には資金調達はできないからな。会見は俺がやる」


    「うん、そう言ってくれると思ってた。ありがとう。私も絶対に手を打つから」


    　莉音はそれだけを言い残し、俺の部屋から立ち去ろうとする。


    　扉に手をかけたとき、ふと思い出したように莉音は俺を振り向いた。


    「だいじょうぶ、巳継には、私がついているんだからね」


    　そして莉音が部屋を去った後、俺はもぞもぞとベッドから這はい出した。


    　――今から兆単位の資金調達なんて、いったいどうするというのだろう……？


    　革命部の借入金二〇〇〇億円と、速水の増資分一五〇〇億円は、すでにアクアス株に投入して使い果たしている。そして今や、ゴールドラインサックスの一兆円は使えない。


    　ＴＯＢのための資金が一銭たりともない状況なのだ。


    　ただし、俺たちは今、一七％におよぶアクアス株を持っている。アクアスの時価総額は伸びつづけていて、現在二兆六〇〇〇億円。だから一七％を押さえている俺たちは、四四二〇億円の資産を持っていることになる。三五〇〇億円を投入した株が四四二〇億円になっているのだから、今ここで、うまくアクアス買収戦から撤退できれば、一〇〇〇億円近い利り益えきを残すことも不可能ではない。


    　しかしそれでも、莉音は撤退など認めないだろう。『おりおんクローズ』成功を最優先課題と考えれば、アクアスから支援を取りつけることが必要だからだ。


    　頭を駆け巡るのは、悲観的な想像ばかり。


    　だが、考えてもしかたがない。


    　ここを乗り切るのが俺の仕事だ。腹はくくった。


    　全身に力を込めて立ちあがり、クマ柄のパジャマを脱ぎ捨てた。


    



    
      ◇

    


    



    「革命部はアクアス株、一株一六〇〇円でＴＯＢさせていただきます！」


    　一気に値上がったＴＯＢ価格に、記者たちの顔が輝いた。


    　この模様は、いくつかのテレビではライブ中継されている。最近のテレビの話題はアクアス買収戦一色に染まり、どちらが勝つのか全国民が固かた唾ずをのんでこの状況をながめているのだ。


    　最前列の記者が手を挙あげた。


    「たしかにアクアスは優良企業ですが……そこまで行くと企業価値を超えているのでは？」


    　予想していた質問だ。答えは考えてある。


    「そうは考えていません。アクアスの売上利益率の増加などを加味すると、十分に許容の範囲内であると考えています。それに私たちは『おりおんクローズ』であたらしい価値を創造していくのです。私たちであればこそ、アクアスを、よりすばらしい企業にしていけるものと確信しています」


    　俺が言い終わるや否いなや、どういうわけか記者たちの間からどよめきが湧き上がった。今の言葉は、台本通りのお役所答とう弁べんのようなもので、歓声があがるほどのことではない。
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    　――何があったのだろう……？


    　記者たちの視線の先を追った。


    　なんと、まさかの人物が壇上へ向けて歩いてきたのだ。


    　――た、立たち花ばな社長!?


    　俺はイスからずり落ちんばかりにおどろいた。


    　他人の記者会見に割り込んでくる経営者など聞いたこともない。しかも、ライブ中継までされているのである。


    　しかし立花社長は軽快な足取りで壇上へ上がり、記者たちを見まわして口を開く。


    「みなさん、どうも。アクアスの立花です。ここで羽は月づき社長が記者会見を開いていると聞きおよび、こうしてお邪じや魔ましてみました」


    　そして立花社長は俺を見やり、記者たちに聞こえるような声で聞いてくる。


    「どうでしょう？　せっかくですから、ぼくも参加させていただいてよろしいですか、羽月社長？」


    　ふたたび記者たちからどよめき。


    　さらに記者たちから、拍手まで鳴り響く。


    　――な、なんという演出……。


    　俺と立花社長の直接対決なんて、勝ち目があるわけがない。できることなら断りたい。


    　――お願いですから帰ってもらえますか……。


    　心のなかで懇こん願がんした。


    　だがしかし、満場注視のこの状況。断れるわけがない！


    　断れば、その時点で負けだ。


    「どうぞ……」


    　俺は息をのみつつ、つぶやくように口にした。


    　しかし内心、あまりの事態に脳がオーバーヒートしそうだった。


    　――マ、マジかよ……。


    　気持ちとは裏腹に、俺は壇上にあるイスを指し示す。イスは俺の左右にひとつずつあった。


    　立花社長は余裕の笑みで腰掛ける。


    「ありがとうございます。ではどうぞ、羽月社長、つづけてください」


    「……」


    「おや、どうされました？」


    　この公衆の面前では、立花社長は俺に対して敬語だった。形式上、対等な立場だからである。


    　とつぜんの事態に、用意していた台本はすっかり消し飛んでしまった。


    　頭のなかは真っ白だ。


    　こんなことは、はじめてのことだった。


    「そ、そうですね……立たち花ばな社長も参加されたことですし……どうしましょうか？」


    　震ふるえる口調で意見を聞いてみた。


    　正直、みっともないと思う。


    「ふむ。では討論会とでもいきましょうか。どうです、みなさん？」


    　呼応するように、会場から大きな拍手。


    　立花社長は満足そうにうなずいた。


    「これは歓迎ということですね。さて、ではぼくらの討論内容は、マスコミ諸氏にお決めいただきましょうか。ぼくらが話し合う内容をどうぞ。それではまえの……そう、テレビ日につ本ぽんの、どうぞ」


    「すごい……ＴＯＢ対決中の経営トップによる討論ライブなんて史上初のことです……！」


    　記者は興奮しているらしかった。他の記者も皆エキサイトしたように身を乗り出していた。


    　期せずして、アメリカ大統領選挙のテレビ討論会みたいになってしまった。


    　第一、立花社長に真まっ向こう勝負で勝てるわけがない。大人と子供くらいの格のちがいがある。


    　いや、立花社長五一歳、俺一六歳。大人と子供そのものではないか！


    　今までの記者会見では、ある程度のシナリオを入念に準備していたから対応できていたようなもの。しかし経営者として未熟な俺は、このような不測の事態に対応する力量が、残念ながらまるでない。


    　やる気はある。勝ちたいとも思う。この勝負に敗れれば、俺たちに未来はないこともわかっている。しかしこの経験値の差はいかんともしがたい。


    　わずかに考えを巡らせた記者はつづける。


    「そうですね……ではまず、お互いの印象などはいかがですか!?」


    　小学生のような質問だ。しかし記者のほうも、考えがまとまらなかったのであろう。


    　立花社長が応じる。


    「じつは、ぼくらはすでに二回、会っているのです。はじめてお会いしたときは、『いやぁ、すごい経営者が出てきたなぁ』というのが率直な感想でしょうか。とにかく、おどろきました。だって一六歳ですよ？　しかも世界初で上じよう場じよう企業社長に就任というから、なんともすごいですよね」


    　立花社長は俺を立てた。


    　意図はわかる。どう見ても強つわ者ものの立花社長が、あえて弱者の俺を立てることで、自分の立場を強化するのだ。日本では、そういう謙けん虚きよな対応が大衆に好まれる。


    　それはわかっている。だが、俺にどうしろと？


    　記者がつづける。


    「お答えありがとうございます。では羽は月づき社長のほうは、立花社長に対してどんな印象を持たれていますか？」


    「すごい社長です。私など、とても太た刀ち打うちできない気がしますね……」


    　どうにも弱々しい声になってしまった。どうすれば、立たち花ばな社長に勝てるだろうか。すり切れそうな頭で、俺は必死に勝つ方法を模も索さくした。


    「お互いに対して質問し合うなど、いかがですか？」


    「なるほど、そうですね。おもしろい。まずは羽は月づき社長から私に質問をどうぞ。どんなことでもお答えしますよ」


    　立花社長はすぐに同意し、俺に話を振ってくる。


    　しかし俺は思考能力が大幅に低下していた。すぐに適切な返答が思い浮かばない。


    「と、とくにありません」


    　――くうう……これでは、本当に大人と子供になってしまう……。


    「それは残念。ではぼくのほうは……そうですね……せっかくですから、今回のＴＯＢに関しての質問をしましょう」


    　一いつ旦たん言葉を句切り、立花社長は記者を見わたしてからつづける。


    「御おん社しやの最大の資金調達先はゴールドラインサックスでしょう？　先ほど一六〇〇円にＴＯＢ価格を値上げしましたが、ゴールドラインサックスが支援してくれるのですか？」


    　今、いちばん嫌いやな質問だった。


    　ゴールドラインサックスからの資金調達が不可能になったと知った上で、立たち花ばな社長はわざと持ち出しているのだ。


    　だが、負けるわけにはいかない。俺は必死で口にする。


    「私どもの資金調達先は一社ではありません。世界中にネットワークを持っています」


    「ほう。参考までにおうかがいしてもよろしいですか？」


    　わずかに逡しゆん巡じゆんするも、答えようがないことにすぐ思い至る。


    「ト、トップシークレットです……」


    「秘密……ですか。これはまたあやしいですね。そういえばアクアスも最近、反社会的勢力との付き合いを匂わすデタラメな憶おく測そく記事を書かれたことがありました。もちろんそんなものは事実無根だったわけですが……御社が資金調達先を明かさないということは、何かやましいところがあるのではないですか？」


    「ありません。断じて」


    「資金調達先が反社会的勢力だからこそ明かせない……なんてことを想像してしまうわけですが……」


    「ちがいます。もっとこう、ええ、リッパなところです、もちろん」


    「では、明かせるはずですよね。どちらです？」


    「……そ、それはまぁ、企業戦略ですから……。今はまだ、明かすことはできませんね」


    　苦しいいいわけである。


    　――知らないんだよ！


    　立たち花ばな社長は記者たちのほうを向いて、この状況を解説してみせる。


    「みなさん、あやしいと思いませんか？　何か隠し事があるようにしか思えませんね。反対に、私たちアクアスはクリーンで公明正大な企業です。いかなる資金調達先も隠さず、すべてを投資家の皆様に開かい示じしています」


    　カメラのフラッシュが、盛大にまたたいた。


    　経営者として軟弱な俺と、自信満々の立花社長を、カメラは見事に映し出すはずだ。


    　追い打ちをかけるように、立花社長はわざとらしく首を振る。


    「羽は月づき社長に、みなさんが知りたいであろうことをはぐらかされたのは、残念でなりませんね。本当に残念だ」


    　一方的にやられ放題である。


    　――どう見ても、俺の印象最悪です。ありがとうございました。


    　別の記者が手を挙あげてさけぶ。


    「おふたりの、将来の目標をお聞かせください！」


    「なるほど、良い質問ですね。私から答えてよろしいですか？」


    　確認を取ってきたので、俺はうなずいた。


    　立花社長は記者たちを悠ゆう々ゆうと見まわす。


    「世界に冠かんたる衣料ショップチェーンを創り上げること。それがアクアスの使命であり、義務であると心得ています」


    　力強い口調で、立花社長は断言した。


    　ゴホン、とせきばらいした後、さらに力説していく。


    「我われ々われは高い実績を上げています。日本で、世界で、あらゆる国で、我々はチェーン店網を展開しています。今後はあたらしい衣料ビジネスの境地を切り開くため、速はや水み半導体工業に取とり締しまり役やく陣を送り込み、アクアスの手で『おりおんクローズ』を成功に導いてみせます。みなさん、今後とも変わらず、アクアスへの支援をお願いいたします」


    　はげしいカメラのフラッシュと、会場いっぱいをつつみこむ拍手。


    　完かん璧ぺきだ。何もかも、俺とちがいすぎる……。


    　鳴りやまない拍手を聞きながら、俺は密ひそかに唇をかんだ。


    　討論では勝負にならない。俺では、とうてい立花社長の経験や知識にかなうはずがないのだ。


    　そんなことは、もうわかってる。


    　このままでは完敗だ。


    　――じゃあ……どうする？　何か方法はないか？


    　俺は必死に、食い下がる方法を模も索さくした。


    　オーバーヒートしそうな頭で、目をつぶり、深呼吸をくりかえす。


    　こんな絶体絶命の大ピンチに、莉り音おんなら何と言うだろうか。


    　莉音に想いを馳はせたとき、ふと、その言葉の数々が頭に浮かんだ。


    　あたらしい国を創ること。日本国から猿さる島しまを強ごう奪だつし、独立すること。俺たちは革命家であること。これから数多くの戦争を乗りこえなくてはならないこと。


    　――それだ。


    　ほとんどすべての点で、俺や革命部は、立たち花ばな社長やアクアスに、圧倒的に負けている。しかし、たったひとつ……話のデカさなら……デカさだけなら、革命部は負けない。


    　俺は突破口を見い出し、腹を決めた。


    　――この勝負、必ず勝つ！　俺たちの明日のために！


    　デカイ話をぶちかまし、立花社長を凌りよう駕がしてやるのだ。


    　やっとのことで拍手が途切れたころ、記者が俺に向かって口にする。


    「ではつぎは羽は月づき社長の目標をおうかがいしてもよいですか？」


    　おもむろに、俺は立ちあがった。


    　尋じん常じようではない俺の決意に何かを感じ取ったのだろうか、一転、会場からざわつきが消える。


    　満場の視線がこちらへ集中するのを見届けて、さけんだ。


    「革命部は、日本政府を転てん覆ぷくします！　私たちが日本国家、ひいては世界の旧きゆう態たい依い然ぜんとした国々へ引いん導どうを渡してやるのです！　そして最終目標はズバリ、次世代の国家を創り上げること！　革命部が、あたらしい国家像を創ってみせます！　いや、創らなくてはならないのです！」


    　とたん、会場はシーンと静まりかえった。


    　――あ……あれ!?


    　俺は記者たちをながめまわしたが、だれも口を開かない。シャッター音も、聞こえてこなかった。


    　――日本政府の転覆はマズったのか？　それとも建国の話か？


    　もしくは、あまりにスケールが大きい話だけに、会場の人たちは把は握あくしきれていないだけかもしれない。話を消化してくれれば、会場は拍手で埋まってくれるかも……。いやきっと、もうすぐ拍手が鳴り響くはずだ。


    　淡あわい期待を抱きつつ、気を取り直して声を張り上げる。


    「革命部が創るもの。それは、ただの国ではありません。世界を革命し、あたらしい人類の未来を創るのです。何かに支配されない社会。連れん綿めんとつづく争いの歴史からの脱却。機能不全に陥おちいった世界をいちどリセットしましょう！　世界中の政府を転覆してやるんです！　そして革命部が、みなさんにあたらしい時代を提供いたします！　もちろん提供は無料ですからご安心ください！」


    　会場が、凍りついた。


    　まさに沈黙。


    「あ、あれ？　無料ですよ、みなさん？」


    　だれひとり、何も言わなかった。


    　それから、宇宙空間のような静けさが、一分ほどつづいただろうか。


    　長く沈黙がつづくものだから、なんだかもうしわけない気持ちになる。


    　俺は謝りたくなった。


    　――生きててごめんなさい。


    　恒こう太たでさえも、これほどの結けつ界かいを張ることはできやしまい。どうだ参まいったかこの野郎。


    　やっとのことで、隣に座る立たち花ばな社長が声を絞り出す。


    「ほ、本気かい？」


    「え、ええ……まぁ……。あの、なんだかすみません……」


    「それと……うちの買収がどう関係するのかな……？」


    「え？　そ、それはまぁ……遠大な計画があったりするような……た、たぶん……」


    　直後、俺の記憶が正しければ、ほんの二、三回、カメラのフラッシュが瞬またたいただけだった。


    　拍手も、ひとりかふたりくらいは、五回くらい惰だ性せいで手を叩たたいてくれたような気がする。


    　世界でいちばん寒々しい拍手。寒風吹きすさぶ北極の果て、ひとり取り残された気分。正直、だれも手を叩たたいてくれないほうがマシだった。


    　もちろんテレビでは、この模様がライブ中継で流れている。学校のクラスメートも、先生も、莉り音おんや沙さ織おりや恒太や柚ゆずさんや、はてはうちの家族まで、だれも彼もが見ているはずだ。


    　ＴＯＢの勝ち負けとか、革命部の将来とか、それが何だというのだ？


    　もっとこう、何か大事なものに負けた気がする。


    　――終わった。完全に終わった。羽は月づき巳み継つぐ、ここに切せつ腹ぷく！


    　その後しばらくの間、だれも口を開いてくれず、俺の結界の無敵の力を、あまねく世界に見せつけたのであった。


    　部費八〇五〇億円。借しやつ金きん二〇〇〇億円也なり。


    



    ■部費内訳


    　速はや水み半導体工業持ち株価値　三二五〇億円


    　アクアス持ち株価値　四六三〇億円


    　革命部現預金　一五億円


    　速水半導体工業現預金　一五五億円


    



    ■借金内訳


    　香ホン港コン北京ペキン銀行からの借入金二〇〇〇億円

  


  [image: ]



  
    この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。

  



  
    あとがき


    



    　はじめて自分の会社を創ったのは、一九歳のときでした。個人事業でいろんなものに手を出してみた結果、結構なお金を稼ぎ出し、そのまま法人化したのです。


    　当時、同年代の経営者がまわりに少なからずいて、よく集まって情報交換がてらいっしょに遊んだものです。みな優秀だった……なんてウソは言いませんが、それでも半数くらいは本当に優秀な連中でした。一人一人、彼らの足そく跡せきはそのまま小説にできそうなほどです。株式公開を達成した人、廃はい業ぎようしてサラリーマンになった人、首を吊つった人、政治家に転身した人、ヤクザ関係者になった人、行方ゆくえ不明になった人、会社を高値で売り払って遊び暮らす人、刑務所にぶち込まれた人、東京湾に浮かんだ人……。ふと気づけば、ビジネス界にしがみついている当時の仲間は、もはや数えるほどしか残っていません。


    　振り返ってみると、なんだか長い道のりを歩いてきたような気分になります。そろそろ歩き疲れた反面、くぐもっていた視界が開けてきました。もう一歩先へ進めば、一九歳のころに自分が追い求めたものの正体が、やっとつかめそうな気がしています。そこまでの距離はどのくらいでしょう。五年？　一〇年？　二〇年？　わかりません。それでも、あと一歩。


    　待っているのは幸福なのか絶望なのか、それともまだ見ぬ新平野なのか。へたばった足に力を込めて、今日も前へ進みます。
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    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    会社経営者。ときどき作家。専門書からライトノベルの執筆しつぴつまで何でもこなします。景気は悪いですが、ビッグビジネスを計画中。そろそろ革命の時間ですよ、みなさん！

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    羽月莉音の帝国２


    



    ２０１２年11月１日　電子書籍版発行


    著　者　至道流星


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１０年４月25日　初版第１刷発行


    



    ⒸRYUSEI SHIDOU 2012　ISBN978-4-09-451200-7


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/0002_0003_01.png





OEBPS/Images/0004_0005_01.png





OEBPS/Images/0257_01.png
POPAERE,, |/
*maEzcozen )

BIEDHENDHFHICBHEHLTPDD. BFDFIPR
(FEHEI I —T D EH301S. 75 LRBSOBOEKREE,
EHUDU. AMDEEANTIEEDSH10055L! ZDHWIE
—BTREI DRI MNBTESRINEE D0

FEmso—-7

N
BAE 100058
BX O BhE 5o LB GERS) 20220

e b= (&81F) 2@
l 83%
(EARLER)
~
e i

HEH (GESD) A
e e
’ﬁ((:;ﬁiiiifﬁ 55175 (845) 20048F

AEH BOA

\TOBR

(\
#@hs 16280
MRXSH TITR N
i d big oy | LGS 9300%8F
HEH 26704






OEBPS/Images/0237_01.png





OEBPS/Images/0077_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		第一章　世界最年少社長、誕生



		第二章　経営再建



		第三章　資金調達



		第四章　第一次アクアス買収戦



		あとがき











OEBPS/Images/0336_0337_01.png
DIHTSE

SOEADFr—hst +
“NEW WORLDDWIC3" 153!

SEHER  BrmEERe
(M&A) Xt EREROBYLIE
151§L;'C‘\959'
HIMEADLNESS
*ZAE—FTv 7|
*xBEDHE#!
K A DRERK]
—RPY TSR W EBOBEEEST N D
MBARADNNET 5o EHNC S, BEE CONBHDDED
ESHHRL ENSEDEED,
8 EFEERETTTES i
OEHNBATHAEREHET %

() SRR E R TH)
T THRE R K 5 LB CALALFL T
FHARED b AL VREIIH b C TR b,

@J#?ﬁ%%rmsr VBV EHSTY
(B TIT
&Tﬁﬂ&(}a ‘J ERAB:HTHARDLNE,TOBHRIT 5E TheE
FAVADRBIIU RRILL b/ —TARED B Z 75D,
TN EBORARIHERE
UCOBEEEHEBDC bt
ZOESEHB BBV EE! g 3
TOB (A= ABIBND) BRARC | o Yl &
BEFODE 05, HEABEIZ
ERHH HBEEDBNDBEE.
MATEFLUEDTROZUDBLAE.

=
5
<

O SETES

K FAZXVEN (54T 5)
FHREE CRITL BB ROBRK > = TETIFS 2L
*T— VLT85 a—h
REROBMENELHBMUBEL THL Y

ERETE
* K74 AL WBLBBBITE
KEF B ZH () ICBHBHRETRLTE 59 2 BT
* /Yy ITUFLT YR UpBIT
BREFURL LI EF BRoHERICHISTORESN Y N 7ﬁi_ﬁi[f§

st YA-IE52D
*757 /Y 2T T—ABBNNS,
Bils 5 BROIE EREHIRAL T, HEHT B0l
BASER AL B et

XN TTFII—FTr—
B TEPORR LML FBORR ERHT 2 ¥

kT AT T 54 X—h
RS L FAMBEIEL-TLEI Y

fspy—vl ZZT
ROANFAhEBR! §9—YT YR

rO—!
H5OYIATIVE _

| RWTYO! HowHT!

BADESFEOK!

STH—RT =B

B

EERRRICEDE
B#F<BLLED D, BICIoTHED,
[MSADTFEIZEET S,
U7 b5 LTELEERT 0L
TISHE. BISHR  EEEADHK]IC
2NTHEFEL!





OEBPS/Images/000a.png





OEBPS/Images/0001_01.png
ﬂ.o.&ch/w»)N (V INZ

ﬂ(ﬁu?‘






OEBPS/Images/0009_01.png
o)y REEHR MAEE—

Zilya Toujoukai-Soucho Tachibana Yuji
TEEHED BAT2HBICKEL HERKD
REERDOREE A I" ﬁti‘iﬁtl ZE*—IEFI—bJ \POT R
HEDBR. ?IEUJTZ@ DRREHRAE R,

TAFIE  TAB#  AEE FEEA 0 REH
Hazuki Rion Hazuki Mitsugu Orihara Saori Kasuga Kouta Sendou Vuzu
e s s e B e Z%ﬁt
BR2EE, KRB RIER. BEOVVRIL, BIHREER, TOISZVI0
BiRIEE, BRI FEE, BRI EE, BR1F4E, e






OEBPS/Images/0137_01.png





OEBPS/Images/08295.png





OEBPS/Images/0175_01.png





OEBPS/Images/0340_01.png





OEBPS/Images/0115_01.png





OEBPS/Images/0195_01.png





OEBPS/Images/0203_01.png





OEBPS/Images/0006_0007_01.png





OEBPS/Images/0159_01.png





OEBPS/Images/0323_01.png





OEBPS/Images/0008_01.png





